
【 資　料　編 】

Ⅴ　市議会のあゆみ

１　市議会議員選挙執行状況

昭和32年４月28日 合併による設置選挙

昭和35年10月25日 飯田地区補欠選挙

昭和36年４月23日 任期満了一般選挙

昭和39年５月15日 龍江・千代・上久堅３か村合併による増員選挙

昭和39年８月28日 伊賀良地区補欠選挙

昭和39年10月25日 飯田地区補欠選挙

昭和40年４月25日 任期満了一般選挙

昭和43年10月20日 補欠選挙

昭和44年４月20日 任期満了一般選挙

昭和47年10月22日 補欠選挙

昭和48年４月22日 任期満了一般選挙

昭和51年10月17日 補欠選挙

昭和52年４月17日 任期満了一般選挙

昭和55年10月19日 補欠選挙

昭和56年４月19日 任期満了一般選挙

昭和60年４月21日 任期満了一般選挙

昭和63年10月16日 補欠選挙

平成元年４月23日 任期満了一般選挙

平成４年10月18日 補欠選挙

平成５年４月25日 任期満了一般選挙

平成５年８月１日 上郷町合併による増員選挙

平成８年10月20日 補欠選挙

平成９年４月20日 任期満了一般選挙

平成12年10月15日 補欠選挙

平成13年４月22日 任期満了一般選挙

平成16年10月24日 補欠選挙

平成17年４月24日 任期満了一般選挙

平成17年10月30日 補欠選挙

平成21年４月19日 任期満了一般選挙

平成25年４月21日 任期満了一般選挙

平成29年４月16日 任期満了一般選挙

令和３年４月25日 任期満了一般選挙

令和６年10月20日 補欠選挙

令和７年４月20日 任期満了一般選挙（無投票）



２　歴代市議会議員

（１）歴代議長

代 氏　　　名 就任年月日 退任年月日

昭和31．10．８ 昭和32．４．27

昭和32．５．10 昭和36．４．27

昭和36. ５．15 昭和40. ４．27

昭和40. ５．６ 昭和41. ５．13

昭和41. ５．13 昭和42. ５．11

２　　代 辻    虎松 昭和42. ５．11 昭和44. ４．27

昭和44. ５．７ 昭和46. ５．７

昭和46. ５．７ 昭和48. ４．27

昭和48. ５．８ 昭和50. ５．７

昭和50. ５．７ 昭和52. ４．27

昭和52. ５．６ 昭和54. ４．13

昭和54. ４．13 昭和56. ４．27

昭和56. ５．７ 昭和58. ４．22

昭和58. ４．22 昭和60. ４．27

昭和60. ５．10 昭和62. ５．12

７　　代 平澤　與一 昭和62. ５．12 平成元．４．27

８　　代 塩澤　  昭 平成元．５．10 平成３．１．31

９　　代 竹村　仁實 平成３．１．31 平成３．５．９

10　　代 實原　  裕 平成３．５．９ 平成５．４．27

平成５．５．13 平成７．５．12

平成７．５．12 平成９．４．27

平成９．５．13 平成11．５．13

平成11．５．13 平成13．４．27

13    代 西尾　喜好 平成13．５．15 平成15．５．14

14    代 岩崎　和男 平成15．５．14 平成17．４．27

15    代 熊谷　富夫 平成17．５．13 平成19．５．11

16    代 上澤　義一 平成19．５．11 平成21．４．27

17　　代 中島武津雄 平成21．５．12 平成23．５．13

18    代 上澤　義一 平成23．５．13 平成25．４．27

19    代 林  　幸次 平成25．５．13 平成27．５．12

20    代 木下　克志 平成27．５．12 平成29．４．27

21    代 清水　　勇 平成29．５．９ 令和元. ５. 14

22    代 湯澤　啓次 令和元. ５. 14 令和３．４．27

23    代 井坪　　隆 令和３. ５. 18 令和５．５．９

24    代 熊谷　泰人 令和５．５．９ 令和７．４．27

25    代 竹村　圭史 令和７. ５. 12

５　　代 林  　昌平

初　　代 代田源六郎

３　　代 近松　宗一

４　　代 伊原　悦雄

松嶋　健次

11　　代 今村　八束

12    代 小林　利一

６　　代



（２）歴代副議長

代 氏　　　名 就任年月日 退任年月日

初　代 伊藤　　清 昭和31．10．８ 昭和32．４．27

昭和32．５．10 昭和36．４．27

昭和36．５．15 昭和39. ８．１

昭和39．９．15 昭和40．４．27

昭和40．５．６ 昭和41．５．13

４　代 小林　新吾 昭和41．５．13 昭和42．５．11

５　代 市村　保人 昭和42．５．11 昭和44．４．27

昭和44．５．７ 昭和46．５．７

昭和46．５．７ 昭和48．４．27

７　代 新井　安男 昭和48．５．８ 昭和50．５．７

８　代 林　　昌平 昭和50．５．７ 昭和52．４．27

９　代 松江　良夫 昭和52．５．６ 昭和54．４．13

10　代 片桐　　勲 昭和54．４．13 昭和56．４．27

11　代 松江　良夫 昭和56．５．７ 昭和58．４．22

昭和58．４．22 昭和60．４．27

昭和60．５．10 昭和62．５．12

13　代 細田　直彦 昭和62．５．12 昭和63．11．10

14　代 関島　一郎 昭和63．12．２ 平成元．４．27

15　代 竹村　仁實 平成元．５．10 平成３．１．31

16　代 松江　良夫 平成３．１．31 平成３．５．９

17　代 内山　照美 平成３．５．９ 平成５．４．27

18　代 澤柳辨治郎 平成５．５．13 平成７．５．12

19　代 松島　年一 平成７．５．12 平成８．10．31

平成８．10．31 平成９．４．27

平成９．５．13 平成11．５．13

21　代 中田　佳甫 平成11．５．13 平成13．４．27

22　代 牧内　信臣 平成13．５．15 平成15．５．14

23　代 渡　　　淳 平成15．５．14 平成17．４．27

24　代 林　　幸次 平成17．５．13 平成19．５．11

25　代 矢澤　芳文 平成19．５．11 平成21．４．27

26　代 清水　可晴 平成21．５．12 平成23．５．13

27　代 村松まり子 平成23．５．13 平成25．４．27

28　代 木下　克志 平成25．５．13 平成27．５．12

29　代 木下　容子 平成27．５．12 平成29．４．27

30　代 永井　一英 平成29．５．９ 令和元. ５. 14

31　代 原　　和世 令和元. ５. 14 令和３．４．27

32　代 山崎　昌伸 令和３. ５. 18 令和５．５．９

33　代 竹村　圭史 令和５．５．９ 令和７．４．27

34　代 清水優一郎 令和７. ５. 12

片桐　司郎

２　代 片山　　均

３　代 熊谷　一郎

６　代 今村　輝男

12　代 平澤　與一

20　代



（３）歴代総務常任委員会正副委員長

代 委員会名 委員長名 副委員長名 　就任年月日 　退任年月日

１代 総務部委員会 木下　章雄
近松　宗一
前島　秀夫

昭和31．10．８ 昭和32．４．27

２代 〃 島岡　利雄 伊藤　誠一 昭和32．５．10 昭和34．５．17

３代 〃 佐々木利夫 佐々木清信 昭和34．５．18 昭和36．４．27

４代 〃 熊谷　一郎 伊藤　誠一 昭和36．５．15 昭和38．５．22

５代 〃 〃 〃 昭和38．５．23 昭和40．４．27

６代 〃 近松　宗一 大平　節蔵 昭和40．５．６ 昭和41．５．13

７代 〃 関島彦四郎 北原　正司 昭和41．５．14 昭和42．５．11

８代 〃 近松　宗一 前島　秀夫 昭和42．５．12 昭和44．４．27

９代 〃 辻　　虎松 松島　健次 昭和44．５．７ 昭和46．５．６

10代 〃 鳴海　　衛 宮嶋　　繁 昭和46．５．７ 昭和48．４．27

11代 総務文教委員会 市村　保人 橋部　　肇 昭和48．５．８ 昭和50．５．７

12代 〃 茂木立好則 前島　成光 昭和50．５．８ 昭和52．４．27

13代 〃 斉藤　為良 細田　直彦 昭和52．５．６ 昭和54．５．５

14代 〃 内田　　篤 川手　　守 昭和54．５．６ 昭和56．４．27

15代 〃 〃 原　　廣男 昭和56．５．８ 昭和58．５．７

16代 〃 片桐七右衛門 前島　成光 昭和58．５．８ 昭和60．４．27

17代 〃 細田　直彦 塩澤　文朗 昭和60．５．10 昭和62．５．11

18代 〃 竹村　仁實 熊谷　康登 昭和62．５．12 平成元．４．27

19代 〃 今村　八束 今村　　淳 平成元．５．10 平成３．５．９

20代 〃 久保田　元 吉川　昌子 平成３．５．10 平成５．４．27

21代 〃 松島　年一 今村　　淳 平成５．５．13 平成７．５．12

22代 〃 小林　利一 牧内　信臣 平成７．５．13 平成９．４．27

23代 〃 吉村徳一郎 渡      淳 平成９．５．13 平成11．５．12

24代 〃 岩崎　和男 〃 平成11．５．13 平成13．４．27

25代 〃 熊谷　富夫 小池　　清 平成13．５．15 平成15．５．14

26代 〃 下平　政幸 中島武津雄 平成15．５．15 平成17．４．27

27代 〃 上澤  義一 村松まり子 平成17．５．13 平成19．５．11

28代 〃 原　　　勉 森本美保子 平成19．５．12 平成21．４．27

29代 〃 林　　幸次 原　　和世 平成21．５．13 平成23．５．13

30代 〃 木下　容子 森本美保子 平成23．５．13 平成25．４．27

31代 総務委員会 清水　　勇 原　　和世 平成25．５．14 平成27．５．12

32代 〃 吉川　秋利 古川　　仁 平成27．５．12 平成29．４．27

33代 〃 湊　　　猛 木下　容子 平成29．５．10 令和元. ５．15

34代 〃 山崎　昌伸 吉川　秋利 令和元. ５．15 令和３．４．27

35代 〃 熊谷　泰人 原　　和世 令和３. ５．19 令和５．５．10

36代 〃 清水優一郎 小林　真一 令和５．５．10 令和７．４．27

37代 〃 福澤　克憲 市瀬　芳明 令和７. ５. 13

　　　除く全議員で構成）においては適用しない

※１　議会改革によりH25.4.28から４常任委員会複数所属から３常任委員会単独所属に移行

※２　※１の議員における常任委員会単独所属については、R1.5.14に設置された予算決算常任委員会（議長を



（４）歴代社会文教常任委員会正副委員長

代 委員会名 委員長名 副委員長名 　就任年月日 　退任年月日

１代 社会部委員会 児島　栄次
久保田安美
宮内　　昇

昭和31．10．８ 昭和32．４．27

２代 〃 実原　徳重 知久陽之祐 昭和32．５．10 昭和34．５．17

３代 〃 〃 田口　秀男 昭和34．５．18 昭和36．４．27

４代 〃 辻　　虎松 漆原　恒実 昭和36．５．15 昭和38．５．22

５代 〃 〃 〃 昭和38．５．23 昭和40．４．27

６代 〃 〃 〃 昭和40．５．６ 昭和41．５．13

７代 〃 漆原　恒実 桝田　太一 昭和41．５．14 昭和42．５．11

８代 〃 佐々木清信 松江　良夫 昭和42．５．12 昭和44．４．27

９代 〃 斉藤　宗義 熊谷政一郎 昭和44．５．７ 昭和46．５．６

10代 〃 林　　昌平 伊東　秀彦 昭和46．５．７ 昭和48．４．27

11代 社会民生委員会 西尾　仁一 松下　　茂 昭和48．５．８ 昭和50．５．７

12代 〃 松江　良夫 片桐七右衛門 昭和50．５．８ 昭和52．４．27

13代 社会委員会 片桐　　勲 佐々木文雄 昭和52．５．６ 昭和54．５．５

14代 〃 松江　良夫 中島　勝美 昭和54．５．６ 昭和56．４．27

15代 〃 尾沢　貞夫 片桐　芳朗 昭和56．５．８ 昭和58．５．７

16代 〃 松下　　茂 平田　友畝 昭和58．５．８ 昭和60．４．27

17代 〃 森本　藤登 今村　八束 昭和60．５．10 昭和62．５．11

18代 〃 西尾　保雄 吉川　義治 昭和62．５．12 平成元．４．27

19代 〃 〃 小林　利一 平成元．５．10 平成３．５．９

20代 〃 片桐　司郎 関島　秀夫 平成３．５．10 平成５．４．27

21代 〃 櫻井　俊夫 西尾　喜好 平成５．５．13 平成７．５．12

22代 〃 下平　一郎 中田　佳甫 平成７．５．13 平成９．４．27

23代 〃 中田　佳甫 熊谷　富夫 平成９．５．13 平成11．５．12

24代 〃 牛山　重一 井坪　　隆 平成11．５．13 平成13．４．27

25代 〃 菅沼　立男 中島武津雄 平成13．５．15 平成15．５．14

26代 〃 柄澤　紀春 荒木　興利 平成15．５．15 平成17．４．27

27代 〃 原　　　勉 森本美保子 平成17．５．13 平成19．５．11

28代 〃 中島武津雄 木下　容子 平成19．５．12 平成21．４．27

29代 〃 森本美保子 村松まり子 平成21．５．13 平成23．５．13

30代 〃 木下　克志 後藤　荘一 平成23．５．13 平成25．４．27

31代 社会文教委員会 井坪　　隆 湯澤　啓次 平成25．５．14 平成27．５．12

32代 〃 新井信一郎 清水  可晴 平成27．５．12 平成29．４．27

33代 〃 福沢　　清 山崎　昌伸 平成29．５．10 令和元. ５．15

34代 〃 村松まり子 湊　　　猛 令和元. ５．15 令和３．４．27

35代 〃 木下　德康 岡田　倫英 令和３. ５．19 令和５．５．10

36代 〃 永井　一英 清水　　勇 令和５．５．10 令和７．４．27

37代 〃 下平　恒男 宮脇　邦彦 令和７. ５. 13

　　　除く全議員で構成）においては適用しない

※１　議会改革によりH25.4.28から４常任委員会複数所属から３常任委員会単独所属に移行

※２　※１の議員における常任委員会単独所属については、R1.5.14に設置された予算決算常任委員会（議長を



（５）歴代産業建設常任委員会正副委員長

代 委員会名 委員長名 副委員長名 　就任年月日 　退任年月日

１代 産業部委員会 田中　　伝
宮下　綱六
宮川藤次郎

昭和31．10．８ 昭和32．４．27

２代 〃 小林　新吾 堀　　保麿 昭和32．５．10 昭和34．５．17

３代 〃 〃 丸山　治郎 昭和34．５．18 昭和36．４．27

４代 〃 葛岡　利治 〃 昭和36．５．15 昭和38．５．22

５代 〃 丸山　治郎 松重　新一 昭和38．５．23 昭和40．４．27

６代 〃 〃 宮脇　　省 昭和40．５．６ 昭和41．５．13

７代 産業経済部委員会 新井　安男 原      茂 昭和41．５．14 昭和42．５．11

８代 〃 今村　輝男 新井　安男 昭和42．５．11 昭和44．４．27

９代 〃 林　　昌平 原田　正志 昭和44．５．７ 昭和46．５．６

10代 〃 北原　正司 小松　芳男 昭和46．５．７ 昭和48．４．27

11代 産業経済委員会 原      茂 佐々木　勝 昭和48．５．８ 昭和50．５．７

12代 〃 北原　正司 橋部　　肇 昭和50．５．８ 昭和52．４．27

13代 〃 平沢　與一 原　　廣男 昭和52．５．６ 昭和54．５．５

14代 〃 原　　康次 林　　利実 昭和54．５．６ 昭和56．４．27

15代 〃 平澤　與一 竹村　仁實 昭和56．５．８ 昭和58．５．７

16代 〃 片桐　　勲 〃 昭和58．５．８ 昭和59．10．14

17代 〃 竹村　仁實 中田　　修 昭和59．10．26 昭和60．４．27

18代 〃 〃 塩澤　　昭 昭和60．５．10 昭和62．５．11

19代 〃 酒井　　米 小林　三郎 昭和62．５．12 平成元．４．27

20代 〃 内山　照美 下平　一郎 平成元．５．10 平成３．５．９

21代 〃 下平　一郎 小林　利一 平成３．５．10 平成５．４．27

22代 〃 〃 伊原　与一 平成５．５．13 平成７．５．12

23代 〃 佐藤　好英 吉川　義治 平成７．５．13 平成９．４．27

24代 〃 西尾　喜好 岩崎　和男 平成９．５．13 平成11．５．12

25代 〃 下平　政幸 熊谷　富夫 平成11．５．13 平成13．４．27

26代 〃 渡　　　淳 上澤　義一 平成13．５．15 平成15．５．14

27代 〃 矢澤　芳文 佐々木重光 平成15．５．15 平成17．４．27

28代 〃 清水  可晴 原　　和世 平成17．５．13 平成19．５．11

29代 〃 原　　和世 山﨑　紀男 平成19．５．12 平成21．４．27

30代 〃 木下　克志 木下　容子 平成21．５．13 平成23．５．13

31代 〃 伊壷　敏子 吉川　秋利 平成23．５．13 平成25．４．27

32代 産業建設委員会 吉川　秋利 後藤　荘一 平成25．５．14 平成27．５．12

33代 〃 永井　一英 湊　　　猛 平成27．５．12 平成29．４．27

34代 〃 湯澤　啓次 熊谷　泰人 平成29．５．10 令和元. ５．15

35代 〃 熊谷　泰人 後藤　荘一 令和元. ５．15 令和３．４．27

36代 〃 竹村　圭史 清水優一郎 令和３. ５．19 令和５．５．10

37代 〃 福澤　克憲 古川　　仁 令和５．５．10 令和７．４．27

38代 〃 小林　真一 小平　　彰 令和７. ５. 13

　　　除く全議員で構成）においては適用しない

※１　議会改革によりH25.4.28から４常任委員会複数所属から３常任委員会単独所属に移行

※２　※１の議員における常任委員会単独所属については、R1.5.14に設置された予算決算常任委員会（議長を



（６）歴代予算決算常任委員会正副委員長

代 委員会名 委員長名 副委員長名 　就任年月日 　退任年月日

１代 予算決算委員会 原　　和世 村松まり子 令和元. ５. 15 令和３．４．27

２代 〃 山崎　昌伸 竹村　圭史 令和３. ５. 19 令和５．５．10

３代 〃 竹村　圭史 永井　一英 令和５．５．10 令和７．４．27

４代 〃 清水優一郎 小林　真一 令和７．５．13

（７）歴代建設環境常任委員会正副委員長

代 委員会名 委員長名 副委員長名 　就任年月日 　退任年月日

１代 建設部委員会 辻　　虎松
竹内　兵治
伊原　悦雄

昭和31．10．８ 昭和32．４．27

２代 〃 近松　宗一 林　　省三 昭和32．５．10 昭和34．５．17

３代 〃 山田　亮一 伊原　悦雄 昭和34．５．18 昭和36．４．27

４代 〃 佐々木清信 木下　章雄 昭和36．５．15 昭和38．５．22

５代 〃 木下　章雄 新井　安男 昭和38．５．23 昭和40．４．27

６代 〃 佐々木清信 林　　昌平 昭和40．５．６ 昭和41．５．13

７代 〃 今牧　照男 〃 昭和41．５．14 昭和42．５．11

８代 〃 伊原　悦雄 代田　保雄 昭和42．５．12 昭和44．４．27

９代 〃 今牧　照男 茂木立好則 昭和44．５．７ 昭和46．５．６

10代 〃 新井　安男 大蔵　浜雄 昭和46．５．７ 昭和48．４．27

11代 建設委員会 茂木立好則 〃 昭和48．５．８ 昭和50．５．７

12代 〃 斉藤　宗義 今牧　泰三 昭和50．５．８ 昭和52．４．27

13代 〃 橋部　　肇 今村　　馨 昭和52．５．６ 昭和54．５．５

14代 〃 森本　藤登 木下　　登 昭和54．５．６ 昭和56．４．27

15代 〃 今村　　馨 熊谷　康登 昭和56．５．８ 昭和58．５．７

16代 〃 細田　直彦 木下　　登 昭和58．５．８ 昭和60．４．27

17代 〃 関島　一郎 酒井　　米 昭和60．５．10 昭和62．５．11

18代 〃 〃 實原　  裕 昭和62．５．12 昭和63．12. １

19代 〃 實原　　裕 塩澤 　 昭 昭和63．12．２ 平成元．４．27

20代 〃 平田　友畝 澤柳辨治郎 平成元．５．10 平成３．５．９

21代 〃 松島　年一 〃 平成３．５．10 平成５．４．27

22代 〃 吉川　義治 佐藤　好英 平成５．５．13 平成７．５．12

23代 〃 塩澤　俊彦 伊藤　芳之 平成７．５．13 平成９．４．27

24代 〃 牧内　信臣 木下　昭一 平成９．５．13 平成11．５．12

25代 〃 實原　公男 久保田平八郎 平成11．５．13 平成12．10．21

26代 〃 菅沼　立男 〃 平成12．10．31 平成13．４．27

27代 建設環境委員会 井坪　　隆 原　　　勉 平成13．５．15 平成15．５．14

28代 〃 木下　昭一 原　　和世 平成15．５．15 平成17．４．27

29代 〃 佐々木重光 湯澤  宗保 平成17．５．13 平成19．５．11

30代 〃 柄澤　紀春 後藤　修三 平成19．５．12 平成21．４．27

31代 〃 伊壷　敏子 吉川　秋利 平成21．５．13 平成23．５．13

32代 〃 原　　和世 永井　一英 平成23．５．13 平成25．４．27

※議会改革による常任委員会の再編により、H25.4.27をもって建設環境委員会は所管に応じ他の３常任委員会へ移管

※R1.5.14から予算決算委員会を常任委員会として設置。従前の総務・社会文教・産業建設各常任委員会での予算

　･決算、行政評価に関する専門的審査については、それぞれの常任委員会協議会の中で予算決算委員会分科会と

　位置づけ実施



（８）歴代議会運営委員会正副委員長

代 委員会名 委員長名 副委員長名 　就任年月日 　退任年月日

１代 議会運営委員会 木下　章雄 近松　宗一 昭和31．10．８ 昭和32．４．27

２代 〃 島岡　利雄 伊藤　誠一 昭和32．５．10 昭和34．５．18

３代 〃 佐々木利夫 佐々木清信 昭和34．５．18 昭和36．４．27

４代 〃 熊谷　一郎 伊藤　誠一 昭和36．５．15 昭和38．５．23

５代 〃 佐々木清信 熊谷　一郎 昭和38．５．23 昭和40．４．27

６代 〃 近松　宗一 鳴海　　衛 昭和40．５．６ 昭和41．５．13

７代 〃 斉藤　宗義 代田　保雄 昭和41．５．13 昭和42．５．11

８代 〃 丸山　治郎 原田　正志 昭和42．５．11 昭和44．４．27

９代 〃 新井　安男 原      茂 昭和44．５．７ 昭和46．５．７

10代 〃 松江　良夫 西尾　仁一 昭和46．５．７ 昭和48．４．27

11代 〃 伊東　秀彦 太田　猶市 昭和48．５．８ 昭和50．５．７

12代 〃 松嶋　健次 尾沢　貞夫 昭和50．５．７ 昭和52．４．27

13代 〃 尾沢　貞夫 竹村　仁實 昭和52．５．６ 昭和54．４．13

14代 〃 片桐七右衛門 塩沢　文朗 昭和54．４．13 昭和56．４．27

15代 〃 木下　　登 内山　照美 昭和56．５．８ 昭和57．３．１

16代 〃 片桐七右衛門 〃 昭和57．３．１ 昭和58．４．22

17代 〃 中島　勝美 酒井　　米 昭和58．４．22 昭和60．４．27

18代 〃 内山　照美 平田　友畝 昭和60．５．10 昭和62．５．12

19代 〃 平田　友畝 松島　年一 昭和62．５．12 平成元．４．27

20代 〃 松島　年一 久保田  元 平成元．５．10 平成３．５．９

21代 〃 吉川　義治 今村　　淳 平成３．５．９ 平成５．４．27

22代 〃 中田　佳甫 牧内　信臣 平成５．５．13 平成７．５．12

23代 〃 伊原　与一 片桐　司郎 平成７．５．13 平成８．４．22

24代 〃 澤柳辨治郎 〃 平成８．６．４ 平成８．10. 31

25代 〃 〃 桜井　俊夫 平成８．10. 31 平成９．４．27

26代 〃 久保田平八郎 牛山　重一 平成９．５．13 平成11．５．12

27代 〃 木下　昭一 菅沼　立男 平成11．５．13 平成12．10．30

28代 〃 〃 柄澤　紀春 平成12．10．31 平成13．４．27

29代 〃 矢澤　芳文 清水　可晴 平成13．５．15 平成15．５．14

30代 〃 上澤　義一 林　　幸次 平成15．５．15 平成17．４．27

31代 〃 原　　和世 下平　勝煕 平成17．５．13 平成19．５．11

32代 〃 下平　勝煕 木下　克志 平成19．５．12 平成21．４．27

33代 〃 井坪　　隆 清水　　勇 平成21．５．13 平成23．５．13

33代 〃 林　　幸次 新井信一郎 平成23．５．13 平成25．４．27

34代 〃 清水　可晴 村松まり子 平成25．５．14 平成27．５．12

35代 〃 清水　　勇 後藤　荘一 平成27．５．12 平成29．４．27

36代 〃 村松まり子 吉川　秋利 平成29．５．10 令和元. ５．15

37代 〃 福沢　　清 永井　一英 令和元. ５. 15 令和３．４．27

38代 〃 永井　一英 清水　　勇 令和３. ５. 19 令和５．５．10

39代 〃 井坪　　隆 山崎　昌伸 令和５．５．10 令和７．４．27

40代 〃 佐々木博子 長谷部春生 令和７．５．13



（９）歴代監査委員（議会選出）

代 氏　　　名 就任年月日 退任年月日

初代 田中　　悟 昭和31．10．１ 昭和32．４．27

２代 佐々木清信 昭和32．５．10 昭和34．５．17

３代 熊谷　一郎 昭和34．５．18 昭和36．４．27

４代 関島彦四郎 昭和36．５．15 昭和41．６．15

５代 市村　保人 昭和41．６．17 昭和42．６．５

６代 宮内　　昇 昭和42．６．６ 昭和44．４．27

７代 市村　保人 昭和44．５．７ 昭和46．６．３

８代 宮内　　昇 昭和46．６．４ 昭和50．６．６

９代 近松　宗一 昭和50．６．10 昭和52．４．27

10代 伊原　悦雄 昭和52．６．６ 昭和54．４．13

11代 松下　　茂 昭和54．４．16 昭和56．５．７

12代 西尾　保雄 昭和56．５．８ 昭和60．４．27

13代 實原　　裕 昭和60．５．10 昭和62．５．12

14代 松嶋　健次 昭和62．５．13 平成元．４．27

15代 小林　三郎 平成元．５．10 平成２．６．30

16代 實原　　裕 平成２．７．16 平成３．５．９

17代 竹村　仁實 平成３．５．10 平成５．４．27

18代 〃 平成５．５．13 平成７．５．12

19代 實原　　裕 平成７．５．13 平成９．４．27

20代 竹村　仁實 平成９．５．13 平成11．５．12

21代 片桐　司郎 平成11．５．13 平成13．４．27

22代 小林　利一 平成13．５．15 平成15．３．３

23代 西尾　喜好 平成15．５．14 平成17．４．27

24代 岩崎　和男 平成17．５．13 平成19．５．10

25代 熊谷　富夫 平成19．５．11 平成21．４．27

26代 上澤　義一 平成21．５．13 平成23．５．12

27代 中島武津雄 平成23．５．13 平成25．４．27

28代 〃 平成25．５．14 平成29．４．27

29代 木下　克志 平成29．５．10 令和元．５．13

30代 清水　　勇 令和元．５．15 令和３．４．27

31代 原　　和世 令和３．５．19 令和７．４．27

32代 清水　　勇 令和７．５．13



（10）歴代事務局長

代 氏　　　名 就任年月日 退任年月日

初代 林　　政人 昭和31．９．30 昭和39．３．31

２代 久保　武敏 昭和39．４．１ 昭和44．３．31

３代 福井　　実 昭和44．４．１ 昭和44．10．19

４代 村沢　光男 昭和44．10．20 昭和48．６．30

５代 酒井　　篤 昭和48．７．１ 昭和50．３．31

６代 宮沢　邦男 昭和50．４．１ 昭和54．３．31

７代 木下　良美 昭和54．４．１ 昭和56．３．31

８代 松澤　平吉 昭和56．４．１ 昭和59．３．31

９代 坂下　幸彦 昭和59．４．１ 平成元．３．31

10代 小木曽義信 平成元．４．１ 平成３．３．31

11代 浦野　　勉 平成３．４．１ 平成６．３．31

12代 横田　  常 平成６．４．１ 平成９．３．31

13代 山岸一二三 平成９．４．１ 平成11．３．31

14代 吉川　元勝 平成11．４．１ 平成13．３．31

15代 中本　卓良 平成13．４．１ 平成15．３．31

16代 福田　富廣 平成15．４．１ 平成16．３．31

17代 大沢　英二 平成16．４．１ 平成17．３．31

18代 尾澤　敏秀 平成17．４．１ 平成19．３．31

19代 中井　洋一 平成19．４．１ 平成20．３．31

20代 平澤　和人 平成20．４．１ 平成20．12．31

21代 篠田　雅弘 平成21．１．１ 平成25．３．31

22代 福澤　栄二 平成25．４．１ 平成27．３．31

23代 土屋　寿憲 平成27．４．１ 平成29．３．31

24代 吉川　昌彦 平成29．４．１ 令和３．３．31

25代 和泉　忠志 令和３．４．１ 令和６．３．31

26代 筒井　雄二 令和６．４．１



 

(11)歴代市議会議員 

ア 昭和31年９月30日執行（１市７か村合併） 

   (ｱ) 三穂地区 12人 

    林  武男  林  武司  坂巻 政美  林   保  古川 舎人  佐藤 芳房 

    宮沢 敬信  前沢 蔵六  川井  邦  西村 文雄  川上 竹市  久保田安美 

   (ｲ) 飯田地区 29人 

       代田源六郎  斉藤 隆久    今村 正美    田口  秀夫    牧島 保一  大竹 四郎 

       井村豊太郎    井原 淳治  辻  虎松  山田 亮一    深津 一郎  酒井  府 

       古瀬  仁  菊池 恭平    児島 栄次   宮下 綱六  吉川  一  中田    栄 

       木下  一人  実原 徳重  佐々木清信  近松 宗一  木下 勝義  加藤 英男 

       田中  悟    早川 清雄    荒井重右衛門  長坂  晃    漆原 恒実 

(ｳ) 座光地地区 16人 

    知久陽之祐    北原  弘    片桐 卓治  上沼 善夫  黒川  利一  今村 良美 

    湯沢 博司    篠田力三郎  棚田  正雄  佐々木貞雄  竹内 武男  原田 栄治 

    佐々木信雄  原田 幸雄  三村  利  竹内 兵治 

(ｴ) 竜丘地区 16人 

    伊原 悦雄  下平 広志  原   登    吉川 正己  中平恒三郎  今村  恵 

    長沼 保治  林  正司  松村 新八  前島 秀夫  北沢小太郎    沖田 武一 

    下田  巌  原  光人  下平 勲資  塚平 睦雄 

(ｵ) 松尾地区 22人 

    林 宗三郎  江塚 角三  斉藤 忠治  木下 徳雄    塩沢 秋生  平栗 英祐 

    山中 竜策  今村 輝男  小木曽嘉一  青山 孝一  常盤 喜八  福島  淡 

    牛草 利春  藤田 勇夫  塩沢伝之助    中山 政雄  奥田 利吉  松村 信一 

    熊谷 好次  金井  啓  伊与部金一  木下 章雄 

(ｶ) 下久堅地区 16人 

    平沢 清人  池田 嘉篤  吉沢  昇  羽生 一善  宮川藤次郎  森岡 清志 

    宮内  昇    三石 義臣  宮脇 利雄  桐生 忠治  橋爪徳次郎  三石誠一郎 

    羽場 義雄    木下 平治  坂井 伸一  平沢 亮治  

(ｷ) 伊賀良地区 22人 

    坂下 美富  矢沢 秀一    相原  貢    橋部 文男  今牧 泰三  伊藤  仁 

    佐々木省吾  元島 均治  今牧 照男  平田 武司    水野 恒夫  神部 稲男 

    矢沢 清志    松沢 武雄  伊藤  清    肥後 明一  平田  薫    田部  勇 

    鈴木 太郎  新井 一正  宮下 喜一  原 稲太郎 

(ｸ) 山本地区 16人 

    尾沢 元一  熊谷 英雄  竹村 汎愛  平岩四郎吉  竹村  央  遠山  皓 

    熊谷 広男  山内 精一  田中    伝  金田  伝  唐沢 茂一  玉置 敏夫 

    久保田久吉  金沢  重雄  熊崎 六蔵  小池 政之 

                                                                          合計 149人 

 

 



 

イ 昭和32年４月28日執行（合併による設置選挙 任期は昭和32年4月28日から昭和36年４月27

日まで ８選挙区 定数36） 

      片山  均  伊藤 誠一  久保田一男  松沢  広  田中  伝  島岡 利雄 

    林   保  林  省三  北沢小太郎   伊原 悦雄  木下 章雄  伊与部金一 

    葛岡 利治  丸山 治郎  小林 新吾  宮脇  省    佐々木利夫  知久陽之祐 

      代田源六郎  実原 徳重    佐々木清信  近松 宗一  今村 正美  児島 栄次 

    井原 淳治  堀  保麿    福島 勝男  古瀬  仁  漆原 恒美  串原 義直 

    山田 亮一  深津 一郎    辻  虎松  熊谷 一郎  田口 秀男  岡島 新治 

 

ウ 昭和35年10月25日執行（飯田地区補欠選挙 任期は昭和35年10月26日から昭和36年４月27日

まで 定数３） 

    新井 安男  鳴海  衛  前島 成光 

 

  エ 昭和36年４年23日執行（任期満了一般選挙 任期は昭和36年４月28日から昭和40年４月27日

まで９選挙区 定数28） 

    片山  均  浜島 惣一  伊原 春男  鳴海  衛  宮内  昇  葛岡 利治 

    岡村 賢作  知久陽之祐  丸山 治郎  関島彦四郎  佐々木清信  代田源六郎 

    代田  哲  今牧 照男  新井 安男  近松  宗一  木下 章雄  串原 義直 

    福島 勝男  前島 成光    小林 新吾  沢柳 敏夫  漆原 恒美  辻  虎松 

     竹村  央  伊藤 誠一  松重 新一  熊谷 一郎 

 

オ 昭和39年５月15日執行（龍江村、千代村及び上久堅村の３か村合併による増員選挙 任期は

昭和39年５月15日から昭和40年４月27日まで 定数は龍江２、千代２、上久堅１の合計５） 

    林  昌平  松尾 純二  大平 節蔵  林  武男  斉藤 宗義 

 

カ 昭和39年８月28日執行（伊賀良地区補欠選挙 任期は昭和39年８月29日から昭和40年４月27

日まで 定数１） 

    代田 保雄 

 

  キ 昭和39年10月25日執行（飯田地区補欠選挙 任期は昭和39年10月26日から昭和40年４月27日

まで 定数１） 

宮嶋  繁 

 

ク 昭和40年４月25日執行（任期満了一般選挙 任期は昭和40年４月28日から昭和44年４月27日

まで 全市１選挙区 定数36） 

    林    昌平  前島 秀夫  北原 正司  鳴海  衛  辻  虎松  市村  保人 

      小林 新吾  代田  保雄  近松 宗一  代田源六郎  矢崎 三郎  沢柳 俊夫 

      桝田 太一  今村 治郎  丸山 治郎  松江 良夫  伊原 悦雄  原   茂 

      大蔵 浜雄  宮嶋  茂  漆原 恒美  富田 政雄  葛岡 利治  大平 節蔵 

    今村 輝男  新井 安男  佐々木清信  宮内  昇  熊谷 一郎  宮脇  省 



 

    前島 成光    熊谷 武志  斉藤 宗義  原田 正志  今牧 照男  関島彦四郎 

 

  ケ 昭和43年10月20日執行（補欠選挙 任期は昭和43年10月21日から昭和44年４月27日まで 定

数２） 

    茂木立好則  内田  篤 

 

  コ 昭和44年４月20日執行（任期満了一般選挙 任期は昭和44年４月28日から昭和48年４月27日

まで 定数36） 

    池上 一雄  茂木立好則  位高  勉  永山 忠男    前島  成光  佐藤力三郎 

      今牧 照男  斉藤 宗義  小松 芳男  江塚 善二  宮内  昇  大蔵 浜雄 

      松下  茂  原   茂  原  康次  原田 正志  熊谷政一郎  西尾 仁一 

      中山 栄次    辻  虎松  桝田 太一  内田  篤  伊東 秀彦  北原 正司 

      松嶋 健次  今村 輝男  林  昌平  新井 安男  片桐  勲  近松 宗一 

      宮嶋  繁  熊谷 武志    市村 保人  鳴海  衛  伊原 悦雄  松江 良夫 

 

サ 昭和47年10月22日執行（補欠選挙 任期は昭和47年10月23日から昭和48年４月27日まで 定

数２） 

    森本 藤登  今牧 泰三 

 

シ 昭和48年４月22日執行（任期満了一般選挙 任期は昭和48年４月28日から昭和52年４月27日

まで 定数36） 

    大蔵 浜雄  塩沢 文朗  片桐 芳朗  川手  守  前島 成光  佐藤力三郎 

     片桐七右衛門 伊藤 祐春    太田 猶市  佐々木 勝  平澤 與一  尾沢 貞夫 

    松下  茂  森本 藤登  佐々木清信  鳴海  衛  原   茂  松江 良夫 

      伊東 秀彦    松嶋 健次  今牧 泰三  内田  篤  西尾 仁一  橋部  肇 

    斉藤 為良  新井 安男  市村 保人  斉藤 宗義  今村 輝男  北原 正司 

    伊原 悦雄  近松 宗一  江塚  善二  宮内  昇  茂木立好則  林  昌平 

 

ス 昭和51年10月17日執行（補欠選挙 任期は昭和51年10月18日から昭和52年４月27日まで 定

数３） 

      熊谷 康登  西尾 保雄  片桐  勲 

 

セ 昭和52年４月17日執行（任期満了一般選挙 任期は昭和52年４月28日から昭和56年４月27日

まで 定数30に減少） 

片桐七右衛門  塩沢 文朗    片桐 芳朗  川手  守  熊谷 康登  斉藤 宗義 

    竹村 仁實  木下  登  原  広男  原  康次  松下  茂  西尾 保雄 

    内田  篤  森本 藤登  今村   馨    平澤 與一  片桐  勲  中島 勝美 

    林    利実  尾沢 貞夫  橋部   肇    細田 直彦    佐々木文雄    佐々木 勝 

      斉藤 為良  西尾 仁一  茂木立好則  松江 良夫    林  昌平  伊原 悦雄 

 



 

ソ 昭和55年10月19日執行（補欠選挙 任期は昭和55年10月20日から昭和56年４月27日まで 定

数１） 

      内山 照美 

 

タ 昭和56年４月19日執行（任期満了一般選挙 任期は昭和56年４月28日から昭和60年４月27日

まで 定数30） 

    塩沢  昭  實原  裕  平田 友畝  酒井  米  前島 成光  熊谷 康登 

    片桐 芳朗  塩沢 文朗  中田  修  竹村 仁實    今村  馨  内山 照美 

    木下  登  西尾 保雄  原  康次  森本 藤登  中島 勝美   片桐七右衛門 

      松島 健次  原  広男  細田 直彦  平澤 與一  松下  茂  内田  篤 

    松江 良夫  林  昌平  片桐  勲  尾沢 貞夫  茂木立好則  伊原 悦雄 

 

チ 昭和59年10月21日執行（補欠選挙 任期は昭和59年10月22日から昭和60年４月27日まで 定

数１） 

    今村 八束 

 

ツ 昭和59年12月１日執行（鼎町合併により鼎町議員が引き続いて市議会議員として在任 任期

は昭和59年12月１日から昭和60年４月27日まで 定数52） 

    田原 慶一  武田 良人  中村 岸美  中島文三郎  木下 為輔  関島 一郎 

    五十君酒造大  高木 敏美    松沢アサエ  河村 弘久  水野佐知穂  村沢  延 

     吉川 義治  今村  淳  村沢  博  鷲見 知一    北沢 芳男  新井紀一郎 

      片桐 司郎  下田 武志  小林 雅夫  関島 秀夫 

 

テ 昭和60年４月21日執行（任期満了一般選挙 任期は昭和60年４月28日から平成元年４月27日

まで 定数31） 

    田中 秀典  下平 一郎  小林 三郎  松島 年一  澤柳辨治郎  吉川 昌子 

    熊谷 康登  牧内 信臣  櫻井 俊夫  久保田 元  吉川 義治  武田 良人 

    今村 八束  原  広男  今村  淳  塩沢 文朗  片桐 司郎  西尾 保雄 

    塩沢  昭  實原  裕  平田 友畝    酒井  米  関島 一郎  内山 照美 

    森本 藤登  松下  茂  竹村 仁實    細田 直彦  尾沢 貞夫  平澤 與一 

    松嶋 健次 

 

ト 昭和63年10月16日執行（補欠選挙 任期は昭和63年10月17日から平成元年４月27日まで 定

数２） 

    小林 利一  長谷部徳治 

 

ナ 平成元年４月23日執行（任期満了一般選挙 任期は平成元年４月28日から平成５年４月27日

まで 定数31） 

    西尾 喜好  吉村徳一郎  伊原 与一  佐藤 好英  中田 佳甫  吉川 昌子 

    牛山 重一  牧内 信臣  塩澤 俊彦  長谷部徳治    伊藤 芳之  小林 利一 



 

    関島 秀夫  下平 一郎  渡   淳  今村  淳  櫻井 俊夫  片桐 司郎 

    小林 三郎  松島 年一  澤柳辨治郎  久保田 元  吉川 義治  今村 八束 

    西尾 保雄  塩澤  昭  實原  裕  平田 友畝    内山 照美  竹村 仁實 

    松江 良夫 

 

ニ 平成４年10月18日執行（補欠選挙 任期は平成４年10月19日から平成５年４月27日まで 定

数１） 

    井出 健介 

 

ヌ 平成５年４月25日執行（任期満了一般選挙 任期は平成５年４月28日から平成９年４月27日

まで 定数31） 

    柄澤  紀春  菅沼 立男  吉川 四郎  實原 公男  熊谷 富夫   久保田平八郎 

      下平 政幸  木下 昭一  牛山 重一  牧内 信臣  吉川 昌子  塩澤 俊彦 

    長谷部徳治  西尾 喜好  吉村徳一郎  伊原 与一  佐藤 好英  中田 佳甫 

    伊藤  芳之  渡   淳  今村  淳  櫻井 俊夫  片桐 司郎  小林 利一 

    下平 一郎  松島 年一  澤柳辨治郎  吉川 義治  今村 八束  實原  裕 

    竹村 仁實 

 

  ネ 平成５年８月１日執行（上郷町編入合併に伴う増員選挙 任期は平成５年８月２日から平成

９年４月27日まで 定数５） 

    中田 裕康  井坪  隆  岩崎 和男  岡島  豊  大坪  勇 

 

ノ 平成８年10月20日執行（補欠選挙 任期は平成８年10月21日から平成９年４月27日まで 定

数１） 

      矢澤  芳文 

 

ハ 平成９年４月20日執行（任期満了一般選挙 任期は平成９年４月28日から平成13年４月27日

まで 定数31） 

      佐藤久美子  小池  清  清水 可晴  佐々木重光  原      勉    中島武津雄 

     上澤  義一  荒木 興利    大坪  勇    牛山  重一    牧内  信臣    矢澤 芳文 

     井坪    隆    岩崎  和男  林    幸次  渡      淳  熊谷 富夫    久保田平八郎 

      下平  政幸    木下  昭一    西尾 喜好    柄澤 紀春  菅沼  立男  實原  公男 

    吉村徳一郎    佐藤  好英    中田  佳甫    小林  利一    今村  八束    片桐  司郎 

      竹村  仁實 

 

ヒ 平成12年10月15日執行（補欠選挙 任期は平成12年10月16日から平成13年４月27日まで 定

数１） 

  原  和世 

 

 



 

フ 平成13年４月22日執行（任期満了一般選挙 任期は平成13年４月28日から平成17年４月27日

まで 定数31） 

       木下 容子    下平 勝熙    伊壷 敏子    大谷 恵子    湯澤 宗保    森本美保子 

       村松まり子    牛山滿智子    清水 可晴    小池  清   牛山  重一    牧内  信臣 

       原  和世    原      勉    林    幸次    渡      淳    久保田平八郎  柄澤 紀春 

       菅沼  立男    中島武津雄    上澤  義一    佐々木重光    荒木 興利    井坪    隆 

       岩崎  和男    矢澤 芳文    熊谷 富夫    下平  政幸    木下  昭一    西尾 喜好 

       小林  利一 

 

ヘ 平成16年10月24日執行（補欠選挙 任期は平成16年10月25日から平成17年４月27日まで 定

数２） 

    後藤 荘一  木下 克志 

 

  ホ 平成17年４月24日執行（任期満了一般選挙 任期は平成17年４月28日から平成21年４月27日

まで 定数27） 

       清水  勇  代田 剛嗣  新井信一郎  内山 要子  吉川 秋利  伊藤 清春 

    永井 一英  木下  容子  下平 勝煕  後藤 荘一  木下 克志  湯澤  宗保 

    森本美保子  柄澤 紀春  村松まり子  林  幸次  清水  可晴  伊壷 敏子 

    原  和世  原   勉  中島武津雄  上澤  義一  佐々木重光  矢澤 芳文 

    岩崎 和男  熊谷 富夫  牧内 信臣 

 

マ 平成17年10月30日執行（上村及び南信濃村の編入合併に伴う増員選挙 任期は平成17年10月

31日から平成21年４月27日まで 定数２） 

    山﨑 紀男  後藤 修三 

 

  ミ 平成21年４月19日執行（任期満了一般選挙 任期は平成21年４月28日から平成25年４月27日

まで 定数23に減少） 

    湯澤 啓次  湊   猛  清水  勇  吉川 秋利  永井 一英  福沢  清 

    内田 雄一  牛山滿智子  新井信一郎  木下 克志  木下 容子  下平 勝煕 

    村松まり子  森本美保子  後藤 荘一  伊壷 敏子  中島武津雄  上澤 義一 

    清水 可晴  林  幸次  井坪  隆  原  和世  原   勉 

 

  ム 平成25年４月21日執行（任期満了一般選挙 任期は平成25年４月28日から平成29年４月27日

まで 定数23） 

     

竹村 圭史  木下 德康  熊谷 泰人  湯澤 啓次  山崎 昌伸  森本 政人 

古川  仁  小倉 高広  湊   猛  新井信一郎  清水  勇  吉川 秋利 

永井 一英  木下 容子  福沢  清  後藤 荘一  木下 克志  中島武津雄 

    村松まり子  林  幸次  清水 可晴  井坪  隆  原  和世   



 

  メ 平成29年４月16日執行（任期満了一般選挙 任期は平成29年４月28日から平成
※

33年４月27

日まで 定数23）                      (平成
※

33年は2021年、令和３

年) 

     

清水優一郎  岡田 倫英  塚平 一成  竹村 圭史  小林 真一  福澤 克憲 

古川  仁  木下 德康  山崎 昌伸  熊谷 泰人  湯澤 啓次  永井 一英 

福沢  清  木下 容子  後藤 荘一  湊   猛  新井信一郎  清水  勇 

吉川 秋利  木下 克志  村松まり子  井坪  隆  原  和世 

 

  モ 令和３年４月25日執行（任期満了一般選挙 任期は令和３年４月28日から令和７年４月27日

まで 定数23） 

     

小平  彰  下平 恒男  橋爪 重人  西森 六三  宮脇 邦彦  関島 百合 

市瀬 芳明  筒井 誠逸  清水優一郎  岡田 倫英  福澤 克憲  竹村 圭史 

小林 真一  佐々木博子  古川  仁  木下 德康  山崎 昌伸  熊谷 泰人 

新井信一郎  清水  勇  永井 一英  井坪  隆  原  和世 

 

  ヤ 令和５年３月 31 日、新井信一郎議員が令和５年４月９日執行の長野県議会議員一般選挙

（飯田市下伊那郡選挙区）への立候補により辞職 

 

ユ 令和６年10月20日執行（補欠選挙 任期は令和６年10月21日から令和７年４月27日まで 定

数１） 

    長谷部春生 

 

  ヨ 令和７年４月20日執行（任期満了一般選挙（無投票） 任期は令和７年４月28日から令和11

年４月27日まで 定数23） 

     

大平 雲龍  水月 レイ  森本 紘司  正木 利幸  岡本 恒和  岡村 弘子 

野崎 直仁  遠山  雄  片町 元彦  松岡 秀治  長谷部春生  佐々木博子 

小平  彰  宮脇 邦彦  市瀬 芳明  関島 百合  福澤 克憲  竹村 圭史 

清水  勇  下平 恒男  清水優一郎  小林 真一  古川  仁 

 



事件番号 事　　　件　　　名 上程日 議決日 議決結果

議案第１号 教育長の任命について 7.2.27 7.2.27 同意

議案第２号 公平委員会の委員の選任について 7.2.27 7.2.27 同意

議案第３号
人権擁護委員の候補者の推薦につき意見を求めること
について 7.2.27 7.2.27 同意

議案第４号 飯田市南部財産区管理委員の選任について 7.2.27 7.2.27 同意

議案第５号 飯田市長野原財産区管理委員の選任について 7.2.27 7.2.27 同意

議案第６号 飯田市時又財産区管理委員の選任について 7.2.27 7.2.27 同意

議案第７号 飯田市桐林財産区管理委員の選任について 7.2.27 7.2.27 同意

議案第８号 飯田市上川路財産区管理委員の選任について 7.2.27 7.2.27 同意

議案第９号
刑法等の一部を改正する法律の施行に伴う関係条例の
整理に関する条例の制定について 7.2.27 7.3.21 可決

議案第10号
飯田市職員の給与に関する条例等の一部を改正する条
例の制定について 7.2.27 7.3.21 可決

議案第11号
飯田市職員の勤務時間及び休暇等に関する条例の一部
を改正する条例の制定について 7.2.27 7.3.21 可決

議案第12号
資金積立基金条例の一部を改正する条例の制定につい
て 7.2.27 7.3.21 可決

議案第13号
飯田市手数料条例の一部を改正する条例の制定につい
て 7.2.27 7.3.21 可決

議案第14号
飯田市税条例及び飯田市都市計画税条例の一部を改正
する条例の制定について 7.2.27 7.3.21 可決

議案第15号
飯田市中山間地域における地域振興住宅の運営に関す
る条例の一部を改正する条例の制定について 7.2.27 7.3.21 可決

議案第16号
飯田市個人番号の利用等に関する条例の一部を改正す
る条例の制定について 7.2.27 7.3.21 可決

議案第17号 福祉委員条例の一部を改正する条例の制定について 7.2.27 7.3.21 可決

議案第18号 飯田市犯罪被害者等支援条例の制定について 7.2.27 7.3.21 可決

議案第19号
飯田市家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準
を定める条例の一部を改正する条例の制定について 7.2.27 7.3.21 可決

議案第20号
飯田市特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の
運営に関する基準を定める条例の一部を改正する条例
の制定について

7.2.27 7.3.21 可決

議案第21号
飯田市乳児等通園支援事業の設備及び運営に関する基
準を定める条例の制定について 7.2.27 7.3.21 可決

３　１年間の記録
　(1) 付議事件及び議決結果一覧表

　　① 市長提出議案



事件番号 事　　　件　　　名 上程日 議決日 議決結果

議案第22号
飯田市国民健康保険診療所条例の一部を改正する条例
の制定について 7.2.27 7.3.21 可決

議案第23号
地方卸売市場条例の一部を改正する条例の制定につい
て 7.2.27 7.3.21 可決

議案第24号
飯田市南信濃温泉スタンド条例を廃止する条例の制定
について 7.2.27 7.3.21 可決

議案第25号
飯田市非常勤消防団員に係る退職報償金の支給に関す
る条例の一部を改正する条例の制定について 7.2.27 7.3.21 可決

議案第26号
飯田市水道事業の設置等に関する条例の一部を改正す
る条例の制定について 7.2.27 7.3.21 可決

議案第27号
飯田市水道局企業職員の給与の種類及び基準を定める
条例の一部を改正する条例の制定について 7.2.27 7.3.21 可決

議案第28号
飯田市技術上の監督業務を行わせる水道の布設工事等
の基準を定める条例の一部を改正する条例の一部を改
正する条例の制定について

7.2.27 7.3.21 可決

議案第29号
天龍村との間において締結した定住自立圏形成協定の
一部を変更する協定を締結することについて 7.2.27 7.2.27 可決

議案第30号
泰阜村との間において締結した定住自立圏形成協定の
一部を変更する協定を締結することについて 7.2.27 7.2.27 可決

議案第31号 損害賠償の額を定めることについて 7.2.27 7.3.21 可決

議案第32号 損害賠償の額を定めることについて 7.2.27 7.3.21 可決

議案第33号
公の施設の指定管理者の指定について（飯田市道の駅
遠山郷） 7.2.27 7.3.21 可決

議案第34号
工事請負契約の一部変更について（道の駅遠山郷改修
建築工事） 7.2.27 7.3.21 可決

議案第35号
工事請負契約の一部変更について（道の駅遠山郷改修
機械設備工事） 7.2.27 7.3.21 可決

議案第36号
工事請負契約の一部変更について（過年発生土木施設
補助災害復旧事業橋りょう架設工事） 7.2.27 7.3.21 可決

議案第37号
工事請負契約の一部変更について（土木施設補助災害
復旧事業道路災害復旧工事） 7.2.27 7.3.21 可決

議案第38号
工事請負契約の一部変更について（土木施設補助災害
復旧事業道路災害復旧工事） 7.2.27 7.3.21 可決

議案第39号
工事請負契約の締結について（過年発生土木施設補助
災害復旧事業橋梁（りょう）災害復旧工事） 7.2.27 7.3.21 可決

議案第40号 市道路線の認定について 7.2.27 7.3.21 可決

議案第41号 市道路線の廃止について 7.2.27 7.3.21 可決

議案第42号 市道路線の変更について 7.2.27 7.3.21 可決

議案第43号 令和６年度飯田市一般会計補正予算（第７号）案 7.2.27 7.3.21 可決

議案第44号
令和６年度飯田市国民健康保険特別会計補正予算（第
３号）案 7.2.27 7.3.21 可決



事件番号 事　　　件　　　名 上程日 議決日 議決結果

議案第45号
令和６年度飯田市介護保険特別会計補正予算（第３
号）案 7.2.27 7.3.21 可決

議案第46号 令和６年度飯田市病院事業会計補正予算（第３号）案 7.2.27 7.3.21 可決

議案第47号 令和６年度飯田市水道事業会計補正予算（第４号）案 7.2.27 7.3.21 可決

議案第48号 令和６年度飯田市各財産区会計補正予算（第１号）案 7.2.27 7.3.21 可決

議案第49号 令和７年度飯田市一般会計予算（案） 7.2.27 7.3.21 可決

議案第50号 令和７年度飯田市国民健康保険特別会計予算（案） 7.2.27 7.3.21 可決

議案第51号 令和７年度飯田市後期高齢者医療特別会計予算（案） 7.2.27 7.3.21 可決

議案第52号 令和７年度飯田市介護保険特別会計予算（案） 7.2.27 7.3.21 可決

議案第53号
令和７年度飯田市地方卸売市場事業特別会計予算
（案） 7.2.27 7.3.21 可決

議案第54号 令和７年度飯田市駐車場事業特別会計予算（案） 7.2.27 7.3.21 可決

議案第55号 令和７年度飯田市墓地事業特別会計予算（案） 7.2.27 7.3.21 可決

議案第56号
令和７年度飯田市介護老人保健施設事業特別会計予算
（案） 7.2.27 7.3.21 可決

議案第57号
令和７年度飯田市ケーブルテレビ放送事業特別会計予
算（案） 7.2.27 7.3.21 可決

議案第58号 令和７年度飯田市病院事業会計予算（案） 7.2.27 7.3.21 可決

議案第59号 令和７年度飯田市水道事業会計予算（案） 7.2.27 7.3.21 可決

議案第60号 令和７年度飯田市下水道事業会計予算（案） 7.2.27 7.3.21 可決

議案第61号 令和７年度飯田市各財産区会計予算（案） 7.2.27 7.3.21 可決

議案第62号
飯田市消防団員等公務災害補償条例の一部を改正する
条例の制定について 7.3.5 7.3.21 可決

議案第63号 飯田市松尾地区財産区管理委員の選任について 7.5.13 7.5.13 同意

議案第64号 飯田市駄科財産区管理委員の選任について 7.5.13 7.5.13 同意

議案第65号 飯田市監査委員の選任について 7.5.13 7.5.13 同意

議案第66号
飯田市特別職の職員で非常勤の者の報酬に関する条例
の一部を改正する条例の制定について 7.6.5 7.6.27 可決

議案第67号 飯田市税条例の一部を改正する条例の制定について 7.6.5 7.6.27 可決



事件番号 事　　　件　　　名 上程日 議決日 議決結果

議案第68号
飯田市児童館条例の一部を改正する条例の制定につい
て 7.6.5 7.6.27 可決

議案第69号
権利の放棄について（国民健康保険保険給付の返還金
に係る債権） 7.6.5 7.6.27 可決

議案第70号 市道路線の認定について 7.6.5 7.6.27 可決

議案第71号 市道路線の変更について 7.6.5 7.6.27 可決

議案第72号
工事請負契約の一部変更について（道路メンテナンス
事業橋梁（りょう）長寿命化修繕工事） 7.6.5 7.6.27 可決

議案第73号 令和７年度飯田市一般会計補正予算（第１号）案 7.6.5 7.6.27 可決

議案第74号 令和７年度飯田市病院事業会計補正予算（第１号）案 7.6.5 7.6.27 可決

議案第75号 令和７年度飯田市一般会計補正予算（第２号）案 7.6.13 7.6.27 可決

議案第76号 教育委員会の委員の任命について 7.9.2 7.9.2 同意

議案第77号
人権擁護委員の候補者の推薦につき意見を求めること
について 7.9.2 7.9.2 同意

議案第78号 飯田市千代財産区管理委員の選任について 7.9.2 7.9.2 同意

議案第79号
職員の育児休業等に関する条例の一部を改正する条例
の制定について 7.9.2 7.9.29 可決

議案第80号
飯田市職員の勤務時間及び休暇等に関する条例の一部
を改正する条例の制定について 7.9.2 7.9.29 可決

議案第81号
飯田市個人番号の利用等に関する条例の一部を改正す
る条例の制定について 7.9.2 7.9.29 可決

議案第82号
飯田市保育の実施に関する条例等の一部を改正する条
例の制定について 7.9.2 7.9.29 可決

議案第83号
飯田市福祉医療費給付金条例の一部を改正する条例の
制定について 7.9.2 7.9.29 可決

議案第84号
飯田市地区計画の区域内における建築物の制限に関す
る条例の一部を改正する条例の制定について 7.9.2 7.9.29 可決

議案第85号
飯田市営住宅等条例の一部を改正する条例の制定につ
いて 7.9.2 7.9.29 可決

議案第86号
飯田市水道局企業職員の給与の種類及び基準を定める
条例の一部を改正する条例の制定について 7.9.2 7.9.29 可決

議案第87号
飯田市水道条例等の一部を改正する条例の制定につい
て 7.9.2 7.9.29 可決

議案第88号
飯田市放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関す
る基準を定める条例の一部を改正する条例の制定につ
いて

7.9.2 7.9.29 可決

議案第89号

飯田市議会議員及び飯田市長の選挙における選挙運動
用ポスターの作成の公営に関する条例及び飯田市議会
議員及び飯田市長の選挙におけるビラの作成の公費負
担に関する条例の一部を改正する条例の制定について

7.9.2 7.9.29 可決



事件番号 事　　　件　　　名 上程日 議決日 議決結果

議案第90号 財産の取得について（中型路線バス車両） 7.9.2 7.9.29 可決

議案第91号
工事請負契約の締結について（林道施設ＰＣＢ廃棄物
処理促進対策工事） 7.9.2 7.9.29 可決

議案第92号 財産の処分について 7.9.2 7.9.29 可決

議案第93号 財産の取得について（排水ポンプ設備） 7.9.2 7.9.29 可決

議案第94号 財産の取得について（凍結防止剤散布車） 7.9.2 7.9.29 可決

議案第95号
工事請負契約の一部変更について（過年発生土木施設
補助災害復旧事業橋梁（りょう）災害復旧工事） 7.9.2 7.9.29 可決

議案第96号 令和６年度飯田市水道事業剰余金の処分について 7.9.2 7.9.29 可決

議案第97号 令和６年度飯田市下水道事業剰余金の処分について 7.9.2 7.9.29 可決

議案第98号
工事請負契約の締結について（学校施設環境改善交付
金事業上郷小学校長寿命化改良建築工事） 7.9.2 7.9.29 可決

議案第99号
工事請負契約の締結について（学校施設環境改善交付
金事業上郷小学校長寿命化改良電気設備工事） 7.9.2 7.9.29 可決

議案第100号 令和７年度飯田市一般会計補正予算（第３号）案 7.9.2 7.9.29 可決

議案第101号
令和７年度飯田市国民健康保険特別会計補正予算（第
１号）案 7.9.2 7.9.29 可決

議案第102号
令和７年度飯田市介護保険特別会計補正予算（第１
号）案 7.9.2 7.9.29 可決

議案第103号
令和７年度飯田市地方卸売市場事業特別会計補正予算
（第１号）案 7.9.2 7.9.29 可決

議案第104号 令和７年度飯田市病院事業会計補正予算（第２号）案 7.9.2 7.9.29 可決

議案第105号
令和７年度飯田市下水道事業会計補正予算（第１号）
案 7.9.2 7.9.29 可決

議案第106号 令和６年度飯田市一般会計歳入歳出決算認定について 7.9.2 7.9.29 認定

議案第107号
令和６年度飯田市国民健康保険特別会計歳入歳出決算
認定について 7.9.2 7.9.29 認定

議案第108号
令和６年度飯田市後期高齢者医療特別会計歳入歳出決
算認定について 7.9.2 7.9.29 認定

議案第109号
令和６年度飯田市介護保険特別会計歳入歳出決算認定
について 7.9.2 7.9.29 認定

議案第110号
令和６年度飯田市地方卸売市場事業特別会計歳入歳出
決算認定について 7.9.2 7.9.29 認定



事件番号 事　　　件　　　名 上程日 議決日 議決結果

議案第111号
令和６年度飯田市駐車場事業特別会計歳入歳出決算認
定について 7.9.2 7.9.29 認定

議案第112号
令和６年度飯田市墓地事業特別会計歳入歳出決算認定
について 7.9.2 7.9.29 認定

議案第113号
令和６年度飯田市介護老人保健施設事業特別会計歳入
歳出決算認定について 7.9.2 7.9.29 認定

議案第114号
令和６年度飯田市ケーブルテレビ放送事業特別会計歳
入歳出決算認定について 7.9.2 7.9.29 認定

議案第115号 令和６年度飯田市病院事業決算認定について 7.9.2 7.9.29 認定

議案第116号 令和６年度飯田市水道事業決算認定について 7.9.2 7.9.29 認定

議案第117号 令和６年度飯田市下水道事業決算認定について 7.9.2 7.9.29 認定

議案第118号
令和６年度飯田市各財産区会計歳入歳出決算認定につ
いて 7.9.2 7.9.29 認定

議案第119号
飯田市中山間地域における地域振興住宅の運営に関す
る条例の一部を改正する条例の制定について 7.9.29 7.9.29 可決

議案第120号 損害賠償の額を定めることについて 7.9.29 7.9.29 可決

議案第121号 土地の取得について 7.9.29 7.9.29 可決

議案第122号 令和７年度飯田市一般会計補正予算（第４号）案 7.9.29 7.9.29 可決

議案第123号
飯田市手数料条例の一部を改正する条例の制定につい
て 7.11.26 7.12.19 可決

議案第124号
飯田市有線テレビジョン放送施設条例及び飯田市遠山
郷有線テレビジョン放送施設条例を廃止する条例の制
定について

7.11.26 7.12.19 可決

議案第125号
飯田市上村コミュニティセンター条例の一部を改正す
る条例の制定について 7.11.26 7.12.19 可決

議案第126号
飯田市印鑑の登録及び証明に関する条例の一部を改正
する条例の制定について 7.11.26 7.12.19 可決

議案第127号
飯田市中小企業振興資金あつせん審議会条例の一部を
改正する条例の制定について 7.11.26 7.12.19 可決

議案第128号
飯田市長野原財産区管理会条例等の一部を改正する条
例の制定について 7.11.26 7.12.19 可決

議案第129号
飯田市火入れに関する条例の一部を改正する条例の制
定について 7.11.26 7.12.19 可決

議案第130号
飯田市天龍峡温泉交流館条例の一部を改正する条例の
制定について 7.11.26 7.12.19 可決

議案第131号
飯田市消防団員の定員、任免、給与、服務等に関する
条例の制定について 7.11.26 7.12.19 可決



事件番号 事　　　件　　　名 上程日 議決日 議決結果

議案第132号
公の施設の指定管理者の指定について（飯田市デイ
サービスセンター） 7.11.26 7.12.19 可決

議案第133号
公の施設の指定管理者の指定について（飯田市地域資
源総合管理施設） 7.11.26 7.12.19 可決

議案第134号
公の施設の指定管理者の指定について（飯田市大平宿
生活原体験施設） 7.11.26 7.12.19 可決

議案第135号
公の施設の指定管理者の指定について（飯田市上村若
者センター等） 7.11.26 7.12.19 可決

議案第136号
公の施設の指定管理者の指定について（市営住宅等及
び共同施設等） 7.11.26 7.12.19 可決

議案第137号 市道路線の認定について 7.11.26 7.12.19 可決

議案第138号 市道路線の廃止について 7.11.26 7.12.19 可決

議案第139号 市道路線の変更について 7.11.26 7.12.19 可決

議案第140号
工事請負契約の一部変更について（道路メンテナンス
事業橋梁（りょう）長寿命化修繕工事） 7.11.26 7.12.19 可決

議案第141号 損害賠償の額を定めることについて 7.11.26 7.12.19 可決

議案第142号
公の施設の指定管理者の指定について（飯田市総合運
動場等） 7.11.26 7.12.19 可決

議案第143号
公の施設の指定管理者の指定について（飯田市上村山
村文化資源保存伝習施設） 7.11.26 7.12.19 可決

議案第144号 令和７年度飯田市一般会計補正予算（第５号）案 7.11.26 7.12.19 可決

議案第145号
令和７年度飯田市国民健康保険特別会計補正予算（第
２号）案 7.11.26 7.12.19 可決

議案第146号
令和７年度飯田市後期高齢者医療特別会計補正予算
（第１号）案 7.11.26 7.12.19 可決

議案第147号
令和７年度飯田市介護老人保健施設事業特別会計補正
予算（第１号）案 7.11.26 7.12.19 可決

議案第148号 令和７年度飯田市病院事業会計補正予算（第３号）案 7.11.26 7.12.19 可決

議案第149号 令和７年度飯田市水道事業会計補正予算（第１号）案 7.11.26 7.12.19 可決

議案第150号
令和７年度飯田市下水道事業会計補正予算（第２号）
案 7.11.26 7.12.19 可決

議案第151号
飯田市職員の給与に関する条例等の一部を改正する条
例の制定について 7.12.5 7.12.19 可決

議案第152号 飯田市職員等の旅費に関する条例の制定について 7.12.5 7.12.19 可決

議案第153号
飯田市特別職の旅費に関する条例及び証人、参考人等
の実費弁償等に関する条例の一部を改正する条例の制
定について

7.12.5 7.12.19 可決

議案第154号 令和７年度飯田市一般会計補正予算（第６号）案 7.12.5 7.12.19 可決



事件番号 事　　　件　　　名 上程日 議決日 議決結果

議案第155号
令和７年度飯田市国民健康保険特別会計補正予算（第
３号）案 7.12.5 7.12.19 可決

議案第156号
令和７年度飯田市後期高齢者医療特別会計補正予算
（第２号）案 7.12.5 7.12.19 可決

議案第157号
令和７年度飯田市介護保険特別会計補正予算（第２
号）案 7.12.5 7.12.19 可決

議案第158号
令和７年度飯田市地方卸売市場事業特別会計補正予算
（第２号）案 7.12.5 7.12.19 可決

議案第159号
令和７年度飯田市介護老人保健施設事業特別会計補正
予算（第２号）案 7.12.5 7.12.19 可決

議案第160号 令和７年度飯田市病院事業会計補正予算（第４号）案 7.12.5 7.12.19 可決

議案第161号 令和７年度飯田市水道事業会計補正予算（第２号）案 7.12.5 7.12.19 可決

議案第162号
令和７年度飯田市下水道事業会計補正予算（第３号）
案 7.12.5 7.12.19 可決

議案第163号 令和７年度飯田市一般会計補正予算（第７号）案 7.12.19 7.12.19 可決



事件番号 事　　　件　　　名 上程日 議決日 議決結果

発委第１号
飯田市議会会議規則の一部を改正する規則の制定につ
いて 7.3.21 7.3.21 可決

発委第２号
飯田市議会個人情報の保護に関する条例の一部を改正
する条例の制定について 7.3.21 7.3.21 可決

発委第３号
飯田市議会議員の請負の状況の公表に関する条例の制
定について 7.3.21 7.3.21 可決

発委第４号
令和７年度飯田市病院事業会計予算（案）に対する附
帯決議について 7.3.21 7.3.21 可決

発委第５号
更なる少人数学級推進及び教員増のための教育予算確
保並びに義務教育費国庫負担制度の堅持及び拡充を求
める意見書の提出について

7.6.27 7.6.27 可決

発委第６号 地方財政の充実・強化を求める意見書の提出について 7.9.29 7.9.29 可決

発委第７号
市民が安心して暮らせるための移動手段について、更
に検討を進めることを求める要望書の提出について 7.12.19 7.12.19 可決

発委第８号
診療報酬・介護報酬及び障害福祉サービス等報酬の改
定等を求める意見書の提出について 7.12.19 7.12.19 可決

事件番号 事　　　件　　　名 上程日 議決日 議決結果

報告第１号
専決処分の報告について（損害賠償の額を定めること
について） 7.2.27

報告第２号
専決処分の承認を求めることについて（飯田市税条
例の一部を改正する条例の制定について）

7.5.12 7.5.12 承認

報告第３号
専決処分の承認を求めることについて（飯田市都市
計画税条例の一部を改正する条例の制定について）

7.5.12 7.5.12 承認

報告第４号
専決処分の承認を求めることについて（飯田市国民
健康保険税条例の一部を改正する条例の制定につい
て）

7.5.12 7.5.12 承認

報告第５号
専決処分の承認を求めることについて（令和６年度
飯田市一般会計補正予算（第８号））

7.5.12 7.5.12 承認

報告第６号
専決処分の承認を求めることについて（令和６年度
飯田市国民健康保険特別会計補正予算（第４号））

7.5.12 7.5.12 承認

報告第７号
専決処分の承認を求めることについて（令和６年度
飯田市地方卸売市場事業特別会計補正予算（第１
号））

7.5.12 7.5.12 承認

報告第８号
専決処分の承認を求めることについて（令和６年度
飯田市駐車場事業特別会計補正予算（第２号））

7.5.12 7.5.12 承認

報告第９号
専決処分の承認を求めることについて（令和６年度
飯田市ケーブルテレビ放送事業特別会計補正予算
（第１号））

7.5.12 7.5.12 承認

　　② 議会提出議案

　　③ 報告議案



事件番号 事　　　件　　　名 上程日 議決日 議決結果

報告第10号
専決処分の報告について（損害賠償の額を定めるこ
とについて）

7.5.12 7.5.12

報告第11号
専決処分の報告について（損害賠償の額を定めるこ
とについて）

7.5.12 7.5.12

報告第12号 飯田市基本計画の実施状況の概要について 7.6.5

報告第13号 権利の放棄について（源泉所得税の徴収に係る債権） 7.6.5

報告第14号
権利の放棄について（病院料金に係る債権及び源泉所
得税の徴収に係る債権） 7.6.5

報告第15号
権利の放棄について（水道料金に係る債権及び源泉所
得税の徴収に係る債権） 7.6.5

報告第16号
令和６年度飯田市一般会計繰越明許費繰越計算書の報
告について 7.6.5

報告第17号
令和６年度飯田市病院事業会計予算繰越計算書の報告
について 7.6.5

報告第18号
令和６年度飯田市水道事業会計予算繰越計算書の報告
について 7.6.5

報告第19号
令和６年度飯田市下水道事業会計予算繰越計算書の報
告について 7.6.5

報告第20号
飯田市土地開発公社の経営状況を説明する書類の提出
について 7.6.5

報告第21号
飯田清掃株式会社の経営状況を説明する書類の提出に
ついて 7.6.5

報告第22号
株式会社飯田健康温泉の経営状況を説明する書類の提
出について 7.6.5

報告第23号
一般財団法人飯田勤労者共済会の経営状況を説明する
書類の提出について 7.6.5

報告第24号
専決処分の報告について（損害賠償の額を定めること
について） 7.9.2

報告第25号 健全化判断比率及び資金不足比率の報告について 7.9.2

報告第26号
専決処分の報告について（損害賠償の額を定めること
について） 7.11.26

報告第27号
専決処分の報告について（損害賠償の額を定めること
について） 7.11.26



(2)議会において執行した選挙・選任等
（令和７年１月から令和７年12月まで）

(3)委員会活動開催状況
（令和７年１月から令和７年12月まで）

特
別
委
員
会

　
全
体
会

　
総
務
分
科
会

　
社
会
文
教
分
科
会

　
産
業
建
設
分
科
会

委員会 9 9 9 11 8 10 10 5 19 6 14 -

協議会 8 18 7 - - - - - - - - 10

計 17 27 16 11 8 10 10 5 19 6 14 10

・飯田市上川路財産区管理委員の選任

R7.2.27第１回定例会

第１回臨時会 R7.5.13

・飯田市松尾地区財産区管理委員の選任

・飯田市駄科財産区管理委員の選任

・飯田市監査委員の選任

・人権擁護委員の候補者の推薦

・飯田市南部財産区管理委員の選任

・飯田市長野原財産区管理委員の選任

・飯田市時又財産区管理委員の選任

・飯田市桐林財産区管理委員の選任

　
全
員
協
議
会

第３回定例会 R7.9.2

・教育委員会の委員の任命

・人権擁護委員の候補者の推薦

・飯田市千代財産区管理委員の選任

常任委員会

　
議
会
運
営
委
員
会

　
議
会
改
革
推
進
会
議

　
広
報
広
聴
委
員
会

　
総
務
委
員
会

　
社
会
文
教
委
員
会

　
産
業
建
設
委
員
会

予算決算委員会　
　
リ
ニ
ア
推
進
特
別
委
員
会

会 期 年月日 選挙・選任の内容

・教育長の任命

・公平委員会の委員の選任



(4)請願陳情

　①請願議決結果一覧表

所管 受理番号 要旨
上 程

年 月 日
議 決

年 月 日
議 決
結 果

産建
７請願
第１号

国に対し、最低賃金法の改正と中小企業支援の
拡充を求める意見書を提出願いたい

R7.2.27 R7.3.21 不採択

社文
７請願
第２号

国に対し「さらなる少人数学級推進と教員増の
ための教育予算確保」・「義務教育費国庫負担
制度の堅持・拡充」を求める意見書の提出を願
いたい。

R7.6.5 R7.6.27 採択

総務
７請願
第３号

政府・関係省庁に対し、「地方財政の充実・強
化を求める意見書」を提出願いたい。

R7.9.2 R7.9.29 採択

　②陳情議決結果一覧表

所管 受理番号 要旨
上 程

年 月 日
議 決

年 月 日
議 決
結 果

委員
会付
託なし

７陳情
第１号

市民と共に「いじめ」「自殺」「児童虐
待」「犯罪」等を減らす取り組みとして、
次の事項を求める。
１　自治体が、その地域の「治安の状態」
を数値化し、図表をつくり、自治体のホー
ムページや機関誌等で公表し、市民と共有
すること。
２　「１で公表した数値を減らす方法」を
考え、「数値目標」を決め、「実施計画」
を立て、公表し、市民と協力して、それを
行うこと。

審議なし

委員
会付
託なし

７陳情
第２号

議会の審議において、どの議員が、どの議
案に「賛成」「反対」「棄権」したかが分
かるような図をつくり、自治体のホーム
ページで公開することを求める。

審議なし

委員
会付
託なし

７陳情
第３号

国に対し、防衛力強化の一環として、対外
的情報省を設立し、横田基地空域の航空管
制の返還を求める意見書を提出願いたい。

審議なし

委員
会付
託なし

７陳情
第４号

国に対し、食糧の備蓄を大幅に増やし、食
糧備蓄の予算は防衛関連予算から出すこと
を求める意見書を提出願いたい。

審議なし

社文
７陳情
第５号１

市に対し、高齢者のタクシーの利用助成をして
もらいたい。

R7.9.2 R7.12.19 不採択

産建
７陳情
第５号２

市に対し、高齢者のバス運賃を飯田市内一律
100円にしてもらいたい。また、免許返納後の
移動支援としてタクシーの利用助成をしてもら

R7.9.2 R7.12.19 不採択

産建
７陳情
第６号

インボイス制度の廃止をめざして事業者の
負担を軽減する経過措置を継続するよう求
める意見書を国に提出願いたい。

R7.9.2 R7.9.29 不採択

委員
会付
託なし

７陳情
第７号

アップルロードの歩道にある植栽を撤去し
歩道の拡幅を願いたい

審議なし

社文
７陳情
第８号

国に対し、診療報酬・介護報酬及び障害福
祉サービス等報酬を10％以上引き上げるよ
う求める意見書を提出願いたい

R7.11.26 R7.12.19 不採択



所管 受理番号 要旨
上 程

年 月 日
議 決

年 月 日
議 決
結 果

委員
会付
託なし

７陳情
第９号

国に対し、臓器移植に関わる不正な臓器取
引や移植目的の渡航等を防止し、適切な臓
器移植が行われる環境整備を求める

審議なし

委員
会付
託なし

７陳情
第10号

国に対し、国民の主食であるコメの価格を
統制することを求める意見書の提出を願い
たい

審議なし



令和７年３月４日

№ 氏　　名

１ １

(1)

①

②

③

(2)

①

②

③

(3)

①

②

組合加入者が地域における役や作業等を担う中で、未加入者への不
公平感が強まっている。組合という組織の必要性は認識しながらも、組
合への加入未加入にかかわらず、隣近所に住む者同士として、まずは
「より良い地域コミュニティのための住民同士のつながりづくり」の視点
が必要と考えるがどうか

転入者に対して、市とまちづくり委員会が情報共有し、連携を強化する
必要があると考えるがどうか

地域作業への参加と負担感に関して、草刈り作業といった集落維持の
ための共同作業をどう分担するかが課題となっており、各地区の住民
組織によるパワーアップ地域交付金を活用したインセンティブの検討
が必要と捉えているがその考えは

防災活動・福祉活動などについて地域との協働関係が構築されるよ
う、関係部署の協力・支援が必要と考えるがどうか

消防団に関する課題認識と方向性について

少子高齢化が進行する中で、若い世代の消防団員確保が難しくなっ
ている。第13次消防力（消防団）整備計画策定に向けて、基本団員を
確保するための定年年齢の適正化について早急に検討する必要があ
ると捉えているがどうか

支援団員制度について、基本団員の負担軽減にも資する制度となるよ
う見直す必要があると考えるがどうか

消防団員としての活動に対する更なるインセンティブの拡充（出動手
当の対象とならない活動に対する地域ポイント付与の研究、消防団協
力店舗の拡充等）により、活動への参加意欲の向上や家族の理解が
得られやすくなると考えるがどうか

飯田市赤十字奉仕団に関する課題認識と方向性について

地域の安全・安心を担うことが期待される奉仕団の今後の在り方を考
える上で、まちづくり委員会との連携は欠かせないと考えるがどうか

　①-1 令和７年飯田市議会第１回定例会委員会代表質問通告表

項　目　・　要　旨

清 水 優 一 郎
（ 総 務 委 員 会 ）

持続可能な住民自治について

住民自治に関する課題認識と方向性について



令和７年３月４日、５日　

№ 氏　　名

１ １

(1)

①

(2)

①

②

(3)

①

②

２

(1)

①

②

ア

イ

③

ア

イ

２ １

(1)

①

②

(2)

①

②

③

（５）定例会の質問事項
　① 令和７年飯田市議会第１回定例会一般質問通告表

項　目　・　要　旨

小 平 彰
（ 新 政 い い だ ）

飯田市の大規模事業について

リニア駅周辺整備事業の計画について

リニア開業予定が2034年以降となったが、駅周辺整備事業のスケ
ジュールをどのように考えるか

新文化会館建設事業について

取組と現状は

鼎文化センターの今後は

観光施設に関する整備事業について

しらびそ高原周辺の整備は

そらさんぽ天龍峡周辺の整備は

飯田市の歳入を増やすためには

歳入を増やす要素をどのように考えるか

賃上げによる所得増で歳入はどのくらい増えるか

飯田市の企業数は

事業承継の状況は

事業承継対策・起業施策をどう考えるか

飯田市の歳入を増やす施策は

広告掲載はどのようなものがあるか、その実績は

歳入を得る施策は

古 川 仁
（ 日 本 共 産 党 ）

市の教育について

飯田学園構想について

児童生徒数の減少や施設の老朽化への対応として、学校の適正な
規模や学校施設の考え方を整理し、配置等「優先的に検討すべき学
園」などを第２次方針に示すとある。市民から統廃合を懸念する声を
聞くがどうか

学園を立ち上げていくにあたっては「先生の負担が増える可能性があ
る」とあるが、どのようなことが想定されるか

児童生徒の学力と不登校について

市民から、児童生徒の学力が低下していると聞くが、実態はどうか

実態から見える課題は

近年、不登校の児童生徒が増えてきているが現状はどうか



№ 氏　　名 項　目　・　要　旨

④

⑤

３ １

(1)

①

②

(2)

①

２

(1)

①

②

③

ア

イ

(2)

３

(1)

(2)

(3)

４ １

(1)

(2)

(3)

公民館をつなぎ役として地域活動へ呼び込む取組を強化して
はどうか

授業に遅れがちな児童生徒が不登校につながると考えるがどうか

授業に遅れがちな児童生徒への対応は

岡 田 倫 英
（ 会 派 き ぼ う ）

地方創生の取組について

地方創生に対応した10年間、人口減少抑止にどう取り組んできたか

地方創生に係る交付金の主な施策と活用状況は

地方創生においては行政と地域の一体感が不足していたとの課題認
識もあるが、市の取組はどうだったか

後期計画期間での考え方は

交流人口・関係人口を一層重視する考えはどうか

回帰率向上に結びつくシビックプライドの醸成について

10代のシビックプライド醸成に向けた取組は

県外へ出る若者が「飯田はこのような地域だ」と紹介できるキーワード
は整理、浸透しているか

菱田春草など郷土が輩出した偉人の顕彰もシビックプライド醸成に寄
与すると考えるがどうか

中学生と地域の関わりは

飯田学園構想における「みらい創造科」を活用していく考えは

各地区の人口１％戦略を10代との関わりから組み立てていく考え方はどうか

道路陥没への対応について

埼玉県八潮市で起きた大規模な道路陥没事故を受けて国土交通省が全国
の自治体に緊急点検を要請したと聞くが、どう対応するか

コンクリートの耐用年数は100年と言われるが、市内の下水道で最も早く整
備した管は75年を過ぎている。あと20数年で更生完了の見通しは

暗渠となっている雨水排水路の点検・対策は

国の地方財政計画、長期財政見通し等から見た飯田市予算の考え方について

国の地方財政計画、国の補正予算から見た飯田市予算の考え方は

大規模事業の見通し（リニア関連事業、新文化会館建設事業等）からの長
期財政見通しの修正の考え方は

財政運営目標の指標となっている実質公債費比率（令和６・７年度（単年
度））、ピーク年度の見込みは

福 澤 克 憲
（ 会 派 き ぼ う ）

古 川 仁
（ 日 本 共 産 党 ）



№ 氏　　名 項　目　・　要　旨

(4)

２

(1)

①

②

③

④

(2)

①

②

③

④

５ １

(1)

①

②

③

④

⑤

ア

⑥

２

(1)

①

②

ア

イ

働くことを軸とする安心社会の実現に向けて

今後の方向性は

ワーク・ライフ・バランスの実現に向けて

国の認定・県の認証制度の市内事業者の取得状況は

認定・認証を受けた事業者を支援する市独自の制度資金、利子補給
の活用状況は

県の認証制度「社員子育て応援宣言」と連携した取組は考えられな
いか

事業所訪問や実践型セミナー、個別相談、複数の事業所が合同して
行う女性のキャリア教育等の取組状況は

飯田市役所（事業主）としての取組と現状について

職員のストレスチェックの状況は

療養休暇（心の病）の状況は

人員確保の考え方は

今後の方向性は

宮 脇 邦 彦
（ 公 明 党 ）

環境文化都市を加速させるために必要な視点について

サーキュラーエコノミー（循環経済）への転換をどう進めるか

サーキュラーエコノミーについての認識は

サーキュラーエコノミーについて、市民の理解をどう得ていくか

いいだ未来デザイン2028後期計画の「基本目標４：自然と共に歩む豊
かな循環社会をつくる」でいう資源循環への働きかけとは、具体的に
どのようなことを指すか

エシカル消費の具体的な理解度向上への取組は

水平リサイクルの取組をどう捉えているか

「21’いいだ環境プラン第６次改訂版」にあるペットボトルの水平
リサイクル実施をどう進めるか

サーキュラーエコノミーへの転換について、市長の見解は

ＧＩＧＡスクール構想の下で整備された学習用端末の更新について

端末の更新における課題認識について

端末更新に対する教育長の認識は

現状把握及び今後の対応について

市内小中学校の更新に該当する端末数は

更新端末の適正な調達は

福 澤 克 憲
（ 会 派 き ぼ う ）



№ 氏　　名 項　目　・　要　旨

ウ

③

６ １

（1）

①

②

③

（2）

①

②

③

④

（3）

①

②

③

７ １

(1)

(2)

２

(1)

①

②

(2)

①

②

３

(1)

旧端末の処理（処分）は

適正な端末処分とデータ消去にどう取り組むか

佐 々 木 博 子
（ 会 派 み ら い ）

新しいまちの土壌づくりについて

地域とともにつくる飯田学園構想について

飯田学園構想とは何か

今までと何がどう違うか

学園構想によって何を実現しようとしているか

飯田市のインバウンド施策について

市におけるインバウンド客の現状は

市ではどのようなインバウンド事業推進の取組をしているか

市民発のインバウンド事業に対して、今後どのように関わっていくか

インバウンド施策の推進に当たり地域住民への理解促進、機運醸成
をどのように考えているか

共に歩み寄り合う共生のまちづくりについて

合理的配慮の提供の義務化について周知の現状は

事業所向けのガイドラインやマナーブックの必要性は

インバウンド観光の現状について

インバウンド観光の受入状況は

観光受入体制の整備に向けた取組は

リニア中央新幹線の整備や信州大学の誘致の状況を踏まえた、市としてのアリー
ナ整備への課題について

令和４年以降の状況変化を踏まえた、現状の課題の認識は

合理的配慮の提供を推進するためのコーディネーターの設置は

長 谷 部 春 生
（ 会 派 き ぼ う ）

飯田市が環境文化都市としてさらに輝くための取組について

環境文化都市・飯田が市民生活へ浸透するための取組は

生活用品のリサイクル率を向上させるための取組は

世界から注目を集める飯田市になるための観光振興について

国内観光の現状について

国内観光客の受入状況は

サイクルツーリズムへの取組状況は

宮 脇 邦 彦
（ 公 明 党 ）



№ 氏　　名 項　目　・　要　旨

８ １

(1)

①

②

(2)

①

②

(3)

①

②

(4)

①

(5)

①

②

③

９ １

(1)

(2)

(3)

(4)

①

②

２

(1)

市 瀬 芳 明
（ 日 本 共 産 党 ）

福祉の視点から、住みやすいまちや住みたいまちづくりについて

住宅セーフティネット制度の対象者と支援内容は

賃貸住宅を確保しやすくするための公的支援にはどのようなものがあ
るか
住宅確保要配慮者として、どのような支援を受けられるか

空き家の活用と住宅セーフティネット制度の関係は

空き家を高齢者向け住宅として活用するための支援制度は

住宅セーフティネット制度を活用して、空き家を高齢者向け賃貸住宅
にする際の条件や補助金は

高齢者入居拒否問題と住宅セーフティネット制度の対応は

高齢者が賃貸住宅入居を拒否されるケースに対して、住宅セーフティ
ネット制度にはどのような対策があるか

家賃保証制度や支援策は

福祉サービスと住宅セーフティネット制度の連携は

住宅セーフティネット制度を利用することで、福祉サービスとの連携を
強化できる仕組みは

市における農福連携の考えは

農福連携とはどのようなことか

事業者として取り組んでいる事例はあるか

今後、市は農福連携の展開をどう考えるか

永 井 一 英
（ 公 明 党 ）

公営住宅入居に際しての連帯保証人について

県営住宅、市営住宅それぞれの既入居者の世帯構成状況と推移は

市営住宅における連帯保証人の取扱いは。また、令和２年４月に施行され
た改正民法への対応は

令和３年第４回定例会において、市営住宅における連帯保証人の保証内
容について答弁しているが、連帯保証人を不要としたときの課題は

長野県が、令和５年１月以降に県営住宅へ入居する人に対して、連帯保証
人を不要としたことについて

県の考え方は。また市の認識は

市が連帯保証人を不要としたときの課題への対応など、公営住宅入
居者について、福祉的対応がますます必要になってきていると考える
が市の認識は

地域課題に対応するための事業体の立ち上げについて

今までの市の取組を踏まえて、現状と課題、今後の方向性は



№ 氏　　名 項　目　・　要　旨

(2)

①

②

③

④

10 １

（1）

①

②

③

④

⑤

２

（1）

①

②

③

（2）

（3）

11 １

(1)

①

労働者協同組合法を活用したワーカーズコープについて

視察した「はんしんワーカーズコープ」は、自分たちの事業領域を「地
域の困りごと×仕事おこし」としている。労働者協同組合法第１条（法
の目的）からしても、地域活性化など可能性を秘めた仕組みと思うが、
市はどう考えるか

尼崎市は、高齢者の介護予防、フレイル対策を目的に、生きがい就
労を提供して社会参加を進める「高齢者生きがい就労事業」を「はん
しんワーカーズコープ」に業務委託している。市はこの取組をどう考え
るか

ワーカーズコープは、雇用の確保や協同組合を起業するという側面
がある。産業経済部はどう考えるか

飯田市内で、地域課題の解決に取り組むワーカーズコープを起業し
ようとするとき、どのように進めたらよいと考えるか

西 森 六 三
（ 会 派 き ぼ う ）

観光による地域振興について

ＤＭО（日本版観光地域づくり法人）の考え方について

ＤＭОの必要性と在り方は

株式会社南信州観光公社と市内にある観光協会の立ち位置をどのよ
うに考えているか

遠山郷の地域性を考慮すると、将来ＤＭОと成り得るような組織が必
要ではないか

ＤＭ（観光地マネジメント）の役割に運営や活動資金の確保がある。
協力金制度の導入が必要ではないか

今後の支援の在り方は

道路網整備について

主な道路改良について

三遠南信自動車道現道改良区間国道152号県境部の小嵐バイパス
及び水窪奥領家区間の進捗状況と見通しは

現道区間は、河川と山腹に挟まれた構造となっている。護岸の安全
確認を市としても行っているか

未改良区間の市道上村４号蛇洞林道及び国道152号地蔵峠ルートと
県道251号（喬木村氏乗から小川間）の現状と今後の対応は

一日も早く整備されるために地域住民としてできることは

市の要望活動への取組と考えは

小 林 真 一
（ 公 明 党 ）

リニア駅前広場活用の考え方とこれからについて

市の取組は

飯田・リニア駅前広場プラットフォームの目的は

永 井 一 英
（ 公 明 党 ）



№ 氏　　名 項　目　・　要　旨

②

③

④

(2)

①

②

③

④

(3)

①

②

③

④

12 １

(1)

①

②

(2)

①

②

２

(1)

①

②

③

④

⑤

３

どのような団体が参加しているか

市民の参加状況は

これまでの取組をベースとしてこれからの議論をどう進めていくか

リニア駅前広場と市内20地区との連携は

道の駅との考え方から、その場で完結させない仕組みの構築が必要
と考えるがどうか

リニア開業の際の「いざなう」との視点は、開業前でも視野に入れる必
要があると考えるがどうか

ＤＭＯの考え方をもとに20地区の財産を改めて確認し、いざなえる準
備が必要と考えるがどうか

小 林 真 一
（ 公 明 党 ）

20地区、そして伊那谷全体を巻き込んだ「いざなう」視点や滞在時間
の増加を見越した周遊観光の仕組み作りが今から必要と考えるがどう
か

若者や女性が活躍できる場としてのリニア駅前広場の活用の考えは

若者や女性の活躍の場としてリニア駅前広場の活用は視野に入って
いるか
創発の場であるムトスぷらざとの連携の考えは

エス・バードとの距離的な有利性（アドバンテージ）を活用する考えは

農村起業家育成スクール修了生との連携の考えは

関 島 百 合
（ 会 派 み ら い ）

人材育成について

女性の公民館主事が増えている現状について

地域でどのような変化があるか

女性を主事に配置することで何を期待するか

現場感覚を持った職員の育成について

課題を認識し、解決していく職員の育成が必要と考えるがどうか

どのような育成をしているか

地域の力を生かしたシードルについて

地元産のシードルをどう生かすか

市としてシードルをどう認識しているか

生産者へのサポートは

地元への浸透にどう取り組むか

広域でのＰＲに市としてどう関わるか

ツーリズムへの生かし方は

中心市街地について



№ 氏　　名 項　目　・　要　旨

関 島 百 合
（ 会 派 み ら い ）

(1)

(2)

(3)

(4)

13 １

(1)

(2)

(3)

(4)

２

(1)

(2)

(3)

(4)

(5)

①

②

３

(1)

14 1

(1)

①

②

(2)

①

②

③

中心市街地の重要性をどう捉えているか

活性化に向けた取組で成果は何か

旧飯田市公民館とプール跡地の後利用の方向性は

新文化会館は中心市街地との連携が重要だと考えるがどうか

木 下 德 康
（ 新 政 い い だ ）

「飯田市20地区応援隊」について

20地区応援隊（ふるさと納税）の目的と仕組みは

これまで７年間の実績とその評価は

目的は地区活性化にあると考えるがどうか

集会所、公民館等の改築などに活用できるか

通報アプリについて

アプリの目的とその利用方法は

まちづくり委員会を通じた地区要望との関係性はどうか

公開後の活用状況は

その評価は

八潮市の道路陥没の事案から、身近なリスクを把握しておくことが安全安心
につながると考えるがどうか

市のすべきことは

市民にできることは

「いいだ未来デザイン2028」について

「2028年の人口ビジョン92,000人」の目指すところは「2050年日本一住みた
いまち」か

山 崎 昌 伸
（ 新 政 い い だ ）

安心、安全のまちづくりについて

住宅の耐震改修促進の状況は

能登半島地震を受けて耐震改修の促進に向けて新たに取り組んだこ
とは

長野県は耐震化率の目標を2030年に100％としているがどう対応する
か

災害発生時の安否確認の在り方とＳＮＳの活用について地区ごとの現状は
把握されているか

災害発生時の安否確認の在り方について地域自治組織と行政それ
ぞれの役割は何か

地域自治組織が担う役割について各地区の理解は進んでいるか

安否確認も含めたＳＮＳの活用について各地区の状況は把握されて
いるか



№ 氏　　名 項　目　・　要　旨

山 崎 昌 伸
（ 新 政 い い だ ）

２

(1)

①

②

③

④

(2)

15 １

(1)

①

②

(2)

①

②

③

２

(1)

①

16 １

(1)

①

ア

②

ア

イ

(2)

①

ア

市民が誇りを持てる環境文化都市の実現に向けて

環境分野におけるシビックプライドの醸成をいかに進めるか

環境教育は効果的に行われているか

「環境文化都市実現大会（仮称）」開催についての取組の状況は

「気候市民会議」開催への検討は進んでいるか

市民が環境文化都市に暮らしていることを実感できるのはどのようなと
きと考えるか

「日本一住みたいまち」となる環境文化都市の実現に向けた市長の決意は

清 水 勇
（ 会 派 き ぼ う ）

飯田市農振除外について

令和６年度の農振除外の状況は

農振除外の申出数とその状況は

申出後の県の対応は

原 和 世
（ 会 派 み ら い ）

新年度予算編成の基本的な考え方に関して

市長２期目のスタート年に当たって今期を展望する上で新年度予算をどの
ように位置付けているか

予算編成の基本方針と「いいだ未来デザイン2028」後期４年間への展
望は

重点的に配分される分野や事業への思いは

財政の健全性と持続可能性について

財政の健全性に関した「いいだ未来デザイン2028」後期４年間におけ
る財政見通しは（実質単年度収支・経常収支比率・基金の推移など）

予算編成における不要・不急な事業の整理・見直しは

除外の申出の１年間の締切回数と締切日は

農振除外決定後の手続について

家屋を建てるために必要な手続は

農地転用は

市民にも財政状況を分かりやすく伝えるための工夫は

教育課題について

これからの学校のあり方に関して

これからの学校のあり方について市長の思いは

農振除外の申出の手続について

受付の状況は



№ 氏　　名 項　目　・　要　旨

清 水 勇
（ 会 派 き ぼ う ）

②

ア

イ

２

(1)

①

(2)

(3)

(4)

３

(1)

①

②

③

④

17 1

(1)

(2)

他の市町村に比べて市は農振除外の決定、農地転用の許可に期間
を要すると思うがどうか

農振除外決定までの期間短縮の検討は

農振除外の申出に係る手続の説明はどのような方法で行って
いるか

リニア駅（交流重心）と中心拠点（都市重心）とのまちづくりについて、どう考
え取り組むか

整備状況は

龍角峯付近の遊歩道の整備状況は

他の遊歩道の管理状況は

遊歩道の安全対策について木製の安全柵の管理状況は

天龍峡中央駐車場トイレは多くの人が集中して使用すると流れが悪く
なるが、改修の考えは

道の駅遠山郷について

温泉施設の開業時期は

井 坪 隆
（ 会 派 み ら い ）

リニア中央新幹線長野県駅（仮称）とまちづくりについて

「飯田」を冠した、リニア中央新幹線の駅名の実現を目指すべきではないか

進捗状況は

地域の関わり方は

道の駅に対する市の取組状況は

道の駅として市の考え方は

天龍峡観光施設について



令和７年６月12日、13日

№ 氏　　名

１ １

(1)

①

②

③

④

(2)

①

②

２ １

(1)

①

②

ア

イ

(2)

①

②

③

２

(1)

(2)

(3)

①

②

③

飯田市外の地区協定先の数は

発災時以外の連携はどのようにしているか

歴史的偉人や文化的資産を活かせないか

裏界線を活用できないか

誰もが分かる案内表示の設置は

災害に備えた体制について

まちづくり委員会と自主防災組織をどのように考えるか

災害時に必要となる各種有資格者の活用をできているか

災害時相互援助協定とはどのようなものか

災害時相互応援協定との違いは

　② 令和７年飯田市議会第２回定例会一般質問通告表

項　目　・　要　旨

古 川 仁
（ 日 本 共 産 党 ）

安心・安全なまちづくりについて

ＪＲ東海は長野県駅（仮称）工事において６月から土曽川橋梁基礎工事の中
詰め材として「要対策土」を活用した工事の開始を表明したが、市の対応は

新聞報道で６月上旬から開始とあったが現状は

市として独自の水質調査の考えは

市内の「要対策土」仮置き場の状況は

市民の命と暮らし・環境を守るため、市として有識者や専門家を含め
たチェック機能設置の考えは

自主防災会について

持続的に地域を守るための課題は

今後、持続的に地域を守るためには

小 平 彰
（ 新 政 い い だ ）

飯田市の観光について

飯田市への観光客について

㈱南信州観光公社との連携は

観光客を誘致するための調査分析はできているか

観光客数と観光消費額の把握は

動向、満足度調査は

中心市街地の観光について



№ 氏　　名 項　目　・　要　旨

３ １

(1)

①

ア

イ

(2)

①

２

(1)

①

②

③

(2)

①

②

③

(3)

(4)

①

②

４ １

(1)

①

②

③

④

２

(1)

資源となる古紙、金属等の回収・売却の状況は

ペットボトル水平リサイクル事業の開始の目的とその見通しは

民間商業施設等での回収についての見解は

より一層効果を上げるための取組は

リニア中央新幹線を見据えた新時代のまちづくりについて

多極分散型社会実現に向けて

指導者の確保に苦労しているクラブが多い現状に対し、市としてのサ
ポート体制は

学校の体育館への空調設備導入について市の考えは

学校の防犯対策は

不審者の侵入に対し現在行っている対策は

防犯カメラの設置状況や、今後の設置についての考えは

長 谷 部 春 生
（ 会 派 き ぼ う ）

資源のリサイクル推進について

環境文化都市・飯田としてリサイクル推進の現状は

不具合があるとすれば、修理が可能か

学校の教育環境整備は

小中学校の給食の状況は

米の高騰や物価高騰による献立への影響は

今年度一食60円の補助があるが、更なる支援の考えは

日本一住みたいまちは、こどもが安心して地元の食材を楽しめる日本
一質の高い給食を提供すべきと考えるが、これについて市長の考え
は

部活動のクラブチームへの地域移行の進捗状況は

公認地域クラブに対しての活動支援補助金額の決定基準は

現在の申込状況は

森 本 紘 司
（ 新 政 い い だ ）

文化会館について

新文化会館整備の進捗状況は

基本計画の作成状況は

現在の検討状況と課題は

一体型・分散型、あらゆる可能性があるがいつまでに方向性を
決めるのか

空調設備の状況は



№ 氏　　名 項　目　・　要　旨

①

５ １

(1)

①

ア

イ

ウ

②

ア

イ

ウ

③

(2)

①

ア

イ

②

ア

イ

ウ

③

６ １

(1)

①

②

③

ア

飯田市のアピアランスケアの助成事業の概要は

申請の実態は

窓口に来られた方の声、化学療法を受けておられる方の声は

市民に寄り添った助成事業のための飯田市独自の代替え案につい
て

助成の回数を複数回に増やすことは可能か

回数や種類を本人の意思で選択することは可能か

申請方法を窓口のみでなく郵送やオンラインの選択を増やすこ
とは可能か

がん以外の脱毛症等疾患にも拡充してはどうか

当市における孤独・孤立問題の現状をどう見るか

孤独・孤立対策推進法とは、またその意義は

相談できる場所の周知と“早めの相談は良い行動”という積極的な呼
び掛けをどう考えるか

当市の具体的な取組は

宮 脇 邦 彦
（ 公 明 党 ）

共生社会の構築に向けて

孤独・孤立問題へ声を上げやすい・掛けやすい社会とは

子宮頸がんワクチンの接種状況、子宮頸がん検診の受診状況は

子宮頸がんワクチンを積極的勧奨していた時期と積極的勧奨し
ていなかった時期の罹患状況は

飯田市のキャッチアップ接種の推進取組についての評価は

子宮頸がんワクチン接種と検診に対する対象者と保護者の認
識について、現場の声は

飯田市のがん教育について

がん教育とはどういったものか

がん教育の実施状況は

子宮頸がんに対する飯田市のがん教育の必要性の認識は

子宮頸がん撲滅に対する飯田市の認識と今後の対策について

アピアランスケアの助成事業について

国、県の機能の移転について、飯田市として現状認識と今後の具体
的な取組は

岡 村 弘 子
（ 公 明 党 ）

がん予防の推進と支援について

子宮頸がんについて

長 谷 部 春 生
（ 会 派 き ぼ う ）



№ 氏　　名 項　目　・　要　旨

宮 脇 邦 彦
（ 公 明 党 ）

④

⑤

⑥

⑦

⑧

(2)

①

②

③

④

７ １

(1)

①

②

(2)

①

②

２

(1)

①

②

３

(1)

① 避難所における夏場の熱中症予防対策など、暑さ対策はどのように
講じていくか

井戸水の活用による飲料水の確保について

各地区の取組状況は

市の支援策は

安心安全な水の提供について

水質検査の実施状況は

通常の水質検査の実施状況は

水道水のＰＦＯＳ及びＰＦＯＡ検査（フッ素化合物残留検査）の実施状
況は

夏場における避難所の環境整備について

避難所の暑さ対策は

当市における認知症及びＭＣＩ（軽度認知障害）へ該当する方の実態
把握は

認知症に関する知識及び当事者理解を深めるには

認知症の人に寄り添うケア技術「ユマニチュード」とは

「ユマニチュード」の普及に積極的に取り組む考えは

片 町 元 彦
（ 会 派 き ぼ う ）

災害時の対応等について

飲料水及び食料等の備蓄状況は

防災備蓄倉庫の備蓄状況、給水車による水の供給状況は

輸送手段として「ドローン」の活用も考えられるが、市としてその実用
性や導入への考えは

認知症の人に寄り添った地域社会とは

孤独・孤立問題への正しい知識を持ち、困難を抱える人をサポートす
る人材育成をどう進めるか

複合要因がある中で、地域における人のつながりづくりをどう進めたら
良いか

孤独・孤立対策推進法にある“地域の関係者における相互の連携・協
働推進”を、どう図るか

いいだ未来デザイン2028後期計画の４つの視点を踏まえ、戦略計画
の基本目標６「誰もが生涯を通じて、その人らしく暮らすまちをつくる」
の目指すものは何か

声を上げやすく、掛けやすい社会の実現に必要な視点について、市
長の見解は



№ 氏　　名 項　目　・　要　旨

②

８ １

(1)

(2)

(3)

(4)

２

(1)

(2)

①

②

③

④

⑤

⑥

(3)

９ １

(1)

(2)

(3)

(4)

①

②

(5)

２

空き家を減らすため、民間・行政ともに協力して行うことが大事だと考える
が、民間事業者との連携は

名水百選　猿庫の泉について

岡 本 恒 和
（ 新 政 い い だ ）

空き家等対策計画について

総務省統計局ホームページ掲載の令和５年の調査によれば、空き家（賃
貸・売却用及び二次的住宅を除く。）の戸数4,770戸、総数比10.4％で増加
傾向にある。この現状をどう捉えているか

予防の観点から空き家の所有者への広報を強化する必要性があると考える
がどうか

「特定空き家等」と、このまま放置すれば特定空き家等に該当するおそれの
ある「管理不全空き家等」の傾向とその取組は

空き家バンクについて

物件登録と利用者登録、成約数はどのように推移しているか

どのような評価と捉えるか

地域の防災訓練の状況と課題は

災害による甚大な被害を想定した市役所の体制強化について

総合相談窓口の体制、対応手法は

被害認定調査から、り災証明書の発行の流れは

大規模災害時の「被災者支援システム」の検討状況は

現時点での仮設住宅の建設場所、災害廃棄物仮置き場の想定は

受援（外部からの支援の受入体制）の対応は

実践的な訓練から見えてきた課題は

防災・減災、災害時対応を考えた地域コミュニティの考え方は

長野県で特に暑い遠山郷では、学校体育館は避難施設ともなってい
る。体育施設としての暑さ対策は

福 澤 克 憲
（ 会 派 き ぼ う ）

「環境文化都市」の実現に向けて

21’いいだ環境プランの６つのゴールにおけるターゲットの区分を具体的行
動（行政）、取組事例（市民・地域・事業者）とした意図は

環境地区懇談会を実施しての反応は

ゼロカーボンシティ推進のための情報発信は

環境文化都市の実現に向けての市民意識の醸成は

安全・安心なまちづくりについて

片 町 元 彦
（ 会 派 き ぼ う ）



№ 氏　　名 項　目　・　要　旨

岡 本 恒 和
（ 新 政 い い だ ）

(1)

(2)

(3)

①

②

③

10 １

(1)

①

②

③

(2)

①

②

ア

イ

ウ

２

(1)

(2)

(3)

(4)

①

②

③

④ 飯田市の圃場で仕事をし、近隣町村に居住する農業従事者が増えて
きている現状をどう捉えているか

何をもって目的達成と見なすか。その着地点をどこに置くか

農業従事者の減少について

飯田市の農業政策の重点は

農業従事者の減少による問題は何か

新規就農者の世代別割合の推移は

農業に興味を持つ都会の若者について

「新・農業人フェア」への参加人数の推移は

飯田市のＩターンによる農業従事者（総数・世代別）の推移は

若者が新規に農業を始める場合の障害は

いつごろから人口減少に対し問題意識を持ち始めどのような取組を
講じたか

その取組の目標には何を掲げたか

その成果として、どのような取組を行ってきたか

若者の定住について

宝島社の「住みたい田舎ベストランキング」の上位に挙がる飯田市が、
若者が移住するにあたり重要と感じる要素は何か

若者は、仕事・家庭・その他をバランスよく生きる術が身についている
が、飯田市に移住する若者に対し仕事面でどのようなアプローチをし
ているか

起業家育成など、どのような取組を行っているか

これまでの成果は

「名水百選　猿庫の泉」には県内外から多くの方が訪れているが、観光資源
としてどう捉えているか

猿庫の泉保存会会員の高齢化が進んでいる。地元のまちづくり委員会では
愛護会を設けてサポートをしている。この現状を市はどう考えるか

猿庫の泉保存会による野点の状況は

野点を含め猿庫の泉への年間来客実績は

観光資源としてどう位置付けているか

さらにＰＲしてはどうか

正 木 利 幸
（ 新 政 い い だ ）

人口減少対策について

飯田市の人口の推移について



№ 氏　　名 項　目　・　要　旨

11 １

(1)

①

②

③

④

(2)

(3)

２

(1)

(2)

12 １

(1)

①

②

③

④

(2)

①

②

③

13 １

(1)

①

②

(2)

①

市の高齢化率と高齢者世帯の割合は

高齢者の世帯の状況は

飯田市におけるフレイル予防の取組について

フレイル予防とは

日常生活に必要な移動に困る方への支援策は

介護・福祉タクシーなどの利用実態は

障がい者の移動支援は

障がい者のスポーツ環境の整備について

スポーツに取り組める環境となっているか

障がい者のスポーツの実施状況やニーズをどのように把握しているか

市はスポーツ団体や学校、福祉施設などと連携してスポーツへの参
加を促しているか

小 林 真 一
（ 公 明 党 ）

高齢者が自分らしい生活を送るために

飯田市における高齢者、高齢化の現状について

地元での消費喚起と地域内経済の循環にどのようにつないでいくか

眠育への取組について

こどもの頃から睡眠の大切さを伝える取組が必要と考えるがどうか

他の自治体は保育と教育の現場に眠育を取り入れ、成果を上げていると聞
くため、眠育を市の健康施策の一つの柱に据えることも必要と考えるがどう
か

市 瀬 芳 明
（ 日 本 共 産 党 ）

暮らしと健康を支えるまちづくりについて

移動に困難さを抱える方たちの移動環境について

公共交通についての検討状況は

関 島 百 合
（ 会 派 き ぼ う ）

ふくまるくんカードを使った地域ポイント付与による地域通貨実証実験事業につい
て

取組の実態は

消費者の反応は

加盟店の現状は

実証実験開始時には大幅に増えたものの、減少する加盟店の現状を
どう捉えるか

実証実験を二度延長した背景は

地域ポイントへの理解が進んでいないと思われる。このため、市民の行動と
意識の変化が必要と考えるがどうか



№ 氏　　名 項　目　・　要　旨

小 林 真 一
（ 公 明 党 ）

②

③

④

(3)

①

ア

イ

②

ア

イ

③

ア

14 １

(1)

①

②

ア

イ

(2)

①

②

(3)

①

②

③

④

⑤

直近10年の水源地域における植林された樹種とそれぞれの本数とそ
の割合は

近年において被害に遭った植栽木は植栽された木の何割に当たり、
50年後被害に遭わない木はどれほど残っていると考えるか

水源地や水源林の規制に関する市の取組は

森林を守っていくために必要な市の取組は

森林所有者の情報の把握を市はどのように行っているか

森林所有者のうち外国人と思われる者等の情報の把握について

外国人と思われる者等の情報を把握しているか

今後所有者のうち外国人と思われる者等を把握できるように県
や国に求めていくことを市はどう考えるか

野生鳥獣の被害は

当市における直近10年の農林業被害額及び推移は

鳥獣被害の発生原因をどう考えるか

森林を守るために

当市の水源林地域の針葉樹林と広葉樹林の割合は

ハード面での取組は

ソフト面での取組は

防火防犯のための取組は

各家庭への取組は

市の高齢者共同住宅における取組は

家庭における対応の現状について

安全に配慮した生活を送るために導入した家電製品の課題へ
の対応は

松 岡 秀 治
（ 会 派 き ぼ う ）

飯田市の森林政策について

森林所有者の情報の把握に関して

フレイル予防の具体的な取組は

料理をすることによるフレイル予防への効果は

今年度から取り組んでいる補聴器への支援の状況は

高齢者家族の思いと高齢者本人の思いについて

高齢者世帯や独居高齢者の家族の不安を解消するための取組は



№ 氏　　名 項　目　・　要　旨

15 １

(1)

(2)

①

②

③

(3)

①

ア

イ

ウ

②

③

ア

イ

④

⑤

(4)

①

②

③

④

(5)

農業人口の急激な減少の中、田んぼから何倍も手間のかかる畑への
転作は耕作放棄地を加速度的に増やすことになるのでは

耕作放棄地の現状と今後の推移の見通しは

耕作放棄地解消のための政策は

耕作放棄地を増やさないためには、田んぼは田んぼのまま維持する
ことが良いと考えるがどうか

米政策に関して、飯田市と農協の連携の現状は

市民の安定的な米の確保に関して市は何ができると考えるか

移住者にとって魅力ある田舎の景観を維持する上でも田んぼのまま
維持することが良いと考えるがどうか

昨年６月に食料・農業・農村基本法が改正され、食料安全保障の確保が加
わったことについて

飯田市としての対応は

飯田市では市民の食べる米を賄うだけの量が生産されていないが、
これをどう捉えるか

農協はライスセンターを次々に廃止しているが、これをどう考えるか

スーパー等の在庫状況及び価格の推移は

農協直売所の在庫状況及び価格の推移は

飯田市（ＪＡみなみ信州）以外の農協ではどうか

飯田市の米の生産量が激減している状況について

１年間で8.6％もの生産減となった点について

考えられる原因は

今後もこのような減少傾向が続くと考えるか

市として何か対策を考えているか

実質的な減反政策と言われている転作奨励の状況について、Ａ飼料
用米、Ｂその他小麦や蕎麦等の田んぼに戻せる農作物、Ｃネギや
ズッキーニ等の畑作物の３分類のそれぞれの状況は

野 崎 直 仁
（ 無 会 派 ）

昨今の米不足、価格高騰と食料安全保障について

この１年ほどの間に米を取り巻く状況は激変しているがどのように捉えている
か
飯田市における米不足と価格高騰の状況は



令和７年９月９日、10日

№ 氏　　名

１ １

(1)

①

②

(2)

①

ア

イ

②

ア

イ

ウ

２

(1)

①

②

ア

イ

(2)

２ １

(1)

①

②

ア

③

ア

イ

ウ

④

一部供用開始までのスケジュールは

どのような施設や整備を行うか

建設費及び年間維持費は

大屋根の整備について

建設費及び維持管理は

木材で作らない場合を検討したのか

市民の意見はどのように捉えているか

運営事業体の考え方は

リチウムイオン電池の廃棄方法は

具体的な取組の状況は

広報の方法は

アプリ「さんあ～る」の認知度は

チラシ等の配布状況は

特定ごみの適正処理は

小 平 彰
（ 新 政 い い だ ）

リニア駅周辺整備について

リニア駅前広場整備について

　③ 令和７年飯田市議会第３回定例会一般質問通告表

項　目　・　要　旨

長 谷 部 春 生
（ 会 派 き ぼ う ）

飯田学園構想と学校施設整備について

飯田学園構想の現在地は

４月から現在までに明らかになった学園構想の課題は

児童、保護者からの評価、意見、要望は

学校施設・設備の状況は

学校プールの在り方は

プールの現状は

プールの今後の活用方法は

学校体育館の在り方は

体育館の現状は

体育館の暑さ対策に対する課題認識は

学校以外の飯田市所有の社会体育施設の体育館の状況は

特定ごみの処理について



№ 氏　　名 項　目　・　要　旨

⑤

ア

イ

(2)

①

②

３ １

(1)

①

ア

イ

ウ

２

(1)

①

４ １

(1)

①

②

③

④

⑤

(2)

①

②

③

２

専属の医師を雇用する考えは

子育て支援について

診療所数の推移は

医師の年齢の推移は

若い医師のＩターンやＵターンの実績は

医師不足に対し市の対策は

閉院予定の医師と開業希望の若い医師とを繋ぐマッチング事業の取
組は

休日夜間急患診療所について

現在の利用実績は

医師や看護師の勤務体制は

国は、「災害時地下水利用ガイドライン～災害用井戸・湧水の活用に
向けて～」をこの３月に示したが市の対応は

ガイドラインの概要は

井戸所有の企業との協定締結を積極的に進めるとあるが現状
はどうか

ガイドラインを進める上での課題は

飯田市地域ポイント付与による地域通貨実証実験事業について

実態を把握し、効果検証につなげるためのアンケートを実施したが市民の
反応は

この事業をさらに広めるためには

森 本 紘 司
（ 新 政 い い だ ）

地域医療・医師確保について

市内にある診療所における地域医療体制について

賑わい創出施設とは

建設費は

どのような構想で賑わいを創出するか

駅前広場を除くリニア駅周辺のまちづくりについて

駅周辺のまちづくりをどのように考えているか

リニア駅と周辺へのアクセスはどのように考えるか

古 川 仁
（ 日 本 共 産 党 ）

安心・安全なまちづくりについて

災害時においての地下水利用は

小 平 彰
（ 新 政 い い だ ）



№ 氏　　名 項　目　・　要　旨

(1)

①

②

ア

イ

５ １

(1)

(2)

(3)

(4)

２

(1)

(2)

(3)

①

②

③

(4)

６ １

(1)

①

(2)

①

ア

②

現行の「一時預かり事業」との違いは

試行的事業における、利用登録者数及び延べ利用者数、利用者から
の反応など、その実態把握と受け止めは

メンタルヘルスなど職場環境に対する取組は

これらの取組に対する職員の評価は

看護師をはじめ働く女性を応援する取組について、市の考えは

宮 脇 邦 彦
（ 公 明 党 ）

こどもを地域で育てる取組について

子育ての孤立化を防止する地域社会へ

少子化の中で、子育て世帯を孤立化させないためにどう寄り添うか

「こども誰でも通園制度」の活用について

「こども誰でも通園制度」の概要は

飯伊地区包括医療協議会や地域医療構想調整会議の役割と現状、それに
関わる市の連携は

地域の病院や診療所等の、医師の確保に対する市の取組の効果と問題
点、それを踏まえた今後の取組は

人手不足や物価高騰など持続可能な医療提供には今後も課題は続くと思
われるが、財政支援を含め、医療従事者や市民の不安解消に向けた具体
的な取組はあるか

看護師不足について

地域の病院や診療所等（福祉的職場を含む。）の看護師の働く職場で、人
手不足の実態把握と課題認識は

看護師の数を増やしていくための取組として、地域への就職や復職支援は

市立病院の看護師の働き方について

勤務体制や長時間労働に対する配慮は

屋内での遊び場設置について

設置に向けた現在の取組状況は

今後の取組計画は

市民を交えたプロジェクトを立ち上げる考えは

整備のスケジュールをどう考えるか

岡 村 弘 子
（ 公 明 党 ）

飯田市における持続可能な医療提供について

少子高齢化が進む中で、持続可能な医療について支えられる側・支える側
からも不安の声が上がっている。今の地域医療について市はどう認識し受
け止めているか

森 本 紘 司
（ 新 政 い い だ ）



№ 氏　　名 項　目　・　要　旨

③

ア

イ

ウ

エ

④

⑤

⑥

⑦

⑧

⑨

７ １

(1)

①

②

(2)

①

②

(3)

①

②

２

(1)

①

②

(2)

①

若者の流出入の実態は

現状をどう評価し、課題をどう認識しているか

夢を地域で実現できるキャリア形成の道筋はどうか

教育・産業・地域コミュニティと連携したキャリア形成の道筋をどう描い
ているか

他地域と比較して十分か

他の支援制度との比較はどうか

「信州スタートアップステーション」などの起業支援拠点や「創業支援
事業補助金」など他の事例をどう評価し、参考にしているか

市として、類似拠点の開設や支援制度の構築をどう検討しているか

地域資源を活用した新規事業への支援は十分か

市を通じて国に申請する助成金等の支援制度に対し、市はどこまで
把握し、情報発信や伴走支援体制を確立しているか

市内事業者の申請状況（相談も含む。）と採択事例はどうか

若者の定着を促進するための環境づくりについて

若者のＵターンや定着の現状と課題はどうか

保育人材等、その受け皿確保への取組は

要支援家庭のほか、障がいがあるなど特別な支援ニーズがある場合
の受け入れ体制は

保育者間のコミュニケーションや情報共有の在り方をどう考えるか

「こども誰でも通園制度」の本格導入に際して、市長の見解は

大 平 雲 龍
（ 会 派 き ぼ う ）

スタートアップ支援制度及び誘致について

市のスタートアップ支援体制は十分か

市のスタートアップ支援制度の設計・情報発信・伴走支援体制はどう
か

「こども誰でも通園制度」の意義について

こどもの成長から見た場合の捉え方は

利用する保護者にとっての捉え方は

現場を預かる保育者にとっての捉え方は

運営に携わる事業者にとっての捉え方は

この制度の意義を実現するための自治体の役割とは

今年度の本格導入を踏まえて、当市での実施方法・規模などその方
向性は

宮 脇 邦 彦
（ 公 明 党 ）



№ 氏　　名 項　目　・　要　旨

(3)

８ １

(1)

(2)

①

②

③

(3)

①

②

③

(4)

①

②

③

(5)

①

９ １

(1)

①

②

輸送費支援、輸送時間の考え方は

内臓（ホルモン）、カシラ、豚トロなどの流通確保は

今後の方向性について

長野県の支援、飯田市としての施策の必要性は

市 瀬 芳 明
（ 日 本 共 産 党 ）

地域全体の防災力向上を目指した学校と地域が連携した取組の強化は

市内小中学校における学年に応じた体験的な防災教育の取組と防災訓練
の実施状況について

年間の訓練回数や実施内容の標準的な取組状況はどうか

消防署や防災士など外部機関と連携した授業はどの程度実施されて
いるか

農業産出額における畜産の割合は

畜産農家数と飼育頭数は

畜産業の流通（生産から食卓までの流れ）の状況は

今後に予定されている長野県食肉公社（松本市）閉鎖の影響について

飯田市営と畜場（Ｓ35～55年）から始まり現在の状況となった経過は

長野県食肉公社のＲ６年度と畜頭数（牛・豚）と南信州地域からの豚
の出荷頭数は

長野県内唯一の食肉処理施設となる北信食肉センター（中野市）の
現状は

喫緊の課題について

と畜の空白期間を避けるための代替策は

Ｕターンした若者が挑戦できる「フィールド」の整備について、若者が「帰っ
て挑戦したい」と思える具体的な仕組み（資金支援、拠点整備、企業連携プ
ラットフォーム等）をどのように検討しているか

福 澤 克 憲
（ 会 派 き ぼ う ）

地域内経済の循環、地域循環型農業から見た飯田市の「畜産業」について

第１次産業（畜産業）の重要性の考え方は

畜産業の現状について

大 平 雲 龍
（ 会 派 き ぼ う ）



№ 氏　　名 項　目　・　要　旨

③

(2)

①

②

③

(3)

２

(1)

①

②

ア

イ

③

(2)

①

②

(3)

①

②

③

④

10 １

(1)

(2)

(3)

(4)

２

(1)

(2)

市 瀬 芳 明
（ 日 本 共 産 党 ）

農業の地域経済循環の推進について

「飯田市地域循環型農業推進方針」の策定背景は

給食施設から循環へ回る食品残さの量や割合は

市独自の実態調査を行う考えはあるか

介護事業所への支援について、介護事業所におけるカスハラ防止マ
ニュアルの整備や職員研修の実施を、市としてどのように支援してい
るか
2025年の労働施策総合推進法改正により、全ての事業者にカスハラ
防止措置が義務化されることを踏まえ、市としてどのような対策を進め
ていくか

正 木 利 幸
（ 新 政 い い だ ）

2028国民スポーツ大会開催と市民とスポーツの関わりについて

国民スポーツ大会開催に向けて市の取組は

「国民体育大会」から「国民スポーツ大会」へと名称が変更したことを、どのよ
うに捉えているか
飯田市の「生涯学習・スポーツ課」が市民に果たしていく役割は何か

改めて、令和の時代に即した国民スポーツ大会を、どのように考えるか

認定が遅れることによる影響について

申請者への影響は

事業者への影響は

影響をどのように受け止め、迅速化に向けた取組をどう考えるか

介護予防の現状と今後の展開について

事業内容と効果について

今後の方向性について

介護職員へのカスタマーハラスメント防止対策について

市における介護職員へのカスハラの発生状況や相談件数をどのよう
に把握しているか

避難所運営体験など、実践的な学習をさらに広げる考えはあるか

家庭や地域への波及効果について

地域防災訓練に児童・生徒が参加している実績と評価はどうか

児童・生徒が学んだ内容を家庭に持ち帰り、家族と避難計画を立てる
取組はあるか

ＰＴＡや地域住民と連携した防災教育の強化について、市の考えは

まちづくり委員会間での防災協定の必要性は

よりよい介護の環境を目指した取組を今後どのように考えていくか

要介護認定について

市における要介護認定の決定までに要する日数の平均はどのくらい
か



№ 氏　　名 項　目　・　要　旨

(3)

(4)

(5)

(6)

11 １

(1)

①

②

③

(2)

①

②

③

(3)

①

②

③

(4)

①

②

12 １

(1)

①

②

③

④

(2)

①

②

ふるさと飯田応援隊募集事業の目的は

どのような手段で寄附ができるか

返礼品提供事業者数の推移は

過去３年間の返礼品トップ５品目は

ふるさと納税の使い道について

今年度の寄附金額の目標と見通しは

寄附金はどの分野で使われるか

国有農地への市の関わりは

相続土地国庫帰属制度の概要と、農地の関係する事例はあるか

地域計画の策定の進捗状況について

各地区の取組状況は

地域計画の策定を農地の有効活用にどうつなげるか

片 町 元 彦
（ 会 派 き ぼ う ）

飯田市における「ふるさと納税」の現状とさらなる拡大について

現在までのふるさと飯田応援隊募集事業について

当市で把握している農地の中で、耕作されていない農地の面積と割
合は

遊休農地削減に向けた取組と、農業振興センターを通じた補助事業
の状況は

非農地認定の状況は

農業経営基盤強化促進法による利用権設定について

令和７年３月をもって、当事者間での設定が廃止となった経過は

手続変更後の概要は

令和７年３月以前に利用権設定した方への対応は

当市における国有農地の状況について

現状の面積と利用状況は

課題をどう捉えているか

「飯田市有機農業実施計画」の策定背景は

循環農業に化学肥料の必要性を認めるか

循環農業を推進していく上で必要な取組は

下 平 恒 男
（ 新 政 い い だ ）

農地の有効活用について

遊休農地削減の取組と効果について

正 木 利 幸
（ 新 政 い い だ ）



№ 氏　　名 項　目　・　要　旨

(3)

①

②

③

13 １

(1)

①

②

(2)

①

②

③

④

⑤

⑥

⑦

⑧

14 １

(1)

①

ア

イ

(2)

①

ア

イ

ウ

②

飯田市における死亡者数は

ワクチン接種が始まった2021年前後の死亡者数の推移は

年代別の死亡者数の推移の状況は

新型コロナワクチン接種について

飯田市での接種状況は

年代別の接種状況は

こども若者の接種状況は

重症化しないと言われているこどもや若者にも接種したことにつ
いてどう考えるか

新型コロナワクチン接種後の副反応について

パネルの処分方法について市は把握しているか

今後廃棄処分される量の把握と受け入れ体制は

設置者による適正な廃棄を担保する仕組みは

通信障害や不審な通信機器による影響の把握と対応策は

火災発生時の緊急対応は

災害時における対応について市の考えは

水 月 レ イ
（ 会 派 き ぼ う ）

新型コロナウイルス感染症について

新型コロナが流行してからの状況は

産地管理チェック体制は

新企画の考えは

松 岡 秀 治
（ 会 派 き ぼ う ）

再生可能エネルギー問題について

里山の資源を財産と捉えた取組について

里山や竹林等の課題に対する市の考えは

里山の資源を財産と捉え、経済的に循環を促す新たな取組は

太陽光パネルの普及に伴う影響について

森林を伐採し太陽光パネルを設置することについて市の考えは

パネル設置者による適正な管理を確保する方法は

今後の取組について

選ばれるための広報活動は

片 町 元 彦
（ 会 派 き ぼ う ）



№ 氏　　名 項　目　・　要　旨

ア

イ

③

ア

イ

(3)

①

②

③

15 １

(1)

①

ア

イ

②

ア

イ

ウ

２

(1)

①

人権問題を踏まえたソーラーパネル調達方針を策定する考え
はあるか

来訪者を増やすための情報発信について

飲み歩き文化を観光の軸とする取組は

「丘のまちバル」のような飲食店を中心にしたイベントの今後の展開は

遠 山 雄
（ 会 派 き ぼ う ）

環境文化都市の取組について

ソーラーパネルの更新によって排出されるパネルの環境、災害、自治体へ
の影響と住民負担は

ソーラーパネルに含まれる物質や製造過程で排出されるCO₂の環境
負荷をどう捉えているか

環境に与えるリスクを防ぐ具体的な策はあるか

電気料金にはその分の負担を生じさせているが、このことをどう
捉えるか

環境文化都市の取組の実績とソーラーパネルなど海外製造された製
品の購入は

再生可能エネルギー推進によるCO₂削減実績の具体的なデー
タはあるか

データは、市民が確認することができるか

全国的に新型コロナワクチン接種後の体調不良や死亡報告が
あるが、救済制度の申請及び認定状況は

認定者のmRNAワクチンと組み換えタンパクワクチンの接種の
内訳は

予防接種健康被害救済制度について市は市民に周知しているか

新型コロナワクチンとの因果関係を疑う方が救済制度を利用し
やすくなるように、市としてできることは何か。また、現在の相談
状況は

大阪府泉大津市では市独自の救済制度を設けているが、飯田
市でも同様の取組が必要と考えるがどうか

今後の対応について

新たなウイルス等が流行した場合に市独自で市民の命を守る対策が
必要と感じるがどのように考えるか

泉大津市は市独自で新型コロナワクチンについて、市民に必要な情
報提供をしてきた。飯田市でもこの手法を参考に、市民に情報提供を
しっかりして、判断、選択をしてもらうための取組は

感染症に対する市民の自己免疫を上げるため、市として考えることは
何か

水 月 レ イ
（ 会 派 き ぼ う ）



№ 氏　　名 項　目　・　要　旨

(2)

①

②

③

④

３

(1)

(2)

①

②

(3)

16 １

(1)

①

②

③

④

⑤

(2)

①

ア

イ

②

ア

イ

リニア駅周辺整備事業公民協働ブランドクリエイトプロジェクトについ
て

リニア開業が遅れることが決定したにもかかわらず当初の開業
予定に沿って公民協働ブランドクリエイトプロジェクトを継続して
いるが、中止すべきではないか

継続した場合は、当面はリニア駅前ではない　ただの広場での
事業になるが、応募者及び採算の見込みはあるのか

リニア駅前の土地取得の目処が立ったが、売却していただいた移転
者への思いは

移転が多く必要となるような場所に駅の設置が決まった経緯は

土地区画整理事業で整備しなかったのはなぜか

岐阜県では県が主導して土地区画整理事業を企画していたが、飯田
市における県との連携はどのようなものがあったか

リニア駅周辺整備についてＪＲ東海との連携が十分であったか

リニア開業の遅れに対する対応について

2021年１月に市民有志の都市計画勉強会「伊那谷の新しい地図をつ
くる会」が開業の遅れを見通して市長に整備計画の見直しを提言した
件について

提言の内容をどう受け止めたか

この段階でリニア開業の遅れを考慮して整備計画を見直せば
整備費のより効率的な運用ができたとは考えないか

人口減少対策移住促進の取組について

飯田市の人口減少、特に若い世代の流出に対する現状と要因は

市の移住促進の取組は

ターゲットは

移住定住の外部リーチを最大化するためのデータ分析、目標数に向
けた情報発信の状況は

観光や移住定住などの情報を総合的に発信する計画は

野 崎 直 仁
（ 無 会 派 ）

リニア駅周辺整備と土地利用計画・都市計画について

リニア駅周辺整備について

外部インフルエンサー活用の現状と課題は

インフルエンサー活用の現状は

地元出身の著名人やインフルエンサーとの提携も重要だが更に外部
インフルエンサーを登用する考えはあるか

予算、人的資源、戦略の優先順位などの考えは

外部インフルエンサーの活用が若者への訴求や地元離れの防止に
つながると思うがどうか

遠 山 雄
（ 会 派 き ぼ う ）



№ 氏　　名 項　目　・　要　旨

③

(3)

①

ア

イ

ウ

②

(4)

①

現在の公募委員の選出に問題があるとは考えないか

より多くの市民が興味を持ち積極的に関わりたいと思えるような取組
は考えられないか

飯田市の土地利用計画・都市計画について

今まではリニア駅周辺にはまちを作らないとの方針であったが、高さ
規制も含めてこれを全面的に見直す考えはないか

リニア開業が10年以上先になることから少なくとも向こう10年間の広場
の有効活用として「道の駅」が考えられるが、これについてはどうか

飯田市土地利用計画審議会・都市計画審議会について

市民一般公募枠３名について

過去３回連続して定員に満たないが、応募人数と採用人数に
ついては

１名のみの採用に留まり他の応募者を採用しなかったことがあ
るのはなぜか

野 崎 直 仁
（ 無 会 派 ）
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№ 氏　　名

１ １

(1)

(2)

(3)

(4)

(5)

２

(1)

(2)

(3)

(4)

３

(1)

(2)

４

(1)

(2)

(3)

(4)

(5)

①

②

(6)

長野県食肉公社（松本市）閉鎖に伴う、飯田市の食肉流通の確保と焼肉文
化の振興の考え方は

第２次中山間地域振興計画の中期計画（2022～2025年度）の検証は

老朽化して危険な空き家の解消と、使用可能な空き家の活用の状況、今後
の方向性は

働くことを軸とする安心社会の実現に向けて

地元企業の労働環境をどのように分析しているか

より一層の市民サービスの向上につなげていくための市役所の事務
処理軽減の考え方は

中心市街地の活性化について

　④-１ 令和７年飯田市議会第４回定例会会派代表質問通告表

項　目　・　要　旨

福 澤 克 憲
（ 会 派 き ぼ う ）

長期的視点に立った飯田市のまちづくりについて

広域的・全市的な視点に立った土地利用の考え方、具体的な計画の方向
性は

自治基本条例の自治活動組織について、その役割への理解を深め、協力
いただける環境を整えるためには

今年度事業展開されている地域分析（人口診断分析・地域関係相関図）の
取組状況、市民の反応は

今後10年間の財政見通し、長期的視点に立った大規模事業の実施時期の
考え方は

実質公債費比率・将来負担比率のピークの見込みは

リニア中央新幹線開業と三遠南信自動車道の開通を見据えたまちづくりについて

リニア駅周辺の2028年度一部供用開始に向けた整備は

リニア開業前の整備と開業後の整備についての方向性、開業時を見据えた
事業展開は

交流拠点（天龍峡、遠山郷）のさらなる活用の考え方は

交通の結節点、中心市街地の交通、交通弱者対策等を視野に入れた持続
可能な地域公共交通の考え方は

環境に配慮したまちづくりについて

ゼロカーボンシティ実現に向けての方向性は

環境文化都市の実現に向けての市民意識の醸成は

活力ある産業振興と地域活性化について

「地域内経済の循環」の取組状況は



№ 氏　　名 項　目　・　要　旨

①

②

５

(1)

(2)

(3)

６

(1)

(2)

(3)

２ １

(1)

①

②

(2)

(3)

２

(1)

①

②

(2)

①

②

(3)

３

(1)

(2) 学園構想のねらいと地域の果たす役割は

農業の担い手確保や遊休農地の解消につながる、地域計画の有効
活用とは

林業の活性化と野生鳥獣の対策について

森林整備計画を進める上で、林業事業体との協力体制はどうか

猟友会の活動状況とクマによる被害への対応は

当市の魅力を活かした観光誘客と、南信州観光公社で行う民泊の状況は

こども、子育て支援への取組について

小中学生の学習環境の整備と、児童生徒それぞれに対応した支援体制は

下 平 恒 男
（ 新 政 い い だ ）

飯田市の総合政策について

地域自治組織の在り方について

組合未加入の状況と、自治基本条例にうたわれている市民の役割を
どう捉えるか

地域コミュニティーの構築には公民館活動が重要であると考えるが市
の考えは

リニア駅周辺の有効な土地利用の基本的な考え方は

「日本一の焼肉の街」を観光誘客や、地域の活性化にどう活かすか

産業振興への取組について

農業振興ビジョンの推進について

医療・福祉・介護・子育て環境の充実について

医療・福祉・介護職場における人材確保の考え方は

医療機関の経営状況の課題への考え方は

「地域共生社会」の実現に向けての考え方は

安全・安心なまちづくりについて

市民要望の多い道路・河川の維持補修や雨水対策についての考え方は

児童生徒の教育現場、指定避難施設にもなっている小・中学校体育館の空
調設備の整備の考え方は

防災・減災、国土強靭化の推進において、地方自治体にとって有利な起債
の活用の考え方は

農業振興センターを軸とした協働体制を十分に機能させるためには

中心市街地通行量調査の状況は

桜並木・中央公園・りんご並木・動物園を中心とする区域の整備（旧
飯田市公民館を含む）の考え方は

福 澤 克 憲
（ 会 派 き ぼ う ）



№ 氏　　名 項　目　・　要　旨

(3)

４

(1)

(2)

５

(1)

①

②

(2)

３ １

(1)

(2)

(3)

２

(1)

(2)

①

②

(3)

３

(1)

(2)

(3)

４

(1)

(2)

①

②

自治基本条例の学び直しから今後の展望と市民に期待することは

地域に誇りと愛着を持ち住民同士の結びつきをどう構築するか

地域に誇りと愛着を持つとは

ゆるやかなつながりに向けた取組状況は

長期財政見通しを組み立てた視点として

令和10年度以降の財政運営目標をどう見るか

財政健全化判断比率の指標２項目をどう予想するか

行財政改革における事務・事業の分析の見直しによる整理または廃止の具
体的な検討状況は

環境文化都市である飯田市が環境におけるさらなる先進地となるために

「2025年いいだゼロカーボンシティ宣言」の取組の現状は

グリーン水素の活用を目指し水素タウン取組計画の現状は

環境文化都市として気候変動に伴う取組の現状と課題は

市民一人ひとりの「結い」や「ムトス」の精神に火をともしていくために

支障木や放置竹林などの整備に向けた、市としての考え方は

小 林 真 一
（ 公 明 党 ）

市政運営について

いいだ未来デザイン2028後期計画４年間のスタートとしての感触は

第３回定例会市長あいさつでの思いは

令和８年度予算編成の基本方針の『「10年先」を見据えたまちづくり』では次
期総合計画も視野に入ってくるが、その考えは

財政運営について

令和８年度当初予算の規模をどう見るか

核家族化、共働き世帯が増加するなかで、子育て世代に寄り添った支援の
在り方とは

医療、福祉政策について

市立病院において市民が安心して医療を受けられる体制を維持するための
取組と、経営改善に向けた戦略は

独居や高齢者、要支援者世帯を支えるために「住民支え合いマップ」活用
の考え方は

安全安心な社会基盤整備への取組について

大規模災害への備えについて

住宅耐震化の進捗状況と「事前復興」についての研究状況は

日頃の備えについて各世帯への啓発はどうか

下 平 恒 男
（ 新 政 い い だ ）



№ 氏　　名 項　目　・　要　旨

③

④

(3)

５

(1)

(2)

６

(1)

(2)

(3)

７

(1)

(2)

(3)

８

(1)

(2)

(3)

４ １

(1)

①

②

(2)

①

②

２

(1)

(2)

飯田市公共施設等総合管理計画が最終年度となるが、次期計画で
は住民福祉の向上をどのように考えているか

令和８年度予算編成について

令和８年度予算編成方針で示された「持続可能な行財政」の重点は
どこか

「選択と集中」による事務・事業の再構築、見直し、縮小の検討状況
は

地域福祉・地域医療について

課題となっているエッセンシャルワーカーの担い手不足への緊急対策と地
域医療支援体制についてどのような支援が考えられるか

障がい福祉・生活困窮者支援について

さらなる地域内経済循環を目指した取組の考えは

どこまでも自分らしく暮らすために

終活支援についての検討と取組の考えは

医療的ケア児・者の支援体制の現状は

さまざまな感染症への対応と支援の現状は

市 瀬 芳 明
（ 日 本 共 産 党 ）

市政運営・予算編成の基本方針について

市民生活と市政運営の基本姿勢について

物価高騰下における市民生活の状況を市はどのように捉えているか

「特色ある学園の構想を推進する」具体的な取組は

防災対策と有事の際に想定される対応について

防災アセスメント調査の結果として見えてきたものは

自治体間の防災協定の現状は

災害時に口腔ケアを行える環境整備の取組は

飯田市の強みに光を当て持続可能なまちとするために

三遠南信自動車道を活用した面的なツーリズムの取組は

リニア開業までの期間を考慮した駅周辺の整備を多角的に取り組む考えは

地域内移住についての現状は

飯田の魅力の一つである言葉の文化「方言」の大切さをどう考えるか

都市間交流のこれまでとこれからの考えは

未来を担うこども達のために

いいだ型自然保育の取組の現状と課題は

小 林 真 一
（ 公 明 党 ）



№ 氏　　名 項　目　・　要　旨

市 瀬 芳 明
（ 日 本 共 産 党 ）

①

②

③

３

(1)

①

②

③

④

(2)

①

②

４

(1)

①

②

③

(2) 脱炭素・地域エネルギーについて

①

５

(1) 林業構造の再生について

① 森林環境譲与税を活用した間伐・路網整備の重点方針とあわせて、
公共建築の木造化やバイオマス利用を進めることで地域材利用率や
需要をどのように拡大していくか

部活動の地域展開後もこども達が文化・芸術・スポーツに参加できる
体制の構築状況は

体育館・グラウンド等の老朽化対応と今後の更新・整備計画は

環境文化都市の推進について

環境政策の総合評価について

21’いいだ環境プランの６つのゴールへの取組のうち、どこが遅れて
いると考えるか

プラスチック資源分別の効果検証（回収量・リサイクル率等）は進んで
いるか

海洋プラ削減に寄与する「内陸・源流都市モデル」構想を考えられな
いか

資源を活用した地域エネルギー（小水力・バイオマス等）の方向性を
どのように考えているか

林業・農業政策、地域産業について

こども食堂・こどもの居場所づくりを行政が仕組みをつくって支援して
いく考えは

教育・学園構想・スポーツについて

教育施策の現状と課題について

児童数の減少や学校施設の老朽化など、多岐にわたる課題を踏ま
え、市として学園構想は今後どのような方向性を目指して進めようとし
ているのか

こどもの学びと地域の在り方をどのように両立させるビジョンを持って
いるのか

教員の多忙を解消するために、更なる市独自のスクールサポート支援
が必要と考えるがどうか

学校や特別支援教育のICTの活用と環境整備の現状と、現状に課題
はあるか

スポーツ振興について

障がい者総合支援法における就労支援と地域生活支援事業の方向
性は

生活困窮者の伴走支援をどう強化していくか



№ 氏　　名 項　目　・　要　旨

市 瀬 芳 明
（ 日 本 共 産 党 ）

(2) 森林保全・環境再生と森林の教育について

①

②

(3) 農業の担い手・気候変動対策について

①

(4) 農地・農福連携・販売力強化について

①

②

③

６

(1) 静岡工区の遅延が本市計画へ与える影響について

①

②

(2) 駅周辺整備と財政負担について

①

②

７

(1) AIの観光振興活用について

①

②

リニア工事の遅延が本市へ与える影響を市はどのように認識している
のか

地下水・残土・騒音など環境影響に関する調査や改善要求の現状を
踏まえ、市として住民説明会を主体的に開催する考えは

リニア開業の大幅な遅延が確実視される中で、駅周辺整備における
市の財政負担をどのように捉えているか

開業時期の変動により前提条件が大きく変わった交流人口や経済波
及効果について、市独自の試算を行う考えは

AI活用と観光振興について

動線分析や混雑予報などAI導入の検討をどのように進めているか

体験型観光を活用していくためのデジタルコンテンツづくりや来訪者
の回遊性を高めるAI観光案内が有効と考えるが今後の方向性は

所有者が不明の放置林など荒廃が進む森林の再生計画をどのように
進めるか

森林教育をエコパーク・ジオパークとの学習につなげていく考えは

気候変動により集中豪雨やひょうが降るなどし、農作物への被害が今
後も考えられるが、対策に要する費用など支援体制について考えは

耕作放棄地・荒廃農地の再生を地域とどう進めるか

農福連携を産業として育成するための支援策は

農産物販売力強化のためのAI需要予測やEC（電子商取引）支援の
方向性は

リニア中央新幹線について



令和７年12月４日、５日

№ 氏　　名

１ １

(1)

①

②

③

④

⑤

⑥

⑦

⑧

⑨

(2)

①

②

２ １

(1)

①

②

③

(2)

①

②

(3)

ひきこもり等の困難を抱える若者への支援の現状は

県の「地域発元気づくり支援金」などを活用し、「ユースセンター」設置
へ取り組む考えは

飯田市の女性活躍について

義務教育の段階では、こどもは学校に行かなければならないのか

こどもが学校へ行く目的とは何か

若者が集い、交流し、学び、相談できる居場所について

女性のウェルビーイングを向上させ、住み続けたい飯田市を目指して、市長
の考えは

女性参画による好事例は

受講者の就労実態と就労希望者に対する伴走支援は

女性が安心して住み続けたいと思えるような取組は

住民自治活動組織（まちづくり委員会）や審議会・委員会等への女性
参画の現状は

なぜ不登校が増えているか、現状の受止めは

　④-２ 令和７年飯田市議会第４回定例会一般質問通告表

項　目　・　要　旨

未来を担う世代が安心して成長していける社会環境について

不登校児童・生徒への取組について

宮 脇 邦 彦
（ 公 明 党 ）

みんなと同じように出来なくてはいけないという、こどもが持つ意識に
対して配慮が必要と考えるがどうか

「教育機会確保法」の基本的な考え方は何か

教育支援センター「びーいんぐ」の取組と特徴は

「びーいんぐ」の今後の在り方は

当市の社会資源を活用した不登校などへの支援は

学校生活での行動のノルマ化などが不登校の環境的な要因と考える
がどうか

岡 村 弘 子
（ 公 明 党 ）

女性の意見を取り入れるための今後の取組は

女性の就労支援について

女性のデジタルスキルアップのための養成講座の周知方法、受講者
の年齢と当事者の声は



№ 氏　　名 項　目　・　要　旨

３ １

(1)

①

ア

イ

(2)

①

ア

イ

４ １

(1)

①

②

③

④

(2)

①

②

③

ア

イ

体験型コンテンツを観光資源として位置づけ、ＳＮＳ等を活用した発
信力強化の考えは

次世代の若者への対応は

教育プログラムの状況は

今後の方針は

オーガニック給食にジビエを組み合わせ提供することは有効と
考えるがどうか

片 町 元 彦
（ 会 派 き ぼ う ）

飯田食文化に根差した「カーボンニュートラル食育戦略」について

いいだ未来デザイン2028 基本目標５「誰もが多様な働き方で活躍でき、次
世代につながる魅力ある産業をつくる」の推進に向けて

有機米栽培の進捗状況は

今後の方向性は

地域内でのジビエの消費拡大（域産域消）を推進するための具
体的な取組は

有害鳥獣のジビエ利活用について

食育及び飯田市の伝統的な食文化の視点から有機農業と共にカー
ボンニュートラルに貢献できるジビエの学校給食の活用は

2024年オーガニックビレッジ宣言によるオーガニック給食の提供は、
将来を担うこども達の体づくり、食育「食を大切にし、生涯にわたり健
康で豊かに暮らす」そして自然と共生する環境のまちづくりを牽引す
る重要な役割であると認識しているが、2024年３月に計画された有機
農業実施計画（５か年）の現状は

岡 本 恒 和
（ 新 政 い い だ ）

放置竹林の整備

放置竹林について

整備が必要とされる放置竹林の把握状況は

地権者をはじめ、広く市民への予防啓発を強化する必要性があるが、
市の考えは

竹林整備は継続的な取組が重要であり、「多様な主体による協働」に
よる初期整備後の管理も意識する必要がある。地権者のみの対応で
は困難な場合が多く、再び荒廃竹林化する懸念があるが、市の考え
は

放置竹林整備を核とした地域活性化について

伐採からブランド化までを一貫した６次産業化につなげた先進的な市
内の取組がある。これらの水平展開や地域の竹の特性（種類）に応じ
た展開をするなど市の方針は

その課題認識は



№ 氏　　名 項　目　・　要　旨

５ １

(1)

①

②

③

④

⑤

⑥

(2)

①

②

③

(3)

①

(4)

２

(1)

①

②

６ １

(1)

①

②

③

(2)

(3)

(4)

①

②

(5)

制度をまたいだ移動支援への対応について市の考えは

20地区田舎へ還ろう戦略について

地区別人口診断について

数値目標をどう捉えたら良いか

具体的な取組に対して、市からの支援はどんなことを考えているか

地域の助け合いによる移動支援について検討する考えは

飯田市にはどのような読書会が、どれくらいあるか

市の考える公共交通と、その利用対象者は

福祉から考える移動支援について

市が公共交通政策として考えることはなにか

公共交通の適正な運賃に対する市の考えは

免許返納者への支援が一度きりとなっているのはなぜか

佐 々 木 博 子
（ 新 政 い い だ ）

「福祉」「交通」「自治」がつながる移動支援について

公共交通について

公共交通の利用対象者は

公共交通となるサービスは

福祉の視点から考える移動支援の対象者は

要支援・要介護の認定はないが、公共交通を使うのが難しい人の日
常生活を支える支援について市の考えは

公共交通と連携した高齢者の外出支援について検討する考えは

住民互助による移動支援について

関 島 百 合
（ 会 派 き ぼ う ）

図書館の役割とソフト面について

読書会について

広めるためには何が必要か

図書館利用が困難な方への対応は

中央図書館で開催された「としょかんマルシェ」について

成果をどのように捉えているか

居場所としての役割への新たな考えは

得たものを今後にどう活かしていくか

幅広い市民のニーズに応えられる取組は

役割をどのように捉えているか



№ 氏　　名 項　目　・　要　旨

(6)

(7)

２

(1)

(2)

７ １

(1)

①

②

ア

イ

③

ア

イ

④

ア

イ

ウ

エ

（2）

①

②

２

（1）

①

②

全国に誇れる郷土資料をどう守り、どう活かしていくか

図書館司書の役割をどう考えているか

飯田市の民俗芸能について

民俗芸能の現状は

市の文化財としてどう伝承し、守っていくのか

水 月 レ イ
（ 会 派 き ぼ う ）

飯田市の産後ケア事業について

産後ケア事業には宿泊型、デイケア（日帰り）、訪問型の３種類があるが、産
後ケアに対しての認識はどうか

産後ケア事業の目的は何か

事業の利用状況は

関 島 百 合
（ 会 派 き ぼ う ）

利用者数はどうか

宿泊型利用に補助金があるが、なかなか利用の浸透には至っ
ていない。補助額の上限を上げることは検討しているか

宿泊型よりもデイケアの方が利用しやすいと考えるが、市の考えは

デイケアの必要性をどのように捉えているか

デイケア利用に対して補助制度が整っている町村もあるが、市
の補助制度の今後の方向性は

産後ケア事業を利用するための手続は

申請の流れはどうなっているか

令和６年度から国のガイドラインが変わり、対象者の範囲が拡
大されたが、ケアを受けたい方が申請すれば全員利用できるよ
うになっているか

面談の在り方はどうか

今後電子申請も可能となるか

産後サポートの取組は

産後の家事サポートや、母乳育児相談の補助券の存在や利用方法
を知らない人がいた。もっと周知や補助券配布の方法を工夫できない
か
産後のニーズに合わせたサービス提供をどう考えるか

飯田市の産後のお祝いの品について

４ヶ月訪問のときに渡すものは

燃やすゴミ袋のサイズを市民が選択することを考えられないか

ママたちへのこんなものがもらえたらいいなのアンケート等を実施した
り、ニーズに合わせた内容の対応も考えてはどうか



№ 氏　　名 項　目　・　要　旨

８ １

(1)

(2)

①

②

ア

イ

ウ

③

ア

イ

ウ

④

⑤

⑥

⑦

９ １

(1)

①

②

③

④

⑤

効果的な取組は

将来的に対策をどのように進めていくか

緩衝帯整備事業はどのような団体や組織が取り組めるか

森林ボランティア等の参画はどのように考えているか

いいだＷｅｂまっぷと緩衝帯整備事業を照らし合わせたら効果や次へ
の対策や課題などが明確になり、戦略を立てやすくなると考えるがどう
か

松 岡 秀 治
（ 会 派 き ぼ う ）

野生動物との共存について

ツキノワグマとサル、二ホンジカの個体数の状況は

「長野県第二種特定鳥獣管理計画（第５期ツキノワグマ保護管理）」に関し
て

本市ではクマゾーニング管理実施計画を立てているか

緩衝帯整備事業の取組は

いつから行われているか

どこでどれぐらいの広さが行われたか

遠 山 雄
（ 会 派 き ぼ う ）

飯田市章、日本国旗掲揚について

飯田市の行事において飯田市章、国旗の掲揚の考え方は

市章や国旗が掲げられている行事とそうでない行事があるがどういっ
た場合に掲げられるか

市章や国旗を掲げる場合はどのような基準があるか

りんご並木をモチーフにしたシンボルマーク「時の番人」があるが、市
章はどのような位置づけと考えるか

近年の国旗損壊罪の動きや、国旗の強制掲揚反対意見など社会的
な問題もあるが行政の立場としてどう考えているか

飯田市議会において議場への市章や国旗の掲揚を検討する必要が
あると考えるがどうか

誰が、どのようなことを行ってきたか

それぞれのエリアを選択した理由は

課題や戦略は明確か

効果と今後の取組は



№ 氏　　名 項　目　・　要　旨

２

(1)

①

②

10 １

(1)

①

ア

イ

ウ

②

ア

イ

ウ

(2)

①

②

③

④ 市長が考える理想の道の駅とはどういうものか

維持管理費を考えて今よりこじんまりとした施設に建て替える
か、あるいは減築することは考えなかったか

費用対効果、特に飯田市全体における経済効果をどの様に見
積もっているか

施設の採算性、及び指定管理のあり方について

予定来場者数に対して施設規模が大きいと考えるが、採算が
取れるか
赤字額の見積もりが小さすぎて指定管理料が低すぎないか

飯田市のＳＤＧｓの取組は

国では政権が変わり、ＳＤＧｓに対する姿勢も「多様性・脱炭素・国際
主義」中心の取組を一部見直す可能性を示唆しているが、市としては
どう捉えるか

指定管理者は過去の実績等を考慮して選定すべきではないか

地方行政は国の下請け機関ではなく、独自の自治権を持つと認識し
ているが市としての認識は

道の駅の現状と今後のあり方について

「遠山郷道の駅」の再整備の経緯と現状は

10億円程の改修費について

耐用年数がきた建物を建設時と同程度の費用をかけて改修し
た理由は

飯田市にとっての理想的な道の駅とは

コロナ禍で市内には団体客の立ち寄れる施設が少なくなったが、その
点からも集客力のある豊丘村の道の駅のような施設は、飯田市にとっ
ても有効と考えるがどうか

農産物を前面に押し出した豊丘村の道の駅のような施設は、ふるさと
納税や田舎に還ろう戦略との相乗効果が見込めると考えるがどうか

飯田市全体への経済波及効果や市民の利便性を考えた時の道の駅
は、幹線国道沿いのインターからもアクセスの良い場所が最適と考え
るがどうか

野 崎 直 仁
（ 無 会 派 ）

遠 山 雄
（ 会 派 き ぼ う ）

ＳＤＧｓの推進について



(6)本会議傍聴状況(R７)

会　　期 年　　月　　日 傍　聴　人　数

令和7年2月27日 4

令和7年3月4日 11

令和7年3月5日 25

令和7年3月21日 4

令和7年5月12日 4

令和7年5月13日 2

令和7年6月5日 5

令和7年6月12日 24

令和7年6月13日 16

令和7年6月27日 2

令和7年9月2日 3

令和7年9月9日 35

令和7年9月10日 37

令和7年9月29日 4

令和7年11月26日 12

令和7年12月3日 11

令和7年12月4日 13

令和7年12月5日 5

令和7年12月19日 3

220計

第１回定例会

第１回臨時会

第２回定例会

第３回定例会

第４回定例会



 

 

４  市議会のあゆみ (昭和 46 年から) 

  

年 議 会 の 動 き 

  

昭和46年 

(1971年) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

昭和47年 

（1972年） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

昭和48年 

（1973年） 

 

 

 

 

 

 

 

・飯田の常備消防を廃止し、飯田市・鼎町・上郷町消防組合へ全面移管するため

の規約改正を可決 

・議長 近松宗一、副議長 今村輝男を選出 

・昭和45年からはじまったコメの減反政策について多くの質問があった 

・鼎、上郷との合併を積極的にすすめるよう質問があった 

・中央自動車道の早期着工と四車線化を求める意見書を可決 

・中央道遺跡発掘に伴う埋蔵文化財を収蔵・展示する資料館の建設を求める質問

があった 

・日中国交回復を求める決議がされた 

・アメリカのドル防衛措置に対して、地元産業の育成策をただす質問があった 

・県下に先がけて「モーテル建築の規制に関する条例」を可決 

 

・市民憲章の制定について質問があった 

・市立病院運営審査特別委員会が市立病院の総合病院化を目指す必要性を検討 

・ＰＣＢなど公害の検査機能の充実を求める質問があった 

・国民体育大会のラグビー等の競技を飯田において開催できるよう県に対して陳

情を行った 

・飯田市公民館の全面改築を求める陳情を採択 

・乱開発による環境破壊を防止して郷土の自然を守るため、「自然環境保全条 

例」を可決 

・中津川線の見通しと中央新幹線構想についての質問があった 

・市議会議員補欠選挙 

・松澤市政の誕生に伴い、その政治姿勢について、活発な質問がなされた 

・中央自動車道関連の道路整備などを要望する質問があった 

・福祉や教育施策充実を要望する質問があった 

 

・老人医療費を無料化する対象年齢を69歳に引き下げる条例を制定 

・飯田に大学を設立すべきとする質問があった 

・市議会議員一般選挙 議長 伊原悦雄、副議長 新井安男を選出 

・中央道開通後予想される騒音、排気ガス、電波障害等の公害対策について質問

があった 

・老朽化がすすむ小中学校の早期改築を求める質問があった 

・オイルショック、物価高、モノ不足に対する対策を求める質問が集中 

・鼎、上郷との合併の推進を求める質問が集中 

・石油危機打開を求める意見書を可決 

・中央新幹線の早期建設と飯田への駅設置を求める意見書を可決 



 

 

 

  

年 議 会 の 動 き 

  

昭和49年 

（1974年） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

昭和50年 

（1975年） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

昭和51年 

（1976年） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・一般会計予算に関して予算審査特別委員会で賛否の結論が出ず、「六月段階で

措置されるよう市長に要望する」という議長斡旋で収拾され、可決 

・廃棄物の処理及び清掃に関する条例案に関して、し尿の収集料金の改定につい

て意見が分かれ、最終日を迎えても結論が出ないため、議会の会期を延長して

審査を行い、委員会修正案を可決 

・国保税率の決定にあたって、特別委員会の意見を踏まえ、市長が税率を下方修

正する原案の訂正を行って可決 

・中央道開通を間近に控え、地場産業振興や観光振興策、あるいは公害対策を求

める質問があった 

・教育文化センター（新飯田市公民館）の建設構想について質問があった 

・西部統合中学の計画について、地元対策をただす質問があった 

・東中学校の火災で緊急に議会全員協議会が開かれた 

・飯田市民の消費生活を守る条例を可決 

 

・中央道の恵那山第二トンネルの早期着工を求める意見書を可決 

・中津川線の建設見通しをただす質問があった 

・議長 伊原悦雄、副議長 林 昌平を選出 

・中央道開通に伴う飯田ＩＣ周辺の道路整備、公害対策、観光開発、産業振興策

について多くの質問がされた 

・窮迫した地方財政のもとでの市行政について集中論議が行われた 

・開通した中央道の恵那山、網掛トンネル前後の40キロ規制の緩和を求める意見

書を可決 

・風越高校の跡地利用について質問があった 

・中央道の騒音公害対策や天竜峡付近の交通渋滞の解決を求める質問があった 

 

・深夜から未明に及ぶ議会において、市議会議員の定数をそれまでの36名から30

名に減少する条例が可決された。一口に「暁の本会議」と言われている 

・市長が提案した国保税率の引上げ率が下方修正して可決 

・付加価値税新設に反対する意見書を可決 

・工場再配置補助金問題調査特別委員会と駅前観光案内所問題調査特別委員会を

設置 

・市議会議員補欠選挙 

・ニホンカモシカの食害対策を求める意見書を可決 

・風越高校跡地利用に関して、警察署の建設と、東中学校の建設を求める陳情が

出され、その対応で慎重な審査がされた 

・メッキ工場の建設を求める質問があった 



 

 

  

  

年 議 会 の 動 き 

  

昭和52年 

（1977年） 

 

 

 

 

昭和53年 

（1978年） 

 

 

 

 

 

 

昭和54年 

（1979年） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

昭和55年 

（1980年） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・老人医療費特別給付金の一部改正条例を修正可決 

・市議会議員一般選挙 議長 林 昌平、副議長 松江良夫を選出 

・広域水道の統合について質問があった 

・飯田駅前再開発を求める質問があった 

・円高不況対策について質問があった 

 

・長姫高校の移転を想定した跡地利用について質問があった 

・水道事業の統合が特別議決をもって可決 

・中央新幹線・中津川線建設促進特別委員会を設置 

・市立図書館の改築について質問があった 

・合併促進特別委員会が設置された 

・国道153号線バイパスの建設促進を求める意見書を可決 

・中学生が教師を殴打した事件について質問が集中 

 

・老人医療費の無料化を65歳までとする条例を可決 

・国際児童年に対する取組について質問があった 

・議長 林 昌平、副議長 片桐 勲を選出 

・地震防災対策強化地域の指定に関して質問があった 

・駅前、知久町、銀座、本町など旧市街地の再開発について質問があった 

・果樹共済制度の改善に関する意見書を可決 

・モデル定住圏の指定に関して質問があった 

・県営野球場の誘致と総合運動公園の整備について質問があった 

・一般消費税創設反対に関する意見書を可決 

・市立病院の総合病院化について質問があった 

 

・国鉄経営再建促進特別措置法案の見直しを求める意見書を可決 

・中津川線を断念し、中央新幹線建設促進に乗換えたらどうかとする質問があっ

た 

・土地買収に関する土地開発公社の不手際等について調査特別委員会を設置 

・大韓民国と朝鮮民主主義人民共和国の自主的平和統一に関する意見書を可決 

・カモシカの食害防止策についての意見書を可決 

・西部統合中学の改築計画の進捗状況について質問があった 

・土地開発公社をめぐる不祥事について質問が集中 

・アメリカシロヒトリの防除対策について質問があった 

・Ｂ型肝炎への対策について質問があった 

・市議会議員補欠選挙 



 

 

  

  

年 議 会 の 動 き 

  

昭和55年 

（1980年） 

 

昭和56年 

（1981年） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

昭和57年 

（1982年） 

 

 

 

 

 

 

 

昭和58年 

（1983年） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・北方領土の返還促進などを求める意見書を可決 

・川路、龍江の天竜川流域の災害危険区域条例撤廃に関して質問があった 

 

・地場産業振興センターの建設について質問があった 

・市議会議員一般選挙 議長 林 昌平、副議長 松江良夫を選出 

・国際障害者年に際しての取組について質問があった 

・中央新幹線、飯田線の強化、中津川線問題を審議する鉄道問題特別委員会を設

置 

・婦人に対するあらゆる形態の差別撤廃に関する条例の早期批准を求める意見書

を可決 

・国鉄飯田線の合理化計画撤回等に関する意見書を可決 

・若者が定着できるよう企業誘致条例の復活を求める質問があった 

・地元との調整が長引く西部統合中問題について、多くの質問があった 

 

・臨時議会において、伊賀良と山本の両中学校を統合し、昭和60年に新たに西部

中学校として発足することが可決 

・長姫高校跡地のあり方について質問があった 

・統合中学の進捗状況について多くの質問があった 

・Ａ議員の問責決議案が可決 

・市民の直接請求による西部統合中学校を廃止する条例案を否決 

・飯田市・鼎町合併協議会の設置を可決 

・飯田線の分割・民営化反対に関する意見書を可決 

 

・市立病院の経営改善と改築について審査するため、病院問題特別委員会を設置 

・飯田市農協、中央農協の合併の推進について質問があった 

・議長 松嶋健次、副議長 平沢與一を選出 

・農畜産物輸入自由化、枠拡大阻止に関する意見書を可決 

・大中型店の出店の動きと丘の上商店街の活性化について質問があった 

・美術博物館の構想について質問があった 

・コンピューター導入に伴うプライバシー保護の問題、あるいは情報公開制度に

ついて質問があった 

・西部統合中学校の名称を「旭ヶ丘中学校」とする条例改正案を可決 

・10万都市実現のため、鼎、上郷との同時合併を求める質問があった 

・9月28日の10号台風による災害復旧を検討するため、緊急に臨時議会が開かれ 

10号台風災害対策特別委員会と、天竜水系治水災害対策特別委員会を設置 



 

 

  

  

年 議 会 の 動 き 

  

昭和58年 

（1983年） 

 

 

昭和59年 

（1984年） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

昭和60年 

（1985年） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

昭和61年 

（1986年） 

 

 

 

・40人学級早期実現に関する意見書を可決した 

・松くい虫対策について質問があった 

・川路、龍江、竜丘の災害危険区域に関する今後の対応について質問があった 

 

・三遠南信自動車道の実現の可能性について質問があった 

・非核平和都市宣言を可決 

・人種差別撤廃条約の早期批准に関する意見書を可決 

・天竜川治水対策と天竜峡の景観保全について質問があった 

・鼎町との合併に関する議案審議のため臨時議会が開かれ、12月1日の合併を全

会一致で議決 

・市職員に60歳の定年制を導入する条例を可決 

・国鉄の分割民営化反対に関する意見書を可決 

・市議会議員の定数を31名に減少する条例を可決 

・新しい街づくりの中での鼎地区の位置付けについて質問があった 

・天竜川の恒久的な治水対策を求める意見があった 

・テクノハイランド構想について質問があった 

 

・スパイクタイヤの粉じん公害について質問があった 

・上郷町との早期合併を求める質問があった 

・市議会議員一般選挙 議長 松嶋健次、副議長 平沢與一を選出 

・指紋押捺問題に関連して、外国人登録法の改正に関する意見書を可決 

・ゴミ焼却場移転問題について質問があった 

・国鉄飯田線の分割民営化の動きに関して質問があった 

・若者の定住対策と企業の育成策について質問があった 

・路線バスの廃止問題が質問された 

・鼎との合併一年後の評価について質問があった 

・学校の「いじめ」問題について質問があった 

・世界人形劇フェスティバル開催(1988年)に名乗りを上げることの質問があった 

・婦人の地位向上のための施策について質問があった 

・高齢化が一層すすむ中で、在宅福祉について質問があった 

 

・上郷町との合併に向けた取組について質問があった 

・コンピューター専門学校の建設費について質問があった 

・市立病院の赤字と院長人事問題で特別委員会を設置 

・院長解任に伴う市立病院の正常化について質問があった 

・大型間接税の導入は慎重に対処すべきという旨の意見書を可決 



 

 

  

  

年 議 会 の 動 き 

  

昭和61年 

（1986年） 

 

 

 

 

昭和62年 

（1987年） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

昭和63年 

（1988年） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成元年 

（1989年） 

・中国引き揚げ孤児の定住援護策について質問があった 

・美術博物館の性格と財源について質問があった 

・公文書の公開条例と、個人情報の保護条例を可決 

・暴力団追放都市宣言を可決 

・飯田工業高校の移転に伴う跡地利用について質問があった 

 

・売上げ税導入に反対する意見書を可決 

・美術博物館建設特別委員会を設置 

・中央新幹線、三遠南信自動車道の建設促進について質問があった 

・エイズ対策について質問があった 

・議長 平沢與一、副議長 細田直彦を選出 

・屋外広告物に係る環境美化等に関する条例を可決 

・老人福祉の中間施設の計画について質問があった 

・市政50周年記念事業として、中学生による子ども議会が開かれた 

・市立病院の移転決定と、地元対策について質問があった 

・世界人形劇フェスティバルの準備状況と、シャルルヴィル・メジェール市との

姉妹都市締結について質問がされた 

・中央新幹線の飯田経由と駅舎設置に関する決議を行った 

・東中学校の教師死亡に関して質問があった 

・人形劇場の入札が保留になったことについて質問があった 

 

・フランスのシャルルヴィル・メジェール市と国際友好都市の締結をすることを可決 

・美術博物館の職員体制や、運営について多くの質問があった 

・三遠南信自動車道の竜東地域にインターチェンジを求める質問があった 

・新しい市立病院の整備方針（マスタープラン）を了承 

・上郷町との合併協議30項目を了承 

・天竜川治水対策、四者協議の結論を了承 

・ギフチョウの保護対策について質問があった 

・市議会議員補欠選挙 副議長 関島一郎を選出 

・コメの市場開放阻止に関する意見書を可決 

・保育園の空き室を託老所にする質問があった 

 

・消費税導入に関して賛成、反対の論議が集中 

・リニア新幹線が停まるまちづくりについて質問があった 

・市議会議員一般選挙 議長 塩澤 昭、副議長 竹村仁實を選出 

・土曜閉庁関連条例を可決 

・新市立病院建設の基本計画を了承 



 

 

  

  

年 議 会 の 動 き 

  

平成元年 

（1989年） 

 

 

 

 

 

 

平成２年 

（1990年） 

 

 

 

 

 

 

 

平成３年 

（1991年） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成４年 

（1992年） 

 

 

 

・有線放送局の不祥事に関して質問が集中 

・長野の冬季五輪招致への考え方について質問があった 

・学校教育における日の丸掲揚と君が代斉唱についての考え方について質問があ

った 

・天竜川治水対策の基本計画を了承 

・有線放送を廃止し、オフトーク通信システムを導入することを了承 

・土地利用計画の策定の必要性について質問があった 

 

・消費税導入を想定した新年度予算に関して賛否両論の議論が展開された 

・有線放送局不正経理事件について質問が多くされた 

・中国からの帰国者のために日本語学級を開設するよう質問があった 

・県議会議員の飯田市区定数１名増を求める意見書を可決した 

・飯田駅貨物用地跡地利用に関して質問があった 

・天竜峡温泉の交通渋滞の解消、下水道の整備等について質問があった 

・松尾地区の内水排除について質問があった 

・登校拒否児童への適切な指導を求める質問があった 

 

・議長 竹村仁實、副議長 松江良夫を選出 

・竜東地区の開発計画について質問があった 

・農村集落の活性化を図る地域マネージメント事業について質問があった 

・議長 實原 裕、副議長 内山照美を選出 

・松くい虫の被害が広がる深刻な事態に対して質問があった 

・土地利用政策審議会の設置を求める質問があった 

・りんご並木の整備構想について質問があった 

・ＭＲＳＡ感染対策について質問があった 

・看護婦養成のための高等看護学校の誘致を求める質問があった 

・上郷町との合併時期について市長の政治決断を求める質問があった 

・平和予算の創設を求める質問があった 

・信州いいだ農協発足に伴い、行政と農協が一体となった農業振興を求める質問

があった 

・飯田駅貨物用地跡地取得の経過について質問があった 

 

・大学誘致についての質問があった 

・拠点都市地域の指定を目指すことについて質問があった 

・学校５日制の受け皿について質問があった 

・オフトークでの議会本会議中継はじまる 

・若者定着と工業振興について質問があった 



 

 

  

  

年 議 会 の 動 き 

  

平成４年 

（1992年） 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成５年 

（1993年） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成６年 

（1994年） 

 

 

・特別委員会にて大詰めの合併協議が行われた 

・自然環境の保全と環境に優しい社会の実現を期して、「環境宣言」が決議され

た 

・市役所の完全週休２日制の導入について質問があった 

・エイズに対する予防啓発について質問があった 

・市議会議員補欠選挙 

・上郷町と平成５年７月１日に合併することを議決した 

・拠点都市指定に向けての取組状況について質問があった 

・中学生の問題行動に対する指導について質問があった 

 

・ガットにおけるコメの例外なき関税化の導入を拒否し、基礎的食料の国内自給

堅持を求める意見書を可決 

・地域医療に果たす新市立病院の役割について質問があった 

・中心市街地のドーナツ化現象への対策について質問があった 

・市議会議員一般選挙  議長 今村八束、副議長 澤柳辨治郎を選出 

・上郷との合併関連議案68件を可決 

・コメの市場開放阻止等を求める意見書を可決 

・拠点都市の計画策定に関して、高速交通網の整備等について質問があった 

・上郷合併に伴う議員の増員選挙が行われ、５名が市議会議員に仲間入りした 

・シャルルヴィル・メジェール市のロジェマス市長が市議会を表敬訪問された 

・地方拠点都市地域整備促進特別委員会を設置 

・みどりの基金創設について質問があった 

・県営サッカー場の誘致について質問があった 

・不況下での産業振興策について質問があった 

・天竜川流域にカヌー競技施設の建設を求める意見書を可決 

・地方分権の実現を求める意見書を可決 

・コメの市場開放を阻止し、抜本的農業施策実現を求める意見書を可決 

 

・飯伊広域行政組合設立に伴う関連議案を可決 

・４年制大学の誘致について質問があった 

・市町村の共同出資のバス運行について質問があった 

・環境、文化、情報化、公共施設の４つのテーマで政策調査研究部会が発足 

・三遠南信地域に首都機能の移転を目指せという質問があった 

・サッカーくじ法案化について質問があった 

・農業集落排水事業実施区域の拡大を求める質問があった 

・不況下において女性の雇用を守ることを求める質問があった 

・12年ぶりの水道料金値上げを、建設委員会が３日間にわたる審査のうえ賛成多

数で可決した。 



 

 

  

  

年 議 会 の 動 き 

 

平成６年 

(1994年) 

 

 

 

 

 

 

 

 平成７年 

（1995年） 

 

 

 

 

 

 

 

平成８年 

（1996年） 

 

 

 

 

 

 

 

平成９年 

   (1997年) 

 

 

・北信越市議会議長会産業・経済対策特別委員会が天竜峡で開催 

・議会だより100号記念号発行 

・今村八束議長が友好都市シャルルヴィル・メジェール市（フランス）を訪問 

・市民の生活環境の確保と市土の均衡ある発展を図るための国土利用計画（飯田

市計画）を可決 

・水道料金を12年ぶりに改定。平均アップ率18・7％を三日間の審議の末に可決 

・上郷町との合併により、新たな議員定数を調査研究する「議員定数問題調査特

別委員会」を設置 

 

・第１回臨時会において、今村八束議長・松島年一副議長を選出 

・「中国の核実験に抗議し、フランスの核実験再開中止を求める決議」を可決し

両大使館に意見書を送付 

・飯田市における政治倫理の確立のため「市長の資産等の公開に関する条例」を

可決。これにより市長は資産等の報告書の作成が義務付けられ、閲覧請求が可

能になった 

・上郷町編入合併に伴い５人増の36人となっていた議員数を定数31人にすること

を議決 

 

・全議員による「基本構想審査特別委員会」を設置、第四次基本構想・基本計画

「環境文化都市を目指して」を可決 

・第２回定例会において「第四次基本構想に基づく組織機構改革案」を否決。こ

の採決をめぐり最大会派の明政会が分裂し過半数を割ることとなった。この議

案は第３回定例会で一部修正のうえ再提案され起立採決の結果賛成多数で可決 

・飯田市はあらゆる人権侵害の根絶を誓うため、「人権尊重都市宣言」を可決 

・「病原性大腸菌O157による食中毒対策に関する意見書」を国関係機関に提出 

・市議会議員補欠選挙で１人選出 

 

・市議会改選（投票率81・9％、上郷町と合併後初、特例による議員数36人から

議員定数31人に） 

・第１回臨時会において、小林利一議長・片桐司郎副議長を選出 

・市立病院と高松病院の機能、役割分担を検討するために｢病院問題特別委員会｣

を設置 

・風越山麓に計画された送電線建設に対して景観、電磁波、産業振興、飯田市の

環境条例などの観点から第２回、第３回定例会において計６件の請願・陳情が

あり審査・市政に関する独自の調査をし、政策提言をする｢政策調査研究部会｣

（農業振興・交通施策・観光施策の３部会）がスタート 



 

 

  

   

    年  議 会 の 動 き 

   

 平成10年 

（1998年） 

 

 

 

 

平成11年 

(1999年) 

 

 

 

 

 

 

平成12年 

(2000年) 

 

 

 

 

 

 

 

平成13年 

(2001年) 

 

 

 

 

 

 

 

平成14年 

(2002年) 

・議員定数削減に続く財政改革で、「議員の各種審議会報酬を辞退すること」 

を全会一致で可決。長野県下初であり、全国的にも先駆的な取り組み 

・「インド並びにパキスタンの地下核実験に対する抗議の決議」を可決 

・第３回定例会において、人形劇カーニバルのあり方について活発な議論を展開 

・「大型店の元旦営業自粛に関する決議」を可決し、市内大型店に申し入れ 

 

・平成９年にスタートした「政策調査研究部会」が２か年の研究を報告 

・第１回臨時会において、小林利一議長・中田佳甫副議長を選出 

・ごみ処理手数料として30円から60円を負担する、「ごみ処理費用有料化」を 

可決 

・「公共下水道受益者負担金改定」を可決（面積１㎡当たり現行390円から 

520円に段階的な引上げ） 

・「中心市街地総合再生特別委員会」及び「介護保険特別委員会」を設置 

 

・「政策調査研究部会」（地方分権・ISO・工業振興３部会）が平成12年度 

1か年の研究を報告 

・介護保険制度の施行に伴い関連する12件の条例を可決 

・国民健康保険税事業から介護保険への移行に伴う、「国保税の引き下げ」を 

可決 

・公共下水道（平均9.8％）及び農業集落排水施設（7.2％）の「使用料引き上 

げの改定」を可決 

・市議会議員補欠選挙で１人選出 

 

・市議会改選（投票率75.3％、議員数31人の内女性議員６人が誕生） 

・第１回臨時会において、西尾喜好議長・牧内信臣副議長を選出 

・森林･林業･林産業の活性化と山村振興の推進を図ることを目的に「林業活性化推

進飯田市議員連盟」が発足 

・飯田市地域交流センター設置条例（本町一丁目に建設中の「トップヒルズ本 

町」に「りんご庁舎」を設置、及びその管理について定めるもの）を可決 

・水道料金（上水道平均4.0％・簡易水道平均2.7％）の「引き上げの改定」を可決 

・アメリカでのテロの犠牲者に対し黙祷し､「同時多発テロを強く糾弾する決議」を採択 

 

・行政機関の保有する情報の公開に関する法律が施行されたのに伴い「飯田市情

報公開条例」を可決 

・暴走運転をなくし平穏な地域社会を実現するための「飯田市暴走行為を根絶す

る条例」を可決 



 

 

  

   

    年  議 会 の 動 き 

   

 平成14年 

(2002年) 

 

 

 

 

 

平成15年 

(2003年) 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成16年 

(2004年) 

 

 

 

 

 

 

平成17年 

(2005年) 

 

・「飯田市議会の議員の報酬等に関する条例」の一部を改正する条例を可決 

（議員の月額報酬３％の引き下げ） 

・「飯田市議会あり方研究会」を発足 

・「飯田市差別の撤廃と人権の尊重に関する条例」を可決 

・菱田春草筆「菊慈童」及び「牧童」を取得することを承認（取得金額３億５千

万円） 

 

・「飯田市福祉医療費給付金条例」を可決（全県統一の自動給付方式を導入） 

・第１回臨時会において、議長に岩崎和男氏・副議長に渡淳氏を選出 

・「合併特別委員会」「土地利用特別委員会」「議員定数特別委員会」を設置 

・「住基ネット関連２議案」を可決（住基カードを希望者に、１枚500円で交付 

するための条例改正） 

・「歴史研究所条例案」を可決（市民の教育及び文化の向上発展などに寄与する

ための研究所を設置） 

・「ごみ処理手数料の改定案」を可決（環境保全対策により経費増のため、半分

を利用者が負担） 

 

・「市議会議員定数を４人減の27人」にすることを可決 

・「わがまちの〝憲法〞を考える市民会議」を５月に設置 

・「飯田市都市計画条例」の一部を改正する条例を可決 

・「わがまちの〝憲法〞を考える市民会議」が11月８日、岩崎和男議長に中間 

報告を提出 

・「合併関連２議案」を可決(飯田市･上村･南信濃村合併協議会の設置について） 

・市議会議員補欠選挙で２人選出 

 

・「上村、南信濃村との合併関連6議案」を可決 

・市議会改選（投票率72・3％、議員数27人） 

・第１回臨時会において、議長に熊谷富夫氏・副議長に林幸次氏を選出 

・「自治基本条例」「土地利用計画」の特別委員会を設置 

・「高等学校改革プランの検討に関する意見書」を県に提出（高等学校数の削 

減を行わないよう求める意見書） 

・「個人情報保護条例」を可決 

・一般質問において一問一答方式を試験導入（一括質問一括答弁方式から、 

一問一答方式に変更） 

・上村及び南信濃村の編入合併に伴う増員選挙（定数２、投票率82％、特例によ 

り議員定数27人から29人に） 



 

 

  

   

  年  議 会 の 動 き 

   

平成17年 

(2005年) 

 

 平成18年 

(2006年) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成19年 

(2007年) 

 

 

 

 

 

 

平成20年  

(2008年) 

 

 

 

・議会本会議の映像生中継をスタート 

・「男女共同参画推進条例」を可決 

 

・「国民保護法関連２条例」を可決（武力攻撃事態等における国民の保護のため

の措置に関する法律に関連する条例） 

・飯田市における土地利用の基本的な指針を策定「国土利用計画」（第２次飯田

市計画）を可決 

・第５次基本構想・基本計画の策定にあたり「基本構想基本計画検討委員会」を

設置 

・市民・議会・行政の連携により研究を進めてきた「飯田市自治基本条例」を第

３回定例会で議員提出議案として全会一致で議決 

・飯田市の各地区に平成19年度から設置される地域自治区について、「飯田市 

地域自治区の設置等に関する条例案、飯田市公民館条例の一部を改正する条 

例」を可決 

 

・温泉宿舎天竜峡を飯田市が購入することを承認 

・「飯田市土地利用基本条例」を可決 

・「環境文化都市宣言」を可決 

・第１回臨時会において、上澤義一議長・矢澤芳文副議長を選出 

・議員定数の削減に向けて「議員定数特別委員会」を設置し定数を23人に決定 

・「第２回マニフェスト大賞審査委員会特別賞」を受賞（飯田市自治基本条例の

制定までの取組みが評価される） 

 

・「飯田市後期高齢者医療制度に関連した条例」を可決（75歳以上の高齢者に 

新たな負担となるため議論が集中） 

・「飯田市福祉医療費給付金条例の一部を改正する条例」を可決（子どもの支 

給対象を小学６年生まで引上げ） 

・「飯田市議会の議員の定数を定める条例」を可決（平成21 年４月の選挙から

定数23人に決定） 

・議会議案検討委員会に置いて、ポイ捨ての規制に関する条例制定の必要性を調

査 

・決算認定に結びつける議会の行政評価がスタート（行政評価の手法を用い決算

を認定） 

・「庁舎検討委員会」が発足（３回の委員会を経て市側の新庁舎建設の基本的な 

方針案を了承） 

・市内20地区で初の議会活動報告会を開催（市政懇談会終了後30分間） 



 

 

  

   

    年 議 会 の 動 き 

   

平成21年 

(2009年) 

 

 

 

 

 

 

 

平成22年 

(2010年) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成23年 

(2011年) 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成24年 

(2012年) 

・「副市長の定数を１から２に改める条例」を可決 

・「土地利用計画特別委員会」を廃止 

・市議会改選（投票率64・3％、上村・南信濃村との合併特例による議員数27人

から議員定数23人に） 

・第２回臨時会において初の立候補制による正副議長選挙を実施。中島武津雄議

長・清水可晴副議長を選出 

・「リニア中央新幹線の早期実現及び飯田駅設置実現に関する決議」を賛成多数で可決 

・市内を６ブロックに分け２回目の議会報告会を開催（市民487名が参加） 

 

・本庁舎の建替整備に向け調査研究を行うため「庁舎特別委員会」を設置 

・「飯田市リニア中央新幹線飯田駅整備推進基金条例」を可決（リニア中央新幹

線の実現に向けた取り組を強化） 

・年度内にルート決定が見込まれる中、調査研究を深めていくため「リニア推進

対策特別委員会」を設置 

・「飯田市福祉医療費給付金条例の一部を改正する条例」を可決（子どもの支給

対象を中学３年生まで引上げ） 

・第３回議会報告会を開催（市民469人が参加） 

・「飯田市地域自治区の設置等に関する条例の一部改正条例」を可決（上村及び

南信濃地区を地域自治区に移行） 

 

・第１回定例会において東日本大震災支援のための22年度補正予算を可決 

・第２回臨時会において、上澤義一議長・村松まり子副議長を選出 

・東日本大震災支援のための23年度補正予算を可決 

・「飯田市国民健康保険条例の一部改正条例」を可決 

（２年連続平均７％の増額） 

・損害賠償に係る議会未提出案件（110件）について議会を軽視するものとして

市側に改善申し入れ 

・「第５次基本構想基本計画後期計画」を可決（人口目標10万２千人に） 

・第４回議会報告会を開催（市民444人が参加） 

 

・「議会改革・運営ビジョン」を策定し新たな議会改革の取り組みとして常設の

機関「議会改革推進会議」を設置 

・議会改革の一環として、初の「議長記者会見」を開催、委員会の自由傍聴の実

現、本会議のインターネットによる映像配信を開始 

・新庁舎実施設計を了承 



 

 

   

   

  年  議 会 の 動 き 

   

・「第７回マニフェスト大賞最優秀成果賞」を受賞（行政評価や議会報告会の実

践などが評価される） 

・第５回議会報告会を開催（市民461人が参加） 

 

・市議会改選（投票率58・3％議員数23人） 

・第１回臨時会において、林幸次議長・木下克志副議長を選出 

・常任委員会を３委員会とし、議員の複数所属をやめ単独所属とする 

・より開かれた議会運営のため「広報広聴委員会」を設置 

・委員会審議において初の「議員間自由討議」を実施 

・初の政策討論会を開催（不法投棄対策について市長に提言） 

・「ポイ捨て等防止及び環境美化を推進する市民条例」を可決 

・「特定秘密保護法案に対する慎重な審議を求める意見書」を国関係機関に提出 

・議会の行政評価で「天竜峡温泉交流館管理事業」について、廃止を含め指定管

理委託など検討を行うよう提言 

・第６回議会報告会を開催（市民510人が参加） 

 

・議会の行政評価において「農業課合同事務所事業」の廃止、「農作物被害対策

事業」「リニア推進事業」「小中連携・一貫教育推進事業」の拡大などを提言 

・天龍峡温泉交流館の指定管理者管理委託を承認 

・「手話言語法(仮称)等の早期制定を求める意見書」を国及び県の関係機関に提出 

・第７回議会報告会を開催（市民543人が参加） 

・第４回定例会終了後、議場の新庁舎移転に伴う「旧議場のお別れ会」を開催 

 

・初の議会出前講座を広報広聴委員会が実施（松尾小学校） 

・県下初の対面式新議場で第１回定例会を開催 

・社会文教委員会が介護保険条例の一部改正に関して自由討議を実施。議案可決

後に委員提案の附帯決議を可決。 

・第２回定例会から淡路結びの水引を議場に設置 

・第１回臨時会において、木下克志議長・木下容子副議長を選出 

・「長期欠席議員の議員報酬の特例に関する条例」を議決 

・「平和安全法制の慎重かつ適正な運用を求める意見書」を国及び関係機関に 

提出 

・「飯田市福祉医療費給付金条例の一部を改正する条例」を可決（支給対象を満

15歳から満18歳に引上げ） 

・木下克志議長が友好都市シャルルヴィル・メジェール市（フランス）を訪問 

平成24年 

(2012年) 

 

 

 平成25年 

(2013年) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成26年 

(2014年) 

 

 

 

 

 

平成27年 

(2015年) 

 

 

 

 



 

 

  

   

    年  議 会 の 動 き 

 

平成27年 

(2015年) 

 

平成28年 

(2016年) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成29年 

(2017年) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成30年 

(2018年) 

 

・第８回議会報告会を開催（市民498人が参加） 

・新教育委員会制度で初の教育長に代田昭久氏を任命することに同意 

 

・「飯田市議会パネル取扱要綱」、「飯田市議会災害対応指針」を制定 

・基本構想基本計画特別委員会を設置し、次期総合計画「いいだ未来デザイン20

28」を審査 

・天龍峡温泉交流館建設に関し、産業建設委員会で自由討議実施後、附帯決議を

つけて可決、本会議での委員長報告に対する討論を経て予算案を可決 

・地元産材のＰＲを目的に飯田市産ヒノキと遠山杉のネームプレートを作成し、

全議員が着用を開始 

・議会だより200号記念号を発行 

・７月から９月にかけて議会による行政評価を実施（42施策、19事務事業） 

・インターネットで委員会の映像配信を開始（12月12日 総務委員会から） 

・第９回議会報告会を開催（９月～10月、６会場で市民554人が参加） 

・議会議案検討委員会を設置し、議員提出による「飯田産の地酒及び果実飲料で

乾杯する条例」を議決 

・議会出前講座を松尾小学校で実施（２回目：２月、３回目：11月） 

 

・飯田市議会の主催による飯伊市町村議員研修会を開催。藤山 浩氏を講師に迎

え、「田園回帰１％戦略」を学ぶ（１月） 

・社会文教委員会が「地域ケアシステムの構築」に関する調査研究を行い、議会

全体の政策討論会を経て、議会から市長へ政策提言（３月） 

・産業建設委員会は、「若者定住の促進について」ほか、５つのテーマについて

２年間の調査研究活動をまとめ、所管部署へ提案（３月） 

・飯田市スポーツの振興に寄与することを目的に「飯田市議会スポーツ振興議員

連盟」が発足（３月） 

・市議会改選（４月16日執行、投票率 57.95％、議員23名うち新人５名） 

・議会出前講座を山本小学校で実施（６月） 

・第５次基本構想の平成28年度分について議会による行政評価を実施（７月～） 

 評価結果に基づく成果や課題を反映させるため、４月からスタートした総合計

画「いいだ未来デザイン2028」の戦略計画に対して、市長へ提言（９月） 

・第10回議会報告会を開催（10月、６会場で市民582人参加） 

 

・議会出前講座を松尾小学校で実施（１月 ６年生143人） 

・飯田市議会の主催による飯伊市町村議員研修会を開催。大森 彌氏を講師に迎

え、「自治体議会の改革と議員の法的位置づけ」について学ぶ（１月） 



 

 

  

   

    年  議 会 の 動 き 

 

平成30年 

(2018年) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成31年 

（2019年） 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和元年 

（2019年5月～） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・リニア推進特別委員会が、リニア駅周辺整備などをテーマとして、商工会議所 

支部や地域団体と意見交換会を実施（２－３月） 

・リニア推進特別委員会が、リニア駅周辺整備を含むリニア関連事業の進め方等

に対する要望書を所管部署へ提出（６月） 

・飯田市議会（リニア推進特別委員会）主催による「リニアを活かしたまちづく

り講演会」を開催（７月） 

・飯田市の総合計画「いいだ未来デザイン2028」に対する議会による行政評価が

スタート。各常任委員会や合同委員会での大局的な評価（森の評価）を経て政

策提言を実施（７月－９月） 

・社会文教員会が、「市内小中学校及び保育園等にエアコン設置を求める要望書」

を所管部署へ提出（９月） 

・第11回議会報告会を開催（10月 ７会場で市民654人が参加） 

・予算決算委員会の設置に向け、予算決算審査検討プロジェクトを発足（12月） 

 

・広報広聴委員会、同委員会内の議会だより検討会議により、議会だよりの見直

しを図り、リニューアルパイロット版を発行（１月） 

・飯田市議会主催による「飯伊市町村議会議員研修」を開催。山梨学院大学大学

院の江藤俊昭教授を講師に招き議会改革について学ぶ（１月） 

・一般質問等における執行機関側の議員に対する「反問権」の行使について定め

た、改正飯田市議会会議規則が施行（２月） 

・総務委員会が、市内３か所で「地域コミュニティーの在り方」について意見交

換会を実施（２月） 

・第１回定例会において市長が初の反問権を行使（３月） 

 

・第１回臨時会において、湯澤啓次議長・原和世副議長を選出（５月） 

・第１回臨時会において、予算決算委員会を常任委員会として設置。予算・決算

及び行政評価を所管し、今後は分割付託されてきた予算・決算議案について一

括で付託を行うこととなった（５月） 

・長野県市議会議長会総会を飯田市で開催。龍谷大学政策学部教授の土山希美枝

氏を講師に招き「政策議会をつくる議員力・議会力」を学ぶ（７月） 

・予算決算委員会所管による「議会による行政評価」を実施。９月定例会後、議

長から市長に対し評価提言書を手交（７月－９月） 

・議会出前講座を山本小学校で実施（10月） 

・議会報告会を開催（10月 ７会場で市民743人が参加） 

・議長、副議長及び事務局長が「地方議会における政策サイクルと評価モデル研

究会」に参加（10月－３月） 



 

 

  

   

    年  議 会 の 動 き 

 

令和元年 

（2019年5月～） 

 

 

 

 

 

令和２年 

（2020年） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和３年 

（2021年） 

 

 

 

 

 

・台風第19号で被災地となった長野市へ、長野県市議会議長会を通じて見舞金を

送った（11月） 

・議会報告会で出された「小学校のトイレ環境」に対する意見を受けて、社会文

教委員会が市内の小中学校全てのトイレ環境の現状把握と学校職員への聞き取

り調査を行い、予算決算委員会での審査、本会議での同意をもって市長に提言

書を提出した（12月） 

 

・飯田市議会主催による「飯伊市町村議会議員研修」を開催。㈱地方議会総合研

究所代表取締役の廣瀬和彦氏を講師に招き「議会の活性化と議会運営」につい

て学ぶ（１月） 

・市議会災害対策会議を実施（１月－） 

・新型コロナウイルス感染症の影響で市の行事が開催中止（２月－） 

・第１回定例会で新型コロナウイルス感染症対策についての質問が複数あり（３

月） 

・第１回臨時会を開催し、新型コロナウイルス感染症対策に関する補正予算等を

審議（５月） 

・タブレット端末を活用したペーパーレス会議システムについての全員協議会勉

強会を開催（６月） 

・「子育ての孤立化」をテーマに、社会文教委員会が「課題共有型えんたく会議

」を開催（７月） 

・飯田市の総合計画「いいだ未来デザイン2028」に対する議会による行政評価・

提言を行う（９月） 

・議会報告・意見交換会を開催（10月 ７会場で市民420人が参加） 

・県知事と市長にリニア中央新幹線関連事業等により移転をお願いする皆さんに

係る農振除外手続きに関する要望書を提出（12月） 

 

・第１回臨時会を開催し、新型コロナウイルス感染症ワクチン接種事業など対策

に関する補正予算等を審議（２月） 

・全議員を対象としてペーパーレス会議システムの研修を実施（２月） 

・第１回定例会からタブレット端末を活用した議案審議を試行的に開始（３月） 

・議会、飯田商工会議所、飯田市行政の３者の共同声明として、「ゼロカーボン

シティ宣言」を実施 

・市議会改選（４月25日執行、投票率 60.74％、議員23名うち新人９名） 

・第２回臨時会において、井坪隆議長・山崎昌伸副議長を選出（５月） 

・「南アルプスジオパーク」をテーマに議員研修を開催（６月） 

 



 

 

  

   

    年  議 会 の 動 き 

 

令和３年 

(2021年) 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和４年 

(2022年) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・新型コロナウイルス感染症デルタ株による急速な感染拡大を踏まえ、議会より

市長に対して緊急提言を行う（８月） 

・新型コロナウイルス感染症対策として、抗原定性検査（簡易キット）を活用し

た水際対策の有効性を伝え、全国的な展開とその支援を要望するため、国に対

して意見書を提出（８月） 

・飯田市の総合計画「いいだ未来デザイン2028」の中期４年間の内容の評価・検

証を行い、評価・提言書として市長へ提出（９月） 

・社会文教委員会が、日本福祉大学社会福祉学部社会福祉学科の宮國康弘氏を講

師に、「フレイル予防対策とその評価について」学ぶ（10月） 

 

・飯伊市町村議会議員研修会を開催。同志社大学の新川達郎名誉教授を講師に、

「大災害・感染症と議会」について学ぶ（１月） 

・災害時や新型コロナウイルス感染症の感染拡大状況にあっても議会機能を維持

していくため、飯田市議会委員会条例や会議規則などの改正を行い、委員会等

の会議におけるオンライン会議の実施を可能とした（２月） 

・議会として「ロシアのウクライナに対する侵攻を非難する決議」を全会一致で

可決。また、戦禍に見舞われたウクライナの人々を支援するため、市議会議員

23人全員で、23万円をユニセフ（国連児童基金）に寄付をした（３月） 

・「地方議会評価モデル」導入に伴うキックオフ講演会を実施。大正大学社会共

生学部公共政策学科教授の江藤俊昭氏を講師に、「地域経営における議会の役

割と地方議会評価モデル」について学ぶ（３月） 

・４月から「地方議会成熟度評価モデル」の取り組みを開始。飯田市議会の役割

（ミッション）や目指すべき姿（ビジョン）等を策定（令和５年３月） 

・飯田市議会業務継続計画（議会ＢＣＰ）の策定（５月） 

・契約に係る議会未提出案件及び職員の不適切な事務処理等に関する申入書を市

長へ提出（６月） 

・新たな広聴の場として「タウンミーティング」を開催（７月） 

・「議会報告・意見交換会」をコロナ禍の状況を踏まえ、７ブロック14会場で開

催（９月～10月） 

・飯田市内を会場に、三遠南信地域市町村議会議長協議会及び道路建設促進議員

協議会総会を開催（10月） 

・請願・陳情の手引きを作成（11月） 

・「リニア駅周辺整備事業土木実施設計に対する政策提言」を市長へ提出(11月) 

・政治倫理に関する研修会の開催（12月） 

 

  



 

 

   

    年  議 会 の 動 き 

  

令和５年 

（2023年） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和６年 

(2024年) 

 

 

・「ジェンダー（社会的性別）について共に考える研修会」を下伊那郡町村議会

議長会の共催、飯田商工会議所の協力により実施（１月） 

・飯田市議会個人情報の保護に関する条例を制定（３月） 

・飯田市議会会議規則及び飯田市議会議員の議員報酬の特例に関する条例を改正

（本会議や委員会への欠席事由として育児、看護、介護等を明文化するととも

に、出産について産前・産後期間に配慮した規定の整備）（３月） 

・15年振りとなる水道料金の改定に伴う申し入れを議長から市長へ提出（４月） 

・「オーケストラと友に音楽祭」の15回記念として、議場でのコンサートを開催

（４月） 

・第１回臨時会において、熊谷泰人議長・竹村圭史副議長を選出（５月） 

・水道料金改定に関わる議案に関し、産業建設委員会で自由討議を実施後、附帯

意見をつけて可決（６月） 

・高校生を対象にタウンミーティングを開催（７月） 

・議会出前講座を山本小学校（８月）と浜井場小学校（１月）で実施 

・「議会による行政評価」を実施。議長から市長に評価提言書を手交（９月） 

・「議会報告・意見交換会」を全７日間・11会場で開催（10月） 

・社会文教員委員会が「飯田市高齢者福祉計画・介護保険事業計画の策定について

」調査研究を行い、健康福祉部長へ政策提案書を提出（12月） 

・「県施設の整理統合が続く中で、地域の振興に資する施設整備等を求める意見

書」を長野県知事及び長野県議会議長へ提出（12月） 

 

・飯田市議会主催による「飯伊市町村議会議員研修」を開催。早稲田大学名誉教

授、早稲田大学マニフェスト研究所顧問の北川正恭氏を講師に迎え、「2030年

地方議会の展望」について学ぶ（１月） 

・能登半島地震の被災地域へ、北信越市議会議長会を通じて義援金を送る(２月) 

・住民自治を考える学習活動の一環として、「地域自治組織導入の経過と今日的

課題について」をテーマに研究会を開催（５月） 

・議会日程の見直しの試行開始（６月） 

・羽場公民館「夏休みこども寺子屋」が飯田市議会へ訪問、主権者教育の一環と

して実施（７月） 

・「後期計画に向けた提言書」及び「中期計画にかかる提言書」を市長に提出（

９月） 

・補欠選挙執行（10月20日） 
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令和６年 

(2024年) 

 

 

令和７年 

(2025年) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和８年 

(2026年) 

 

 

 

 

・陳情書の取扱いの基準について見直す「飯田市議会会議規則の一部を改正する

規則」を制定し、併せて「飯田市議会陳情書の処理に関する規程」を制定（12

月） 

 

・議会スローガンロゴデザイン決定（３月） 

・これまで書面・対面に限定されていた手続の一部をオンライン化の対象とする

こと、及び承認制であった手続を許可制にすること等の見直しを行う「飯田市

議会会議規則の一部を改正する規則」を制定（３月） 

・刑法の改正、マイナンバー法の改正等による「飯田市議会個人情報の保護に関

する条例の一部を改正する条例」を制定（３月） 

・これまで議員が一律に制限されていた市の業務の請負について、一定の金額ま

で緩和されることに伴い、市民に対し、議会運営の公正性及び透明性を確保す

るため、議員と市との請負状況を公表する制度を設ける「飯田市議会議員の請

負の状況の公表に関する条例」を制定（３月） 

・令和７年度飯田市病院事業会計予算（案）に対する附帯決議（３月） 

・市議会改選（４月20日執行、無投票（83年ぶり）、議員23名うち新人10名） 

・第１回臨時会において、竹村圭史議長・清水優一郎副議長を選出（５月） 

・法政大学教授の土山希美枝を講師に迎え、「議員と議会と市民と自治体のあり

かたを考える」を演題に研修会を開催（９月） 

・「議会・議員の在るべき姿について」をテーマに議会報告・意見交換会を開催

（10月） 

・議会の在り方検討委員会を設置（12月） 

・飯田コアカレッジでタウンミーティングを開催（１月） 

・飯田市議会主催による「飯伊市町村議会議員研修」を開催。（２月） 

・議会出前講座を松尾小学校で実施（３月） 
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